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昨
年
10
月
、
日
本
医
師
会
よ

り
「
医
師
倫
理
規
定
」
が
改
定
・

発
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
師
の

生
涯
学
習
、
患
者
中
心
の
医
療

を
基
本
と
し
、
終
末
期
医
療
、

生
殖
医
療
、
遺
伝
子
診
断
と
そ

の
結
果
へ
の
対
処
方
法
、
医
療

安
全
な
ど
に
つ
い
て
の
指
針
が

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会

の
立
場
か
ら
は
や
や
逸
脱
し
た

意
見
具
申
に
な
ろ
う
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、『
医
療
安
全
』
や

『
医
道
の
高
揚
』
は
古
く
て
新
し

い
命
題
で
あ
り
ま
す
。

１
９
９
４
年
天
下
の
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
病
院
で
、
36
才
の
乳

が
ん
患
者
が
４
倍
量
の
抗
が
ん

剤
過
投
与
後
死
亡
し
た
の
に
端

を
発
し
、
翌
年
フ
ロ
リ
ダ
で
糖

尿
病
性
壊
疽
足
の
左
右
取
り
違

え
・
健
側
肢
切
断
事
件
な
ど
が

相
次
ぎ
、
米
国
医
学
院（
Ｉ
Ｏ

Ｍ
）が
医
療
安
全
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
推
進
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
１
９
９
９
年
に
肺

が
ん
と
心
臓
疾
患
の
患
者
取
り

違
え
手
術
、
ま
た
消
毒
薬
誤
投

与
・
死
亡
事
件
、
翌
々
年
の
人

工
心
肺
未
熟
者
誤
操
作
死
亡
・

隠
蔽
・
カ
ル
テ
改
竄
事
件
が
大

き
く
社
会
問
題
化
し
て
、
医
療

界
へ
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
わ
が
国
で
も
病
院

安
全
委
員
会
の
設
置
、
強
力
な

医
療
安
全
対
策
の
実
施
が
国
家

的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

医
療
人
と
し
て
の
資
質
を
問

わ
れ
る
よ
う
な
事
象
を
２
、
３

年
が
改
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ

ま
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
お
い
て

は
、
新
同
窓
会
館
が
落
成
し
、

見
学
も
兼
ね
た
ク
ラ
ス
会
や
大

学
祭
で
の
同
窓
生
懇
談
会（
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
）な
ど
徐
々
に
各
方

面
で
利
用
・
活
用
さ
れ
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
学
術
研

究
会
や
他
学
部
を
含
め
た
会
合

な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
事
業
と
し
て
は
多
方

面
、
模
索
検
討
を
重
ね
て
お
り

ま
す
が
、
や
や
遅
滞
気
味
で
忸

怩
た
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
以
下
の
こ
と
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１
．
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ル
構

築
を
計
画
し
、
千
葉
大
学
医
学

部
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
特
筆

す
べ
き
業
績
な
ど
を
各
基
礎
医

学
教
室
・
臨
床
部
門
か
ら
展
示

し
て
も
ら
う
も
の
で
、
設
置
場

所
、
規
模
、
予
算
な
ど
を
検
討

中
で
す
。
ま
た
こ
れ
は
、
一
部

旧
本
館
・
部
分
保
存
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
関
連
も
考
慮

さ
れ
る
の
で
、
専
門
家
の
ご
意

見
も
勘
案
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

２
．
ゐ
の
は
な
会
誌
編
集
・
発

刊
。
現
行
の
年
３
回
の
ゐ
の
は

な
会
報
に
加
え
オ
ン
ラ
イ
ン
会

報
を
常
時
発
信
し
て
お
り
、
ま

た
１
３
５
年
周
年
事
業
と
し
て

立
派
な
記
念
誌
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
１
〜
２
年
に
一
度
程

度
の
同
窓
会
活
動
の
ま
と
め
と

し
て
、
あ
る
い
は
各
支
部
活
動

状
況
の
紹
介
と
支
部
間
連
携
を

兼
ね
て
、
ま
た
過
去
に
発
行
さ

れ
た
ゐ
の
は
な
会
報
の
部
分
的

復
刻
な
ど
も
含
め
、
保
存
し
や

す
い
形
の
小
冊
子
の
発
行
を
検

討
中
で
す
。

３
．
ゐ
の
は
な
会
組
織
の
見
直

し
。
現
行
の
評
議
員
会
・
理
事

会
体
制
を
よ
り
機
能
的
ま
た
実

効
性
を
持
た
せ
る
べ
く
理
事
会

組
織
を
再
編
成
し
、
一
部
会
則

改
定
を
検
討
中
で
あ
り
、
皆
さ

ん
に
お
諮
り
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

平
成
28
年　

秋
の
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

小
田　

博
之
（
昭
28
）

叙
　
勲

祝
経
験
し
、
深
く
反
省
さ
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
医
学
部
教
育

段
階
か
ら
医
療
界
を
含
め
、
医

療
職
に
進
む
人
間
の
能
力
と
と

も
に
患
者
さ
ん
な
ど
病
め
る

人
々
へ
の
同
情
や
誠
意
を
持
ち

合
わ
せ
る
熱
意
の
あ
る
優
秀
な

人
材
を
投
入
す
る
し
か
な
く
、

医
学
部
入
学
選
別
時
に
も
学
科

試
験
の
み
で
な
く
、
米
国
の
如

く
入
学
定
員
の
約
４
倍
程
度
に

絞
り
込
ん
だ
志
願
者
を
、
面
接

試
験（
通
常
２
名
以
上
の
試
験
官

で
30
分
以
上
）に
よ
り
合
否
判
定

を
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
一
年
、
千
葉
大
学
医
学

部
が
名
実
と
も
に
日
本
の
医
療

界
を
支
え
、
リ
ー
ダ
ー
の
一
員

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
　
済わ

た　

陽よ
う　

高た
か　

穂ほ

（
昭
45
）

年
頭
の
挨
拶 

1

就
任
挨
拶 

2
〜
4

奨
学
会 

4

最
終
講
義 

5

人
事
異
動 

6

各
地
ゐ
の
は
な
会 

7
〜
9

ク
ラ
ス
会 

10
〜
15

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

16
〜
17

追
悼
文 

18

雑
文
雑
談 

18

学
生
教
育 

19
〜
21

学
内
情
報 

22
〜
24

随
想 

26

会
員
か
ら 

26
〜
27

地
区
ゐ
の
は
な
会
報 

27

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り 

28

著
書
紹
介 

29

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報 

30
〜
31

編
集
後
記 

32

紙
面
紹
介

病
原
細
菌
制
御
学

　

野
田　

公
俊　

教
授

日
時　

平
成
29
年
2
月
14
日（
火
）　

午
後
3
時

場
所　

医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
大
講
堂
）

演
題　

ミ
ク
ロ
の
世
界
の
ト
キ
シ
ン
ハ
ン
タ
ー

　
　
　

│
細
菌
毒
素
の
無
毒
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
│

最
終
講
義

の
ご
案
内

寄
贈

　

卒
業
50
周
年
記
念
と
し
て

　

昭
和
42
年
医
学
部
卒
業
生（
ち
よ
に
会
）一
同

 

医
学
部
本
館
正
面
玄
関

秋
葉　

哲
生
（
昭
50
）

 
三
十
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会

へ
の
寄
附
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平
成
28
年
10
月
１
日
付
け
で

宮
崎
勝
前
教
授（
現
国
際
医
療
福

祉
大
学
副
学
長
・
三
田
病
院
長
）

の
後
任
と
し
て
千
葉
大
学
大
学

院
医
学
研
究
院
臓
器
制
御
外
科

学
教
授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
員
の
皆
さ

ま
、
千
葉
大
学
の
諸
先
生
方
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
63
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
奥
井
勝
二

教
授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉

大
学
医
学
部
第
一
外
科
学（
現
在

の
臓
器
制
御
外
科
学
）教
室
に
入

局
し
ま
し
た
。
入
局
後
は
大
学

お
よ
び
関
連
病
院
に
て
消
化
器

を
中
心
に
、
乳
腺
・
甲
状
腺
、

心
血
管
な
ど
外
科
学
一
般
を
学

び
、
平
成
３
年
に
千
葉
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
に

入
学
し
ま
し
た
。
大
学
院
時
代

は
、
か
ね
て
よ
り
興
味
の
あ
っ

た
病
理
学
を
学
び
に
近
藤
洋
一

郎
教
授
が
主
宰
さ
れ
る
千
葉
大

学
第
二
病
理
学
教
室
に
所
属
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
宮
崎

勝
先
生
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
て

い
た
肝
胆
道
研
究
室（
第
５
研
究

室
）に
お
世
話
に
な
り
、
肝
胆
道

疾
患
の
臨
床
病
理
学
的
研
究
お

よ
び
ラ
ッ
ト
を
用
い
た
閉
塞
性

黄
疸
・
減
黄
肝
切
除
後
の
肝
障

害
発
生
機
序
の
基
礎
的
研
究
に

従
事
し
ま
し
た
。

平
成
８
年
か
ら
は
、
当
時
の

千
葉
大
学
医
学
部
第
二
外
科
学

（
現
在
の
先
端
応
用
外
科
学
）教

室
の
落
合
武
徳
教
授
、
第
一
外

科
学
教
室
の
中
島
伸
之
教
授
、

宮
崎
勝
講
師
の
ご
高
配
に
よ
り
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル（
ベ
ル
ギ
ー
）に

あ
る
ル
ー
ヴ
ァ
ン
カ
ソ
リ
ッ
ク

大
学
に
留
学
し
、
肝
移
植
に
ふ

れ
る
機
会
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、Pierre Gianello

教
授
の

も
と
、
ミ
ニ
ブ
タ
、
ヒ
ヒ
な
ど

大
動
物
を
用
い
た
、
特
に
移
植

免
疫
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究

に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

レ
ホ
ボ
ッ
ト（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に

あ
るOmrix Biopharmaceu­

ticals

と
の
共
同
研
究
で
遺
伝
子

導
入
の
基
礎
的
研
究
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
12
年
に
帰
局
し
た
後
は
、

宮
崎
勝
教
授
の
も
と
肝
胆
膵
外

科
領
域
の
臨
床
・
研
究
・
教
育

に
携
わ
り
、
特
に
平
成
17
年
に

は
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

肝
胆
膵
外
科
に
お
け
る
肝
移
植

治
療
の
立
ち
上
げ
を
主
導
し
、

生
体
部
分
肝
移
植
を
施
行
、
そ

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
26

年
に
は
全
国
24
施
設
目
の
脳
死

肝
移
植
実
施
施
設
と
し
て
認
定

さ
れ
、
同
年
千
葉
大
学
初
の
脳

死
肝
移
植
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

臓
器
制
御
外
科
学
教
室
は
、

第
一
外
科
学
教
室
時
代
も
含
め
、

１
２
７
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
系
譜
か
ら
す
る
と
私
は
第

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　

臓
器
制
御
外
科
学　

教
授

　
　
大　

塚　

将　

之
（
昭
63
）

就

任

挨

拶

９
代
目
の
教
授
と
な
り
ま
す
。

そ
の
間
、
先
人
た
ち
に
よ
り
教

室
は
発
展
し
、
特
に
肝
胆
膵
外

科
領
域
で
は
、
日
本
有
数
の
、

そ
し
て
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
そ
れ
を
少
し
で
も
前
に

推
し
進
め
ら
れ
る
よ
う
、臨
床
・

研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教

育
面
で
もacademic mind

を

も
っ
た
外
科
医
の
育
成
に
こ
だ

わ
り
、
地
域
か
ら
世
界
ま
で
幅

広
く
対
応
で
き
る
人
材
を
数
多

く
輩
出
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
員

の
方
々
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
教
室
は
、
が
ん
や
代
謝
性

疾
患
を
軸
に
、
疾
患
病
態
の
分

子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
新
た
な
側
面

を
切
り
開
く
べ
く
、
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
やSingle Cell

解
析
な

ど
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
先
端
的
研
究
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ら

か
ら
到
来
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ゲ

ノ
ム
時
代
・
ゲ
ノ
ム
医
療
に
対

平
成
28
年
６
月
１
日
付
け
で
、

野
村
文
夫
前
教
授（
現
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
マ
ス
ス
ペ
ク

ト
ロ
メ
ト
リ
ー
検
査
診
断
学
・

特
任
教
授
）の
後
任
と
し
て
、
分

子
病
態
解
析
学
講
座
の
教
授
に

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　

分
子
病
態
解
析
学　

教
授

　
　
田　

中　

知　

明
（
平
4
）

応
す
べ
く
、
革
新
的
な
診
断
・

治
療
法
の
開
発
を
目
指
し
た
次

世
代
の
分
子
病
態
解
析
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

私
は
、
平
成
４
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
そ
の
当

時
は
、
故
吉
田
尚
教
授
が
主
宰

さ
れ
て
い
た
第
二
内
科
に
入
局

し
ま
し
た
。
臨
床
研
修
の
後
、

平
成
７
年
に
大
学
院
へ
進
学
し
、

齋
藤
康
前
学
長
の
元
、
細
胞
周

期
と
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
の
研
究
に

従
事
し
、
学
位
を
修
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

研
究
所
の
故
田
矢
洋
一
部
長
の

も
と
で
、
が
ん
抑
制
遺
伝
子
ｐ

53
の
研
究
、
特
に
、
リ
ン
酸
化

シ
グ
ナ
ル
と
下
流
遺
伝
子
の
探

索
に
従
事
し
ま
し
た
。
ゲ
ノ
ム

の
守
護
神
と
呼
ば
れ
る
ｐ
53
が

特
定
の
リ
ン
酸
化
を
受
け
る
こ

と
で
、
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
強
く

誘
導
す
る
よ
う
に
な
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
発
見
し
、
国
際
的
に
高

い
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
縁
あ
っ
て
、
平

成
14
年
か
ら
は
、
日
本
学
術
振

興
会
海
外
特
別
研
究
員
と
し
て
、

米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
ｐ
53
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
るCarol 

Prives

教
授
の
下
に
留
学
し
ま

し
た
。
約
５
年
に
渡
る
海
外
生

活
で
し
た
が
、
ｐ
53
と
ク
ロ
マ

チ
ン
制
御
の
研
究
、
と
く
に
プ

ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
を
用
い
た
エ
ピ

ゲ
ノ
ム
解
析
に
携
わ
り
ま
し
た
。

リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
と
し

て
、
２
名
の
ア
メ
リ
カ
人
の
学

位
取
得
を
直
接
指
導
す
る
と
い

う
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
や
美
術
な
ど
の
芸

術
面
で
も
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
街
で
し
た
。
古
都

ボ
ス
ト
ン
を
訪
ね
た
際
に
立
ち

寄
っ
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
は
、

１
２
０
年
前
の
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
の
問
い
か
け 

“D'où­
Venons Nous Que Sommes 
Nous OùAllons Nous

” と
そ

の
絵
の
迫
力
に
、
と
て
も
感
銘

を
受
け
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
多
く

の
学
生
や
大
学
院
生
、
研
究
者

を
指
導
し
て
い
く
機
会
が
よ
り

一
層
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
私
が
培
っ
て
き
た
先
端
的

「
技
」
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
国
際
的

に
育
ん
で
き
た
「
人
」
脈
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
基
礎

と
臨
床
の
実
績
か
ら
積
み
上
げ

た
「
智
」
見
を
、
後
進
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ソ

ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
兼
ね
備
え
る
国
際
色

豊
か
な
人
材
の
育
成
、
将
来
の

先
進
医
療
を
見
据
え
な
が
ら
共

に
夢（
ビ
ジ
ョ
ン
）を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
心
豊
か
な
人
材
の
育

成
を
心
掛
け
な
が
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
的
交
流
と
技
術
交
流

を
通
じ
て
、
基
礎
研
究
と
臨
床

研
究
の
架
け
橋
を
目
指
し
て
、

千
葉
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ペ
イ
ン
セ
ン
タ
ー　

教
授

　
　
青　

江　

知　

彦
（
昭
62
）

私
は
１
９
８
７
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
救
急
、

麻
酔
領
域
の
臨
床
研
修
後
、
千

葉
大
学
大
学
院
で
は
齊
藤
隆
先

生
の
ご
指
導
の
下
で
免
疫
学
の
、

ま
た
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で

は
細
胞
生
物
学
の
研
究
に
従
事

致
し
ま
し
た
。
帰
国
後
千
葉
大

学
大
学
院
医
学
研
究
院
で
は
基

礎
研
究
に
、
ま
た
附
属
病
院
で

は
臨
床
に
従
事
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
２
０
１
４
年
６
月
に
千

葉
大
学
を
退
職
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
市
中
病
院
勤
務
を
経
験

し
て
か
ら
、
２
０
１
６
年
５
月

に
帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
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ン
タ
ー
・
ペ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に

着
任
致
し
ま
し
た
。
ち
ば
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
和
田
佑
一

院
長
を
は
じ
め
ゐ
の
は
な
同
窓

の
先
生
方
が
ご
活
躍
中
で
す
が
、

東
京
大
学
な
ど
他
学
出
身
の
先

生
方
と
も
ご
一
緒
出
来
て
新
鮮

な
思
い
で
日
々
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
帝
京
大
学
で
は

千
葉
大
学
と
は
違
っ
た
医
学
部

の
様
子
を
垣
間
見
て
興
味
深
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
帝
京
大
学

着
任
前
に
は
１
年
程
で
し
た
が

国
保
旭
中
央
病
院
の
よ
う
な
第

一
線
の
市
中
病
院
で
働
く
機
会

が
あ
り
、
貴
重
な
体
験
が
出
来

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分

が
研
修
医
の
頃
に
は
大
変
な
病

院
に
は
行
き
た
く
な
い
な
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
国
か

ら
旭
に
集
ま
っ
て
来
る
初
期
研

修
医
と
接
し
て
い
る
と
、
こ
う

い
う
病
院
で
研
修
し
切
磋
琢
磨

す
る
の
も
良
い
も
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
ち
ば
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
・
ペ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
は

し
ば
ら
く
休
診
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
私
の
着
任
で
再
開
致
し

ま
し
た
。
当
院
は
高
度
先
進
医

療
を
行
う
大
学
病
院
で
あ
る
と

同
時
に
地
域
医
療
の
中
核
を
担

う
基
幹
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
並

び
に
総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病

院
で
の
臨
床
経
験
を
生
か
し
て
、

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
に
て

慢
性
疼
痛
、
癌
性
疼
痛
の
治
療

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
千
葉
大

学
で
の
基
礎
研
究
の
成
果
を
臨

床
応
用
出
来
る
よ
う
に
研
鑽
に

努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
私
は
学
生
時
代
に
水

泳
部
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
毎

年
水
泳
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で

は
同
窓
の
先
生
方
と
顔
を
合
わ

せ
て
懐
か
し
い
思
い
を
し
て
お

り
ま
す
。
歳
を
と
る
と
次
第
に

自
分
は
相
手
が
誰
だ
か
分
か
ら

医
療
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
４
６
４
床
の
病
院
と

し
て
、
内
科
、
外
科
、
整
形
外

科
は
じ
め
17
科
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
科
は
千
葉
大
学
か
ら
の

応
援
を
得
て
診
療
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
当
院
の
院
長
は
、
村

沢
貞
雄（
昭
６
）、
角
田
富
雄（
昭

13
）、
武
田
清
一（
昭
22
）、
大
久

保
春
男（
昭
28
）、
藤
本
茂（
昭

32
）、
久
満
董
樹（
昭
40
）、
高
橋

誠（
昭
46
）先
生
と
歴
代
ゐ
の
は

な
同
窓
の
先
生
方
が
就
任
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
26
年
４
月

か
ら
は
、
上
部
団
体
で
あ
っ
た

全
国
社
会
保
険
連
合
会
が
、
他

の
厚
生
年
金
病
院
の
グ
ル
ー
プ

や
船
員
保
険
病
院
グ
ル
ー
プ
と

一
緒
に
な
り
、
厚
生
労
働
省
直

下
の
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
地

域
医
療
機
能
推
進
機
構
に
改
組

さ
れ
、
当
院
も
そ
の
傘
下
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

内
科
に
お
い
て
は
血
液
、
呼

吸
器
、
消
化
器
な
ど
が
あ
り
、

血
液
内
科（
深
澤
元
晴
副
院
長
、

昭
63
）は
、
当
医
療
圏
随
一
の
血

液
疾
患
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

呼
吸
器（
小
島
彰
診
療
部
長
、
昭

62
）で
は
、
肺
が
ん
や
呼
吸
器
疾

患
の
治
療
が
行
わ
れ
、
特
殊
感

染
症
患
者
用
に
４
病
床
が
県
か

ら
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
消
化
器（
加
藤
佳
瑞
紀
部

長
、
平
４
）で
は
、
肝
炎
や
肝

癌
、
内
視
鏡
治
療
を
積
極
的
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
科（
大

塚
恭
寛
副
院
長
、
昭
63
）は
、
２

〜
2.5
次
救
急
と
し
て
積
極
的
に

患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

外
科（
小
笠
原
猛
部
長
、
平
４
）

で
は
、
主
と
し
て
消
化
器
、
肝

胆
膵
手
術
、
小
児
外
科
手
術
を

手
が
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

整
形
外
科（
山
下
桂
志
部
長
、
平

５
）、
眼
科（
五
十
嵐
祥
了
部
長
、

平
２
）、
放
射
線
科（
根
本
和
久

部
長
、
昭
62
）、
麻
酔
科（
桜
井

康
良
部
長
、
平
元
）、
泌
尿
器
科

（
宮
本
憲
生
医
長
、
宮
崎
医
大
・

平
15
）も
、
活
躍
中
で
す
。
ま
た

病
理
診
断
科（
小
松
悌
介
部
長
、

昭
60
）は
、
帝
京
大
学
は
じ
め

種
々
の
大
学
や
セ
ン
タ
ー
と
共

同
で
診
断
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
当
院
に
は
４
つ
の
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
平
成
17
年
に
設

立
さ
れ
た
周
産
期
セ
ン
タ
ー（
加

藤
英
二
セ
ン
タ
ー
長
）は
、
母
体

搬
送
件
数
が
千
葉
県
で
断
ト
ツ

の
一
番
で
あ
り
、
千
葉
県
の
周

産
期
死
亡
率
の
低
下
に
寄
与
し

て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
吉
川
信
夫

セ
ン
タ
ー
長
、
昭
58
）で
は
毎
年

３
万
件
を
超
え
る
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
１
年
間

に
上
部
・
下
部
消
化
管
内
視
鏡

を
約
１
１
０
０
０
件
、
そ
の
他

胆
膵
内
視
鏡
、
内
視
鏡
的
粘
膜

切
除
術
や
粘
膜
下
層
剥
離
術
を

数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
歯
科

口
腔
外
科
の
高
橋
喜
久
雄
副
院

長（
日
本
大
歯
・
昭
53
）の
下
、

年
間
約
２
０
０
人
の
患
者
さ
ん

が
受
療
さ
れ
、
そ
の
技
術
力
は

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
院
は
厚
生
労
働
省

認
可
の
臨
床
研
修
指
定
病
院
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
医
科
研

修
医
が
５
名
、
歯
科
研
修
医
が

２
名
当
院
で
学
ん
で
い
ま
す
。

臨
床
医
と
し
て
の
心
構
え
、
協

調
性
、
そ
し
て
基
本
と
な
る
手

技
の
習
得
は
当
然
の
こ
と
、
さ

ら
に
深
め
て
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン

ド
の
醸
成
に
も
力
を
入
れ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
病
院
を
あ
げ
て

地
域
医
療
の
推
進
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
６
年
４
月
１
日
付
で

高
橋
誠
先
生
の
後
任
と
し
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
船
橋
中
央
病
院
院
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。
千
葉
大

学
医
学
部
在
職
中
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
の
先
生
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
院
は
昭
和
24
年
に
社
会
保

険
病
院
と
し
て
、
船
橋
駅
と
西

船
橋
駅
の
約
中
間
に
あ
り
ま
す

船
橋
市
海
神
の
地
に
設
立
さ
れ
、

開
院
以
来
約
70
年
東
葛
地
域
の

平
成
28
年
11
月
１
日
付
け
で

東
京
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
・

頭
頸
部
外
科
学
分
野
客
員
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
千
葉

大
学
を
卒
業
後
、
耳
鼻
咽
喉
科

学
教
室
に
直
ち
に
入
局
、
千
葉

大
学
、
千
葉
大
学
関
連
病
院
の

千
葉
労
災
病
院
、
旧
国
立
千
葉

病
院
、
成
田
赤
十
字
病
院
を
経

て
、
米
国
ベ
イ
ラ
ー
医
科
大
学

留
学
、
松
戸
市
立
病
院
部
長
、

東
京
女
子
医
科
大
学
教
授
時
代

を
通
じ
て
同
窓
会
員
の
皆
様
に

は
様
々
な
局
面
で
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。

東
京
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉

科
・
頭
頸
部
外
科
教
室
は
頭
頸

部
を
専
門
と
す
る
塚
原
清
彰
教

授
が
昨
年
教
室
を
開
催
し
、
ま

さ
に
伸
び
盛
り
の
教
室
で
あ
り

ま
す
。
同
大
学
に
は
す
で
に
同

窓
会
員
で
あ
り
ま
す
病
理
診
断

学
の
長
尾
俊
孝
教
授（
弘
前
大

医
・
平
３
）、
免
疫
学
分
野
の
横

須
賀
忠
教
授（
平
５
）が
お
ら
れ
、

日
頃
は
同
窓
会
員
と
し
て
頻
繁

に
意
見
交
換
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
私
の
専
門
は
頭
頸
部
領
域
、

特
に
唾
液
腺
腫
瘍
、
唾
液
腺
疾

患
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
千
葉
大
学
大
学
院

時
代
に
旧
第
二
解
剖
学
教
室（
永

野
俊
雄
教
授
主
催
）で
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
今
日
に

至
る
ま
で
研
究
・
臨
床
の
基
礎

と
な
っ
た
と
改
め
て
感
謝
し
て

い
る
次
第
で
す
。

現
在
、
文
京
区
に
あ
り
ま
す

東
京
医
科
大
学

　

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
分
野　

客
員
教
授

　
　
吉　

原　

俊　

雄
（
昭
53
）

東
都
文
京
病
院
に
在
籍
し
て
お

り
ま
す
が
、
千
葉
大
学
卒
業
生

が
私
以
外
に
４
人
お
り
ま
す
。

卒
業
後
他
大
学
に
入
局
さ
れ
た

後
入
職
、
東
京
ゐ
の
は
な
会
で

も
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
先
生

方
が
多
い
こ
と
に
改
め
て
驚
い

て
い
ま
す
。
現
在
私
は
東
京
ゐ

の
は
な
会
と
千
葉
大
学
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
両
方
の
組
織
の
副

会
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
が
、

東
京
ゐ
の
は
な
会
伊
藤
達
雄
会

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）

船
橋
中
央
病
院

院
長　

横
須
賀　

收
（
昭
50
）

長
、
理
事
の
先
生
方
と
協
力
し

て
在
京
の
勤
務
医
、
診
療
所
の

先
生
、
行
政
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
る
多
く
の
同
窓
会
員
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
東
京
ゐ
の
は
な
会

と
平
行
し
て
千
葉
大
学
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
活
性
化
の
た
め
に
、

さ
ら
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
い
が
、
相
手
は
自
分
の
事
を

知
っ
て
い
る
事
が
多
く
な
っ
て

来
ま
す
。
水
泳
部
の
後
輩
か
ら

も
実
は
自
分
も
水
泳
部
だ
っ
た

と
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
聞
か
さ

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
先
生
方
に
は
お
世
話
に
な

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第174号 奨 学 会   就任挨拶 （4）

平
成
28
年
４
月
よ
り
千
葉
県

こ
ど
も
病
院
病
院
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
。
日
頃
よ
り
ご
指
導

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に

謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
58
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
当
時
中
島

博
徳
教
授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た

小
児
科
学
教
室
に
入
局
し
ま
し

た
。
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病

院
、
君
津
中
央
病
院
で
研
修
の

後
に
免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
班
に
入

り
、
河
野
陽
一
現
名
誉
教
授
、

下
条
直
樹
現
教
授
の
も
と
、
免

疫
学
、
ア
レ
ル
ギ
ー
学
の
基
礎

と
臨
床
の
研
鑚
を
積
み
ま
し
た
。

当
時
、
神
戸
大
学
に
移
ら
れ
て

い
た
徳
久
剛
史
現
学
長
、
幡
野

雅
彦
現
教
授
か
ら
ご
指
導
い
た

だ
く
機
会
を
得
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
学
位
を
取
得

し
、
東
京
都
立
墨
東
病
院
、
千

葉
市
立
海
浜
病
院
を
経
て
、
平

成
14
年
よ
り
千
葉
県
こ
ど
も
病

院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

千
葉
県
こ
ど
も
病
院
は
、
千

宇
宙
広
し
と
い
え
ど
、
唯
一
、

こ
の
大
地
に
の
み
存
在
す
る
と

未
だ
考
え
ら
れ
る
生
命
、
そ
の

い
の
ち
の
不
思
議
さ
に
挑
戦
す

る
無
我
・
無
私
の
学
徒
。
そ
の

学
徒
の
集
う
亥
鼻
で
、
研
究
補

助
や
学
資
の
貸
与
な
ど
を
１
０

０
年
近
く
継
続
し
て
き
た
団
体
、

そ
れ
が
、
猪
之
鼻
奨
学
会
で
す
。

本
会
に
お
け
る
紆
余
曲
折
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://www.m.chiba­u.
ac.jp/zaidan/index.html

）を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。
創
設
時
、
あ
る
い
は

活
動
継
続
の
経
緯
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
95

年
前
に
設
立
さ
れ
た
千
葉
医
学

会
や
65
年
前
に
活
動
の
基
盤
と

な
る
会
報
の
創
刊
を
な
し
得
た

ゐ
の
は
な
同
窓
会
と
の
関
連
も

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

現
在
は
、
本
会
が
支
援
し
た
研

究
内
容
の
成
果
報
告
書
を
千
葉

医
学
雑
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
会
が
20
年
前
に
創
刊

し
毎
年
１
回
発
行
し
て
い
る
奨

学
会
報
を
、
例
年
５
月
頃
発
行

す
る
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
紙
と

共
に
同
封
発
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
ゐ
の
は
な
同
窓
会

葉
県
に
お
け
る
小
児
医
療
の
中

枢
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目

的
に
、
一
般
医
療
機
関
で
は
対

応
が
困
難
な
こ
ど
も
の
病
気
の

診
断
と
治
療
お
よ
び
そ
れ
に
付

随
す
る
相
談
と
指
導
を
行
う
小

児
専
門
総
合
医
療
施
設
と
し
て
、

昭
和
63
年
10
月
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
内
科
系
12
科

（
感
染
症
科
、
代
謝
科
、
内
分
泌

科
、
遺
伝
科
、
血
液
・
腫
瘍
科
、

腎
臓
科
、
ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原

病
科
、
循
環
器
科
、
神
経
科
、

精
神
科
、
小
児
救
急
総
合
診
療

科
、
新
生
児
・
未
熟
児
科
）、
外

科
系
11
科（
小
児
外
科
、
整
形
外

科
、
脳
神
経
外
科
、
眼
科
、
耳

鼻
咽
喉
科
、
形
成
外
科
、
泌
尿

器
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
皮
膚

科
、
歯
科
、
産
科
）、
中
央
部
門

５
科（
集
中
治
療
科
、
麻
酔
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放

射
線
治
療
科
、
病
理
診
断
科
）を

そ
ろ
え
、
約
90
名
の
医
師
、
約

３
２
０
名
の
看
護
師
な
ど
約
６

０
０
名
の
職
員
で
、
周
産
期
セ

ン
タ
ー
を
含
め
た
２
２
４
床
の

病
床
に
て
、
小
児
専
門
医
療
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
約
50

名
の
医
師
が
千
葉
大
同
門
で
あ

り
同
窓
会
の
皆
様
に
は
医
師
派

遣
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
配
慮
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
無
我
・
無
私
の

学
徒
が
活
躍
す
る
は
ず
の
場
、

大
学
の
中
身
が
様
変
わ
り
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
亥
鼻
の
み
な
ら

ず
、
全
国
に
お
い
て
で
す
。
各

種
の
報
道
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

運
営
費
交
付
金
の
減
額
な
ど
で

す
。
予
測
さ
れ
て
き
た
事
態
と

は
言
え
、
産
官
学
一
体
の
科
学

推
進
策
は
、
よ
り
一
層
強
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
実
験
デ
ー
タ
を

10
年
、
20
年
と
い
う
間
練
り
直

し
、
よ
う
や
く
に
し
て
発
表
す

る
と
い
う
筆
者
の
若
い
時
代
の

様
相
は
一
変
し
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
科
学
研
究
費
補

助
金
採
択
率
は
殆
ど
変
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
申
請
者
５
名
あ
た

り
約
１
名
の
採
択
に
お
い
て
は
、

華
々
し
い
姿
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
科
学
研
究
費
を
取
得
で

き
て
も
、
給
与
の
お
よ
そ
半
分

を
研
究
費
用
へ
支
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
筆
者
の
若
い

頃
の
経
験
が
再
来
し
な
い
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
医
学
・
薬
学
領
域
に
お

け
る
本
会
の
研
究
助
成
の
意
義

千
葉
県
こ
ど
も
病
院

病
院
長　

星　

岡　
　
　

明
（
昭
58
）

猪
之
鼻
奨
学
会
便
り

ゐ
の
は
な
同
窓
会
・
千
葉
医
学
会
と
共
に
歩
む

情
念
の
志
に
捧
ぐ
篤
志
の
力

猪
之
鼻
奨
学
会
会
長　

鈴　

木　

信　

夫
（
昭
47
）

患
者
紹
介
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
病
院
の

先
生
方
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
病
院
の
基
本
理

念
に
「
そ
の
子
ら
し
く
、
そ
の

子
の
た
め
に
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
を
加
え
ま
し
た
。
当
院
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
、
さ
ま

ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
こ
ど
も
達

が
紹
介
さ
れ
て
き
ま
す
。
目
の

前
の
こ
ど
も
達
と
ご
家
族
の
た

め
に
、
自
分
た
ち
は
何
が
で
き

る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
常
に

考
え
、
多
く
の
職
種
の
職
員
が

協
力
し
て
、
こ
ど
も
の
こ
と
を

第
一
に
考
え
る
医
療
、
安
全
・

安
心
の
医
療
、
質
の
高
い
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

開
院
か
ら
28
年
が
過
ぎ
、
地

域
の
医
療
環
境
、
小
児
の
疾
病

構
造
な
ど
も
大
き
く
か
わ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
院
が
千
葉

県
に
お
け
る
小
児
医
療
の
中
枢

的
役
割
を
果
た
す
べ
き
病
院
、

模
範
と
な
る
べ
き
病
院
で
あ
る

こ
と
に
は
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
こ
ど
も
の
こ
と
を

第
一
に
考
え
る
医
療
、
安
全
・

安
心
の
医
療
、
質
の
高
い
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
職
員
一
同

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

同
窓
会
の
皆
様
に
は
益
々
の
ご

指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。
過
去

に
同
様
な
研
究
助
成
金
制
度
を

有
し
て
い
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会

に
お
い
て
、
そ
の
制
度
を
廃
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な

お
さ
ら
で
す
。
た
だ
し
、
残
念

な
が
ら
、
一
件
あ
た
り
の
助
成

金
額（
30
万
円
）は
少
額
で
す
。

し
か
し
、
個
人
が
研
究
活
動
を

継
続
す
る
上
で
、
助
成
金
を
授

与
さ
れ
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経

歴
と
な
り
ま
す
。
是
非
、
助
成

金
額
や
助
成
件
数
の
増
加
を
期

し
た
い
も
の
で
す
。

一
方
、
医
学
部
や
薬
学
部
の

学
生
、
あ
る
い
は
医
学
・
薬
学

府
の
大
学
院
学
生
へ

の
奨
学
金
貸
与
も
本

会
の
重
要
な
活
動
で

す
。
し
か
も
、
公
益

財
団
な
る
が
故
に
、

研
究
助
成
も
含
め
、

千
葉
県
下
の
大
学
に

所
属
す
る
人
々
へ
の

支
援
を
し
て
お
り
ま

す
。
実
際
、
す
で
に
、

千
葉
大
学
以
外
の

方
々
へ
も
助
成
な
い

し
貸
与
を
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

日
本
政
府
に
お
い

て
は
、
返
還
不
要
の

給
付
型
奨
学
金
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
も
、

貸
与
形
式
を
給
付
型

へ
と
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

で
は
、
本
会
の
活
動
資
金
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
で
す
。
ゼ

ロ
金
利
時
代
、
も
は
や
、
財
団

基
金
の
運
用
に
よ
る
金
利
か
ら

の
支
出
は
不
可
能
で
す
。
事
務

室
を
ゐ
の
は
な
同
窓
会
と
千
葉

医
学
会
と
の
同
室
に
し
、
効
率

化
を
計
っ
て
お
り
ま
す
が
、
や

は
り
、
篤
志
の
力
を
必
須
と
し

て
お
り
ま
す
。
研
究
志
向
す
る

教
官
と
そ
の
熱
き
教
育
の
百
花

斉
放
な
る
亥
の
華
に
寄
り
添
う

猪
之
鼻
奨
学
会
に
、
ご
理
解
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（
ご
寄
附
の
お
願
い
を
23

面
に
掲
載
）

猪之鼻奨学会事務室は、旧ゐのはな同窓会館（左）より新ゐのはな同窓会館（右）
へ転居しております。
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千
葉
大
学
脳
神
経
外
科
学
教

授
の
11
年
間
の
任
期
を
、
平
成

28
年
３
月
を
も
っ
て
無
事
終
え

ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
に
、

支
え
ら
れ
助
け
ら
れ
て
初
め
て

な
し
え
た
と
い
う
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

千
葉
大
学
脳
神
経
外
科
は
、

１
９
７
０
年
創
設
さ
れ
、
以
来

45
年
の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
初

代
の
牧
野
博
安
教
授
は
頭
部
外

傷
を
、
２
代
目
山
浦
晶
教
授
は

脳
血
管
疾
患
、
私
自
身
は
良
性

脳
腫
瘍
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

当
施
設
は
専
門
性
の
高
い
脳
神

経
外
科
疾
患
を
含
め
て
診
断
治

療
で
き
る
全
国
で
も
有
数
の
治

療
グ
ル
ー
プ
、
専
門
医
教
育
機

関
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
専
門
性

を
も
っ
て
診
療
、
研
究
に
あ
た

っ
て
い
る
10
人
の
教
官
ら
と
関

連
施
設
の
頑
張
り
と
の
お
か
げ

で
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
在

任
し
た
11
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
対
象
の
神
経
外
科

疾
患
の
多
様
化
、
変
化
、
社
会

の
医
療
に
対
す
る
安
全
性
へ
の

要
望
の
高
ま
り
な
ど
、
そ
の
医

療
・
診
療
背
景
の
多
い
な
る
変

遷
を
感
じ
、
そ
の
中
で
大
過
な

く
医
療
が
行
え
て
き
ま
し
た
こ

と
に
ほ
っ
と
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
在
任
機
関
に
大
切
と
感

じ
た
こ
と
は
、
良
い
仲
間
を
作

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
な
に

か
仕
事
を
し
よ
う
と
す
る
と
、

そ
れ
に
加
え
て
、
周
り
の
医
療

環
境
や
技
術
の
進
歩
な
ど
が
関

わ
っ
て
く
る
と
い
う
事
で
す
。

私
が
専
門
と
し
て
い
る
経
鼻

手
術
で
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
で
こ
そ
、
大
き
な
下
垂

体
部
腫
瘍
も
、
経
鼻
的
に
内
視

鏡
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
、
千

葉
大
学
で
の
歴
史
に
触
れ
ま
す
。

私
は
、
１
９
８
８
年
に
大
学

に
戻
り
ま
し
た
。
川
鉄
病
院（
現

千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）で

一
般
脳
神
経
外
科
を
一
通
り
や

り
、
こ
の
延
長
で
人
生
を
終
え

て
良
い
の
か
疑
問
を
い
だ
き
、

大
学
の
教
官
に
戻
り
ま
し
た
。

特
別
、
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
上
司
で
あ
っ
た
魚
住
顕

正
先
生
に
下
垂
体
部
領
域
を
３

〜
４
年
後
に
任
さ
れ
ま
し
た
。

年
数
例
の
手
術
例
を
こ
な
す
マ

イ
ナ
ー
な
診
療
領
域
で
し
た
。

と
い
う
の
も
、
そ
の
頃
、
内
分

泌
科
は
三
井
記
念
病
院
の
福
島

孝
徳
先
生
に
症
例
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
下
垂
体
部
腫
瘍
は
、

鞍
上
進
展
が
あ
っ
て
も
、
無
症

状
例
は
手
術
し
な
い
方
針
で
し

た
。
そ
の
多
く
は
、
開
頭
術
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
お
も
に
眼

科
か
ら
の
視
野
障
害
例
だ
け
が

手
術
対
象
で
し
た
。
下
垂
体
部

腫
瘍
例
の
開
頭
術
後
経
過
を
見

て
い
て
、
も
っ
と
、
低
侵
襲
に

で
き
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
何
処
ま
で

経
鼻
的
に
行
え
る
の
か
、
頭
に

触
ら
な
い
経
鼻
手
術
の
適
応
を

広
げ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い

た
時
代
で
し
た
。
鞍
結
節
部
髄

膜
腫
を
経
鼻
的
に
摘
出
す
る
こ

と
な
ど
は
夢
で
し
た
。

そ
こ
に
周
り
の
医
療
条
件
が

変
わ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

経
鼻
手
術
を
行
う
際
、
そ
れ
ま

で
、
耳
鼻
科
医
が
鼻
腔
部
分
を

行
い
、
ト
ル
コ
鞍
内
だ
け
脳
神

経
外
科
医
と
い
っ
た
仕
事
の
区

分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
耳
鼻
科

教
授
が
、
金
子
敏
郎
先
生
か
ら

今
野
昭
義
先
生
に
代
わ
り
、
１

９
９
３
年
こ
ろ
よ
り
脳
神
経
外

科
医
に
こ
の
経
鼻
手
術
の
全
て

の
手
技
が
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
経
鼻
部
分
で
開
創
す
る

と
、
側
方
や
上
方
の
大
き
な
病

巣
を
摘
出
で
き
る
か
の
、
脳
神

経
外
科
医
の
模
索
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
耳
鼻
科
の
教

室
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る

心
広
い
仲
間
た
ち
に
、
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
の
試
行
錯
誤

で
し
た
。
鈴
木
晴
彦
先
生
、
沼

田
勉
先
生
に
直
接
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
領
域
で
は
、

現
在
も
、
岡
本
美
孝
先
生
、
花

澤
豊
行
先
生
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
画
像
・
手
術
器
具

の
進
歩
と
し
て
、
１
９
９
７
年

にJournal of Neurosurgery

に
掲
載
さ
れ
たheavily T2 

weighted imaging

法
が
あ
り

ま
し
た
。
頭
蓋
内
構
造
物
の
微

細
な
観
察
が
よ
り
詳
細
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
の
Ｍ
Ｒ
を
有
す
る
川

千
葉
大
学
で
の
内
視
鏡
下
経
鼻
下
垂
体
手
術
の
発
展
の
歴
史

　
　

─
恩
師
・
仲
間
へ
の
お
礼
を
含
め
て
─

脳
神
経
外
科
学
　
佐　

伯　

直　

勝
（
昭
50
）

鉄
病
院
の
角
南
兼
朗
部
長
、
放

射
線
部
に
全
面
的
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

進
歩
も
、
よ
り
難
易
度
の
高
い

手
術
へ
の
挑
戦
を
可
能
に
し
た

要
因
で
す
。

そ
し
て
、
２
０
０
０
年
前
後

か
ら
内
視
鏡
に
よ
る
脳
室
鏡
手

術
が
登
場
し
ま
し
た
。
時
期
を

相
前
後
し
て
、
福
島
孝
徳
先
生

の
米
国
へ
の
異
動
で
、
内
分
泌

科
の
先
生
方
と
の
定
期
的
交
流

も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
寺
野
隆

先
生
、
龍
野
一
郎
先
生
、
田
中

知
明
先
生
に
は
、
内
分
泌
学
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２

０
０
３
年
か
ら
内
視
鏡
経
鼻
手

術
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。Ca­

daver dissection

コ
ー
ス
の
確

立
整
備
が
２
０
０
６
年
か
ら
で

し
た
。
解
剖
学
教
室
、
特
に
森

千
里
先
生
、
鈴
木
崇
根
先
生
に

は
特
別
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
間
、
脳
神
経
外
科
教
室

の
若
い
仲
間
の
助
け
や
助
言
は
、

く
じ
け
そ
う
な
私
の
気
持
ち
を

何
度
助
け
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

仲
間
は
、
自
分
の
大
学
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
学
会
や
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
他
大
学
、

外
国
の
人
た
ち
と
率
直
に
交
流

し
、
見
学
に
行
き
、
教
え
あ
う

こ
と
で
し
た
。
教
室
で
も
、
後

進
を
育
て
仲
間
を
増
や
す
こ
と

が
、
長
く
そ
の
領
域
に
携
わ
っ

て
い
く
コ
ツ
で
し
ょ
う
。
自
分

の
科
外
に
も
同
志
、
仲
間
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
も
さ
ら
に
重

要
で
す
。
他
の
科
と
の
交
流
、

協
調
、
分
業
、
画
像
進
歩
、

cadaver dissection

コ
ー
ス
、

他
大
学
の
仲
間
と
の
交
流
、
こ

れ
ら
の
こ
と
が
旨
く
関
わ
っ
て

今
に
至
り
ま
す
。

内
視
鏡
下
経
鼻
手
術
は
大
き

な
発
展
を
遂
げ
、
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
楽
し
み
な
領
域
の
一
つ
で

す
。
私
の
こ
の
経
験
は
、
ど
の

仕
事
領
域
で
も
、
大
な
り
小
な

り
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
で
の
、
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
、
私
を
支
え
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
教
室
、
秘

書
さ
ん
、
医
会
、
同
門
の
仲
間

た
ち
、
他
の
部
署
の
諸
先
輩
、

仲
間
た
ち
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

最
終
講
義
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去
る
10
月
３
日
か
ら
５
日
ま

で
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
第

８
回
世
界Shock

学
会
総
会
・

学
術
集
会
を
主
催
致
し
ま
し
た
。

こ
の
学
会
は
第
31
回
日
本

Shock

学
会
総
会
と
同
時
開
催

で
、
そ
ち
ら
の
方
は
本
学
救
急

集
中
治
療
医
学
講
座
の
私
の
後

任
の
教
授
で
あ
る
織
田
成
人
先

生（
昭
53
）が
主
催
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

こ
の
総
会
・
学
術
集
会
は
４

年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
学
会
で
、

前
回
は
米
国
マ
イ
ア
ミ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
次
回
は
ギ
リ

シ
ャ
の
ク
レ
タ
島
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
今
回
の
参
加
者

は
海
外
の
25
か
国
か
ら
約
２
０

０
名
、
国
内
か
ら
約
２
０
０
名

で
、
日
本
で
行
わ
れ
る
国
際
学

会
は
と
も
す
れ
ば
日
本
人
の
参

加
者
の
割
合
が
高
い
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
外
国
か
ら

の
参
加
者
の
割
合
が
高
く
、
会

場
の
雰
囲
気
も
ま
さ
に
国
際
学

会
で
し
た
。

内
容
的
に
は
会
長
講
演
、
特

別
講
演
２
題
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
一
般
演
題
と

い
う
構
成
で
し
た
。
私
は 

“My 
Odyssey in Shock Research, 
Japan Shock Society, Shock 

Society of North America, 
European Shock Society, 
and International Federation 
of Shock Societies

” 

と
題
す

る
講
演
を
行
い
、
医
学
部
卒
業

以
来
第
二
外
科
、
救
急
集
中
治

療
医
学
、
米
国
留
学
を
通
じ
て

ず
っ
と
取
り
組
ん
で
き
た
シ
ョ

ッ
ク
に
関
す
る
研
究
成
果
を
ま

と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
特
別

講
演
は
本
邦
の
代
表
と
し
て
は

大
阪
大
学
の
審
良
静
男
教
授
に 

“Innate Immunity and In­
flammation

” 

と
題
し
て
講
演

頂
き
ま
し
た
。
審
良
教
授
は
ノ

ー
ベ
ル
賞
候
補
と
い
わ
れ
て
い

る
先
生
で
、
パ
タ
ー
ン
認
識
受

容
体
を
中
心
に
据
え
た
大
変
迫

力
あ
る
講
演
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
も
う
一
題
の
特
別
講
演

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
り
ま
す

Feinstein Institute for 
M

edical Research

の
所
長
の

Dr. Kevin J. Tracey

が 

“Molecular Foundation of 
Bioelectronic M

edicine

” 

と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
自
律
神
経

系
と
炎
症
反
応
の
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
を
、
電
気
刺
激
を
介
し
て
誘

発
す
る
こ
と
に
よ
る
治
療
の
臨

床
応
用
に
関
し
講
演
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
大
変
先
鋭
的
な
内

容
で
、
大
好
評
で
し
た
。
司
会

を
し
て
い
た
米
国
のDr. Buch­

man

が
「Dr. Tracey

は
近
未

来
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
で
あ
る
」

と
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
特

別
講
演
に
こ
の
二
人
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
級
の
演
者
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
、
主
催
者
と
し
て
も
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

国
際
学
会
に
つ
き
も
の
の
ソ

シ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
も
色
々
あ
り
、

会
期
中
は
毎
夕
パ
ー
テ
ィ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
こ

の
学
会
は
今
ま
で
伝
統
的
に
会

期
中
にpresidential run

と
称

す
る
早
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

が
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
は
皇

居
一
周
を
企
画
し
ま
し
た
。
早

朝
の
緑
豊
か
な
皇
居
の
ま
わ
り

は
、
私
が
想
像
し
て
い
た
よ
り

は
る
か
に
綺
麗
で
、
外
国
か
ら

の
参
加
者
に
は
彼
ら
か
ら
す
れ

ば
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気

の
な
か
で
走
れ
た
と
い
う
こ
と

で
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
と
い
う
実
質
的
に
は
千
葉
大

学
医
学
部
第
二
附
属
病
院
と
い

う
位
置
づ
け
の
、
全
く
新
し
い

病
院
の
立
ち
上
げ
に
か
か
わ
り

な
が
ら
国
際
学
会
の
準
備
も
行

っ
た
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、

周
囲
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援

や
ご
協
力
に
よ
り
な
ん
と
か
無

事
こ
の
国
際
学
会
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
紙
面
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
８
回
世
界Shock

学
会
総
会
を

主
催
し
て 

平　

澤　

博　

之
（
昭
41
）

会長講演中の筆者

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
再
生
医
学

　

江
藤　

浩
之

 

（
山
梨
医
大
・
平
２
）

 

（
京
都
大
学
よ
り
）

准
教
授

先
端
応
用
外
科
学

　

宮
内　

英
聡（
平
元
）

 

（
同
講
師
よ
り
）

講
師

呼
吸
器
病
態
外
科
学

　

中
島　

崇
裕

 

（
宮
崎
医
大
・
平
13
）

 （
附
属
病
院
呼
吸
器
外
科
よ
り
）

　
第
二
二
回
（
二
〇
一
七
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い

貢
献
を
し
た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功
労
賞　
　
　

 

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
お
よ

び
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表
彰

　

①
社
会
貢
献
賞　
（
三
件
以
内
）　 

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

②
功
労
賞　
　
　
（
一
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　

 　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
一
七
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

 

審
査
結
果
は
二
〇
一
七
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学 

医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室 

 

申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

人
事
異
動

循
環
器
内
科
学 

１
名

感
染
免
疫
学 

１
名

（
真
菌
セ
ン
タ
ー
）

整
形
外
科
学 

１
名

麻
酔
科
学 

２
名

呼
吸
器
内
科
学 

１
名

認
知
行
動
生
理
学 

１
名

生
殖
医
学 

１
名

先
端
応
用
外
科
学 

１
名

環
境
生
命
医
学 

１
名

平
成
28
年
度

大
学
院
医
学
薬
学
府

 

10
月
入
学
者

教
授

脳
神
経
外
科
学

　

岩
立　

康
男（
昭
58
）

 

（
同
准
教
授
よ
り
）

臓
器
制
御
外
科
学

　

大
塚　

将
之（
昭
63
）

 

（
同
講
師
よ
り
）

整
形
外
科
学

　

大
鳥　

精
司（
平
６
）

 

（
同
准
教
授
よ
り
）

形
成
外
科
学

　

三
川　

信
之

 

（
同
准
教
授
よ
り
）
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各
地
ゐ
のだ
はよ
なり
会

山
梨
ゐ
の
は
な
会

平
成
28
年
度
山
梨
ゐ
の
は
な

会
総
会
が
６
月
30
日
、
甲
府
市

の
ホ
テ
ル
談
露
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
始
め
に
昨
年
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
大
澤
一
仁

先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
と
う

を
捧
げ
、
続
い
て
清
水
天
会
長

に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
参

加
者
が
９
人
と
は
い
え
会
員
数

の
減
少（
今
年
度
30
名
）、
高
齢

化
を
考
慮
す
れ
ば
良
好
で
す
と

幹
事
は
慰
め
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
赤
星
至
朗
先
生
の
乾

杯
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
脳
梗
塞
を
発
症
さ
れ
当
初

は
箸
も
ス
プ
ー
ン
も
持
て
な
い
、

言
葉
も
出
に
く
い
と
い
う
状
態

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
精
力
的
に
行

わ
れ
、
今
で
は
グ
ラ
ス
を
持
つ

右
手（
酒
の
楽
し
み
は
絶
対
止
め

な
い
！
）も
会
話
も
ほ
と
ん
ど
不

自
由
な
い
と
こ
ろ
ま
で
見
事
に

回
復
さ
れ
ま
し
た
。「
リ
ハ
ビ
リ

は
や
る
気
が
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」

が
心
に
残
り
ま
し
た
。
か
っ
て

山
梨
県
立
中
央
病
院
の
耳
鼻
科

に
み
え
た
研
修
医
で
さ
ん
ざ
ん

飲
み
歩
い
た
先
生
ら
が
今
で
は

要
職
に
つ
か
れ
て
い
る
お
話
を

お
聞
き
し
な
が
ら
美
味
し
く
料

理
と
ワ
イ
ン
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会
常
任
理

事
の
花
輪
孝
雄
先
生
よ
り
理
事

会
の
ご
報
告
が
あ
り
、
最
後
に

出
席
者
全
員
の
近
況
報
告
が
行

わ
れ
、
次
回
の
再
会
を
約
束
し

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
小
林
哲
先
生
が
緊
急
呼

び
出
し
に
よ
り
病
院
へ
戻
ら
れ

ま
し
た
。
第
一
線
で
活
躍
中
の

若
い
先
生
方
の
会
へ
の
参
加
し

や
す
さ
を
幹
事
と
し
て
工
夫
せ

ね
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
塚
原
重
雄（
昭
36
）、
赤

星
至
朗（
昭
34
）、
清
水
天（
昭

39
）、
山
口
正
敏（
昭
39
）、
花
輪

孝
雄（
昭
45
）

後
列
：
細
田
和
彦（
昭
58
）、
鶴

田
好
孝（
昭
54
）、
中
沢
肇（
昭

52
）

右
上
は
小
林
哲（
金
沢
大
医
・
平

11
）

 

（
鶴
田
好
孝
、
細
田
和
彦
）

ま
し
た
。
ひ
と
り
、
ま
た
ひ
と

り
と
活
動
し
て
下
さ
る
方
々
が

増
え
て
、
同
窓
会
活
動
の
内
容

に
も
変
化
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
平
成
十
年
代
の
卒

業
生
も
理
事
と
し
て
年
次
総
会

の
切
り
盛
り
に
飛
び
回
っ
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
の
「
亥
鼻
祭
」

へ
の
参
加
も
初
め
て
の
試
み
で

す
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ゐ
の
は
な
会
が
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
、
先
輩
、
後
輩
の
堅

い
絆
と
親
睦
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
今
後
は
時
代
の
変
化
に
応

じ
た
活
動
を
少
し
ず
つ
加
え
て

い
く
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま

す
。ゐ

の
は
な
会
の
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
千
葉
県

ゐ
の
は
な
会
の
活
動
に
、
あ
た

た
か
い
ご
理
解
を
下
さ
い
ま
す

よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

こ
の
た
び
三
枝
一
雄
先
生
が

ご
勇
退
な
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

第
四
代
の
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会

会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
か
ら
20
年
前
千
葉
県
ゐ

の
は
な
会
が
設
立
さ
れ
た
時
に
、

「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
10
ヵ
年

戦
略
」（
通
称
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）

関
係
の
委
員
会
委
員
と
し
て
、

山
武
郡
市
医
師
会
か
ら
県
医
師

会
の
活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま

し
た
。
あ
る
日
の
会
議
の
折
り

に
、
当
時
の
千
葉
県
医
師
会
長

で
あ
り
、
ゐ
の
は
な
会
会
長
で

も
あ
ら
れ
た
渡
辺
武
先
生
か
ら
、

今
度
作
る
県
ゐ
の
は
な
会
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た

こ
と
を
今
も
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
以
来
、
渡
辺
武
会
長
、

大
濱
博
利
会
長
、
三
枝
一
雄
会

長
の
三
代
の
治
世
を
通
じ
て
仕

事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
に
、
新
た
な
研
修

医
制
度
の
も
と
で
の
卒
後
研
修

が
必
修
と
な
っ
て
か
ら
、
母
校

を
研
修
先
に
選
択
す
る
卒
業
生

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
Ｏ

Ｂ
と
し
て
気
に
か
け
て
い
ま
し

た
が
、
一
卒
業
生
が
懸
念
し
て

い
る
だ
け
で
は
何
の
力
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
学
は

明
治
七
年
に
そ
の
始
ま
り
で
あ

る
共
立
病
院
が
設
立
さ
れ
た
、

日
本
で
二
番
目
に
長
い
歴
史
あ

る
医
育
機
関
で
す
。
ち
な
み
に

一
番
古
い
の
は
明
治
五
年
の
京

都
府
立
医
大
の
よ
う
で
す
。
た

ぶ
ん
卒
業
生
数
は
本
学
が
日
本

一
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら

ば
、
ゐ
の
は
な
会
と
し
て
ま
と

ま
れ
ば
、
母
校
の
求
心
力
を
高

め
る
何
か
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
千
葉
県
の
社
保
審

査
会
に
い
る
同
僚
に
声
掛
け
し
、

よ
も
や
ま
の
話
を
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
同
じ
よ
う
な
感
想
を
抱

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
三
枝

前
会
長
の
後
押
し
を
得
て
同
窓

会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
会
長
に
就
任
し
て

　
　
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会 

会
長
　
秋　

葉　

哲　

生
（
昭
50
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
地
区
会
長
挨
拶

　

叙
勲
、
褒
章
そ
の
他
祝

事
に
関
係
さ
れ
た
方
は
是

非
同
窓
会
事
務
室
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。
編
集
部
で

も
絶
え
ず
注
意
し
て
お
り

ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に
接

し
得
な
い
事
態
も
あ
り
ま

す
。
お
喜
び
は
な
る
べ
く

早
く
、
同
窓
の
皆
様
に
も

お
分
け
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
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渓
俊
幸
先
生
、
潤
間
励
子
先
生
、

太
和
田
暁
之
先
生
、
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
医
工
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
五

十
嵐
辰
男
先
生
、
林
秀
樹
先
生
、

川
平
洋
先
生
、
予
防
医
学
セ
ン

タ
ー
か
ら
森
千
里
先
生
、
教
育

学
部
か
ら
野
村
純
先
生
と
杉
田

克
生
の
計
10
名
の
参
加
で
し
た
。

五
十
嵐
先
生
発
声
の
も
と
、
ま

ず
は
乾
杯
。
総
合
安
全
衛
生
管

理
機
構
に
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
画

像
検
査
機
器
の
導
入
、
西
千
葉

で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状
、

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
や
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
医
工
学
セ
ン
タ
ー
の
活

動
状
況
、
学
生
の
国
際
交
流
を

ど
う
す
す
め
る
か
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
活
発
な
〝
討
議
〟
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者

で
記
念
撮
影
を
行
い
、
次
回
の

開
催
を
約
束
し
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

写
真
右
か
ら

太
和
田
暁
之（
平
10
）、
五
十
嵐

辰
男（
昭
52
）、
杉
田
克
生（
昭

54
）、
大
渓
俊
幸（
平
９
）、
森
千

里（
旭
川
医
大
・
昭
59
）、
徳
久

剛
史（
昭
48
）、
林
秀
樹（
昭
60
）、

野
村
純（
佐
賀
医
大
・
平
元
）、

今
関
文
夫（
昭
54
）、
潤
間
励
子

（
平
４
）

 

（
杉
田
克
生
）

安
房
ゐ
の
は
な
会

平
成
28
年
６
月
15
日（
水
）午

後
７
時
よ
り
初
夏
の
安
房
ゐ
の

は
な
会
・
親
睦
会
が
、
波
奈
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
君
津
中
央
病
院
長
海
保
隆

先
生（
昭
57
）を
お
迎
え
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
安
房
ゐ
の
は
な
会
は
、

定
例
総
会
は
な
く
、
海
保
先
生

の
君
津
中
央
病
院
長
就
任
記
念
、

原
久
彌
先
生（
昭
34
）の
「
山
の

湯
を
歩
く
」
の
出
版
記
念
、
原

先
生
の
息
子
さ
ん
で
あ
る
原
太

郎
先
生（
聖
マ
リ
医
大
・
平
３
）

の
安
房
ゐ
の
は
な
会
新
入
会
を

お
祝
い
す
る
と
い
う
名
目
で
、

会
員
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
出
席
者
全
員
で
写
真

撮
影
を
行
い
、
そ
の
後
、
安
房

ゐ
の
は
な
会
幹
事
長
、
渡
辺
啓

治
先
生（
昭
61
）か
ら
開
会
の
辞

が
あ
り
、
次
い
で
、
安
房
ゐ
の

は
な
会
会
長
青
木
謹
先
生（
昭

36
）の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
海
保
先
生
か
ら
『
君

津
・
木
更
津
地
域
に
お
け
る
肝

胆
膵
外
科
治
療
の
現
状
』
と
題

し
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
君

津
中
央
病
院
の
歴
史
か
ら
、
外

科
手
術
の
症
例
数
の
推
移
、
そ

し
て
病
院
の
経
営
形
態
の
変
化

や
新
た
な
診
療
棟
の
建
設
計
画

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
原
先
生
が
今
回
出
版

さ
れ
た
本
は
「
山
の
湯
を
歩
く

〜
昭
和
四
十
年
代
の
旅
日
誌
よ

り
」
と
題
さ
れ
た
旅
の
記
録
で

す
。
昭
和
39
年
か
ら
昭
和
42
年

に
か
け
て
、
山
の
中
の
温
泉
地

を
旅
し
た
時
の
記
録
を
ま
と
め

て
活
字
に
さ
れ
、
平
成
25
年
頃

か
ら
地
元
の
房
日
新
聞
に
連
載

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
の

連
載
が
、
自
分
が
旅
に
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
と
大
変
好
評
だ
っ

た
の
で
、
本
に
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
先
生
の
ご
好
意
で
出
席

者
に
一
冊
ず
つ
配
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
新
聞
連
載
時
に
時
々
拝
読

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
の
で
内
容
は
知
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
ま
と
め
て
読
む
と
読

み
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
原
先
生
の
息
子
さ
ん
が

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
退
職

さ
れ
、
原
診
療
所
に
戻
っ
て
来

ら
れ
、
安
房
ゐ
の
は
な
会
に
も

入
会
さ
れ
ま
し
た
の
で
合
わ
せ

て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
み
な
で
歓
談
し
楽

し
い
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
旧
交

を
深
め
合
い
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
原
太
郎（
聖
マ
リ
・
平

３
）、
原
久
彌（
昭
34
）、
海
保
隆

（
昭
57
）、
青
木
謹（
昭
36
）、
本

多
満（
昭
37
）

中
列
：
辻
博
勝（
平
２
）、
水
谷

正
彦（
昭
52
）、
関
谷
信
平（
昭

38
）、
武
内
重
樹（
北
里
大
・
昭

53
）

後
列
：
伊
賀
寧（
聖
マ
リ
医
大
・

平
２
）、
林
宗
寛（
昭
60
）、
渡
辺

啓
治（
昭
61
）、
天
野
晋（
平
３
）、

山
田
暁（
鳥
取
大
・
昭
60
）

 

（
天
野
晋
）

西
千
葉
医
師
の
会

西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
総

合
安
全
衛
生
管
理
機
構
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
医
工
学
セ
ン
タ
ー
、

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
、
教
育
学

部
な
ど
に
医
系
の
教
員
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。
そ
の
西
千
葉
地

区
で
活
動
す
る
医
師
が
毎
年
２

回
ほ
ど
意
見
交
換
会
を
開
い
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
７
月
28
日（
木
）西

千
葉
割
烹
み
ど
り
に
集
ま
り
、

さ
さ
や
か
な
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
徳
久
剛

史
学
長
、
総
合
安
全
衛
生
管
理

機
構
か
ら
今
関
文
夫
先
生
、
大



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（9） 各地ゐのはな会   第174号

東
京
ゐ
の
は
な
耳
鼻
科
医
会

平
成
28
年
８
月
４
日（
木
）に

銀
座
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
に
て
第
17
回
東
京
ゐ
の
は
な

耳
鼻
科
医
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

17
回
の
企
画
は
、
本
会
の

幹
事
で
あ
る
笠
井
創
先
生（
昭

52
）か
ら
例
年
ど
お
り
ア
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
炎
・
花
粉
症
の
治
療
薬

と
保
険
医
療
の
観
点
か
ら
の
動

向
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
東
京
女
子
医
科
大
学
病

院
耳
鼻
咽
喉
科
医
局
員
か
ら
は

昨
年
に
続
き
、
鼻
閉
に
有
用
な

フ
ェ
キ
ソ
フ
ェ
ナ
ジ
ン
塩
酸

塩
・
塩
酸
プ
ソ
イ
ド
エ
フ
ェ
ド

リ
ン
錠
の
そ
の
後
の
使
用
経
験

に
つ
い
て
の
講
演
、
さ
ら
に
日

本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
で
長
く
専

門
医
制
度
委
員
会
に
関
わ
っ
て

来
ら
れ
た
三
井
記
念
病
院
耳
鼻

咽
喉
科
の
奥
野
妙
子
先
生（
現
日

耳
鼻
理
事
、
昭
52
）か
ら
、
今
最

も
関
心
を
集
め
て
い
る
専
門
医

制
度
の
動
向
、
耳
鼻
咽
喉
科
に

お
け
る
制
度
へ
の
受
け
止
め
方

や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
有
意

義
な
講
演
を
い
た
だ
き
、
時
期

的
な
こ
と
も
あ
り
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
活
発
な
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

講
演
会
の
後
は
例
年
通
り
笠

井
幹
事
と
吉
原
俊
雄（
昭
53
）の

司
会
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
今

年
は
30
名
以
上
の
多
く
の
先
生

の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
ゐ

の
は
な
出
身
の
先
生
、
女
子
医

大
医
局
員
、
関
連
施
設
の
先
生

方
も
参
加
し
巾
広
い
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

私
の
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
、

東
京
ゐ
の
は
な
耳
鼻
科
医
会
重

鎮
の
神
田
敬
先
生（
昭
35
）に
よ

る
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
を
い

た
だ
い
た
。

出
席
者
の
出
身
大
学
は
様
々

で
す
が
、
ゐ
の
は
な
関
係
で
は

卒
年
順
に
神
田
敬（
昭
35
）、
森

豊（
昭
37
）、
宮
下
久
夫（
昭
38
）、

林
崎
勝
武（
昭
44
）、
堀
内
正
敏

（
昭
45
）、
夜
久
有
滋（
昭
50
）、

登
坂
薫（
昭
50
）奥
野
妙
子（
昭

52
）、
笠
井
創（
昭
52
）、
吉
原
俊

雄（
昭
53
）、
和
田
二
郎（
昭
53
）、

諸
田
英
夫（
昭
55
）、
永
田
博
史

（
昭
57
）、
大
谷
地
直
樹（
昭
58
）、

日
野
剛（
昭
58
）、
野
本
実（
昭

58
）、
中
村
宏（
大
阪
医
大
・
昭

59
）、
持
田
晃（
昭
59
）、
伊
藤
宏

文（
昭
61
）、
本
杉
英
昭（
昭
62
）、

左
内
明
子（
平
３
）、
吉
田
耕（
平

３
）、
岩
本
容
武（
平
５
）、
留
守

卓
也（
平
７
）、
小
野
健
一（
平

12
）、
吉
原
晋
太
郎（
平
21
）で
し

た
。加

え
て
女
子
医
大
医
局
員
が

参
加
し
活
発
な
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

 

（
吉
原
俊
雄
）

市
川
浦
安
ゐ
の
は
な
会

平
成
28
年
10
月
29
日（
土
）に

市
川
市
「
栃
木
や
」
で
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
11
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
加
藤
友
衛
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
村
田
光

範
先
生
の
乾
杯
の
後
に
歓
談
、

そ
の
後
各
自
の
近
況
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
皆
で
話
を
す
る
の

に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
人
数
で
話

も
盛
り
上
が
り
楽
し
く
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

竜
崇
正
先
生
よ
り
、
参
加
者
を

増
や
し
て
会
を
活
性
化
す
る
の

に
は
、
千
葉
大
の
教
授
に
講
演

を
し
て
い
た
だ
く
の
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
竜
先
生
の
中
締
め
で
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
竜
崇
正（
昭
43
）、
加
藤

友
衛（
昭
38
）、
村
田
光
範（
昭

35
）、
大
貫
忠
男（
昭
46
）、
横
山

宏（
昭
34
）

後
列
：
木
村
亮（
昭
57
）、
川
口

英
昭（
昭
48
）、
森
山
紀
之（
昭

48
）、
西
野
卓（
昭
47
）、
島
田
英

昭（
昭
59
）、
篠
塚
正
彦（
昭
51
）

 

（
加
藤
友
衛
、
篠
塚
正
彦
）
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ク
ラ
ス
会

三
一
会（
昭
31
） 

最
終
例
会

平
成
28
年
10
月
15
日（
土
）、

珍
し
く
２
か
月
ぶ
り
の
快
晴
の

夕
べ
。
錦
糸
町
駅
近
く
の
東
武

ホ
テ
ル
・
レ
バ
ン
ト
東
京
に
て
開

催
さ
れ
た
。
参
会
者
は
21
名（
会

員
15
名
、
奥
様
６
名
）で
あ
る
。

参
会
者
が
高
齢
化
の
た
め
か

最
近
減
少
傾
向
に
あ
り
、
３
年

前
に
例
会
の
継
続
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、

①
卒
後
60
周
年
迄
…
10
名
②
出

席
が
10
名
以
下
に
な
る
ま
で
…

４
名
③
回
答
な
し
…
10
名
、
と

い
う
結
果
と
な
り
今
回
は
卒
後

60
周
年
に
当
た
る
た
め
最
終
例

会
と
な
っ
た
。

開
会
の
直
前
に
、
写
真
室
で

記
念
写
真
を
撮
り
、
午
後
６
時
、

松
丸
信
太
郎
君
の
司
会
で
開
会
。

ま
ず
、
49
名
の
物
故
会
員
へ
の

ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
た
。

次
に
、
北
川
定
謙
君
に
よ
り
、

会
員
の
ご
健
勝
を
祈
り
、
シ
ャ

ン
パ
ン
で
乾
杯
し
た
。
次
に
、

事
務
局
の
小
野
清
四
郎
よ
り
会

務
報
告
。
現
会
員
は
31
名（
当
初

81
名
、
物
故
会
員
49
名
。
そ
の

内
こ
の
２
年
間
で
物
故
者
と
な

っ
た
の
は
14
名
、
不
詳
会
員
１

名
で
あ
る
。）

次
に
、
先
般
の
ゐ
の
は
な
会

報
に
報
道
さ
れ
た
ご
と
く
、
わ

が
上
原
す
ゞ
子
さ
ん
に
は
、
日

本
化
学
療
法
学
会
よ
り
、
本
学

で
は
初
め
て
、
志
賀
潔
・
秦
佐

八
郎
記
念
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の

で
、
お
祝
い
に
香
田
夫
人
よ
り

花
束
を
贈
呈
し
た
。
そ
の
後
、

上
原
さ
ん
よ
り
謝
辞
が
あ
っ
た
。

次
に
、
出
席
者
よ
り
順
次
ス
ピ

ー
チ
が
あ
り
、
皆
元
気
が
良
い

こ
と
を
披
露
し
た
。
途
中
で
、

有
志
会
員
代
表
と
し
て
北
川
君

よ
り
事
務
局
・
小
野
へ
、
60
年

（
特
に
最
近
20
年
）に
わ
た
り
、

事
務
局
と
し
て
の
例
会
の
準
備

や
後
始
末
に
関
わ
る
こ
と
、
ま

た
、
会
員
の
有
意
義
な
活
動
を

な
さ
れ
た
方
の
、
有
志
と
共
に

同
窓
会
本
部
へ
の
具
申
の
お
手

伝
い
を
し
た
こ
と
を
評
価
さ
れ

て
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
授
与

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
皆

様
の
心
温
ま
る
ご
意
志
を
尊
重

し
て
謹
ん
で
お
礼
を
述
べ
お
受

け
し
た
。

午
後
９
時
、
別
れ
を
惜
し
み

つ
つ
、
小
野
に
よ
る
皆
様
の
末

永
く
弥
栄
を
祈
念
し
て
、
三
献

の
手
締
め
に
て
解
散
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
上
原
す
ゞ
子
、
井
幡
宏
、

小
野
夫
人
、
小
野
清
四
郎
、
香

田
真
一
、
水
岡
慶
二
、
五
味
渕

夫
人
、
五
味
渕
諒
一

中
列
：
松
丸
信
太
郎
、
北
川
定

謙
、
志
村
夫
人
、
髙
澤
五
郎
、

香
田
夫
人
、
加
藤
繁
夫
、
庵
原

昭
一

後
列
：
庵
原
夫
人
、
徳
山
夫
人
、

北
川
夫
人
、
高
野
昇
、
桑
原
久
、

神
尾
鋭
、
森
博
志

 

（
小
野
清
四
郎
）

　

さ
ん
ろ
く
会（
昭
36
） 

 

秋
の
越
後
の
温
泉
と 

 

山
の
紅
葉
を
楽
し
む
会

平
成
28
年
10
月
22
日（
土
）と

23
日（
日
）、
さ
ん
ろ
く
会
の
同

窓
会
が
新
潟
県
湯
沢
温
泉
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
幹
事
が
新
潟
県

に
20
年
間
住
ん
で
き
た
経
験
か

ら
、
都
会
の
同
窓
生
に
新
潟
の

米
と
酒
、
温
泉
と
自
然
の
美
し

さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
の
思
い
で
計
画
・
立
案
し
た

も
の
で
す
。

齢
80
を
超
え
た
方
々
が
果
た

し
て
何
人
参
加
で
き
る
も
の
か

心
配
で
し
た
が
、
予
想
以
上
に

多
く
の
33
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

盛
会
で
し
た
。

初
日
は
温
泉
を
楽
し
み
、
ゆ

っ
く
り
会
食
し
な
が
ら
近
況
な

ど
を
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
い
ま

し
た
。
翌
日
は
朝
か
ら
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
で
湯
沢
高
原
に
上
り
、

秋
の
山
の
自
然
に
触
れ
合
う
日

で
し
た
。
今
年
は
紅
葉
が
少
し

遅
れ
ぎ
み
で
全
山
紅
葉
と
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
め
て

（
ス
キ
ー
）リ
フ
ト
を
経
験
さ
れ

た
人
も
い
て
、
わ
ず
か
な
が
ら

で
も
山
の
雰
囲
気
・
空
気
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
と
昼
食
を
見
晴
ら
し
の

良
い
イ
タ
リ
ア
料
理
の
高
原
レ

ス
ト
ラ
ン
で
ゆ
っ
く
り
と
楽
し

み
、
参
加
者
の
会
話
も
非
常
に

弾
み
ま
し
た
。

同
窓
会
は
、
年
輪
を
重
ね
て

き
た
同
級
生
の
今
に
、
学
生
当

時
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
、
懐

か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
く
る
も

の
で
し
た
。

紅も
み
じ葉
の
湯
一
夜
限
り
の
二
十
代

�

英

写
真
右
か
ら

前
列
：
山
崎
夫
人
、
白
石
夫
人
、

小
池
夫
人
、
副
島
訓
子
、
長
谷

川
幸
子
、
岡
田
夫
人
、
山
角
夫

人
、
三
宅
伊
豫
子
、
谷
合
夫
人

二
列
目
：
前
嶋
夫
人
、
藤
塚
夫

人
、
藤
塚
立
夫
、
長
谷
川
修
司
、

岡
田
信
道
、
関
幸
雄
、
山
角
博
、

青
木
夫
人
、
小
池
宏
之
、
加
藤

昌
義
、
青
木
謹

後
列
：
野
本
一
夫
、
山
崎
修
道
、

吉
井
逸
郎
、
谷
合
明
、
黒
田
健

昭
、
白
石
博
康
、
小
野
沢
君
夫
、

瀧
澤
英
夫
、
松
本

、
今
野
夫

人
、
今
野
昭
義
、
野
尻
雅
美
、

前
嶋
清

 

（
小
池
宏
之
）

開
催
予
定
の

　

行
事
を
お
知
ら
せ

 

く
だ
さ
い

　

学
会
、
研
究
集
会
、
ゐ

の
は
な
会
、
ク
ラ
ス
会
な

ど
種
々
の
行
事
開
催
予
定

と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同

窓
会
事
務
室
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
本
会
報
に
掲

載
致
し
ま
す
。
な
お
、
本

会
報
の
発
行
月
は
1
月
、

5
月
、お
よ
び
9
月
で
す
。
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三
八
会（
昭
38
）

長
か
っ
た
秋
雨
と
も
別
れ
を

告
げ
た
10
月
15
日（
土
）の
午
後

に
、
花
の
三
八（
サ
ン
パ
チ
）の

ク
ラ
ス
会
が
帝
国
ホ
テ
ル
東
京

の
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
バ
イ
キ
ン

グ
サ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
た
。
こ

こ
は
日
本
で
初
め
て
「
バ
イ
キ

ン
グ
」
と
い
う
食
の
ス
タ
イ
ル

を
生
み
だ
し
た
所
だ
と
言
う
。

外
に
目
を
向
け
る
と
空
は
青
く
、

皇
居
の
木
々
は
緑
に
、
お
堀
を

め
ぐ
る
石
組
は
白
く
、
光
か
が

や
く
清
々
し
い
日
で
あ
っ
た
。

受
付
は
香
西
㐮
さ
ん
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
加
藤
友
衛
さ
ん
の

奥
様
に
手
伝
っ
て
戴
き
感
謝
し

て
い
る
。
出
席
者
数
は
5
名
の

奥
様
方
を
含
む
35
名
で
あ
る
。

専
門
課
程
進
学
時
88
名
で
あ
っ

た
メ
ン
バ
ー
も
57
名
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
出
席
率
は
約

61
％
と
近
来
稀
に
見
る
盛
会
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
こ
の
一
年
間
に
旅
立
た
れ

た
方
は
伊
藤
純
一
さ
ん
、
尾
崎

賢
太
郎
さ
ん
、
寺
嶋
周
さ
ん
、

成
瀬
孟
さ
ん
、
渡
部
浩
二
さ
ん

の
5
名
で
あ
り
、
謹
ん
で
黙
祷

を
捧
げ
た
。
続
い
て
ス
ピ
ー
チ

と
乾
杯
を
依
頼
さ
れ
た
最
年
長

の
沖
田
正
彦
さ
ん
が
気
を
利
か

せ
て
短
め
に
済
ま
せ
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
乾
杯
の
用
意
が
整

わ
ず
、
間
を
持
た
せ
る
の
に
司

会
の
三
木
亮
さ
ん
と
沖
田
さ
ん

の
二
人
で
苦
労
を
し
て
い
た
。

そ
ん
な
一
寸
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

今
回
は
、
い
つ
も
は
沖
縄
か

ら
飛
ん
で
く
る
嶺
井
進
さ
ん
が

欠
席
の
た
め
、
和
歌
山
県
か
ら

参
加
さ
れ
た
玉
置
哲
也
ご
夫
妻

が
最
遠
方
で
あ
っ
た
。
近
い
所

で
は
北
村
温
さ
ん
が
会
場
の
近

く
の
病
院
か
ら
主
治
医
の
許
可

を
得
て
奥
様
と
参
加
さ
れ
感
激

で
あ
っ
た
。
息
子
さ
ん
は
出
席

こ
そ
な
さ
ら
な
か
っ
た
が
入
室

と
退
室
時
に
は
お
手
伝
い
に
見

え
て
暖
か
い
雰
囲
気
を
残
し
て

早
め
に
会
場
を
後
に
し
た
。
ま

た
浅
野
尚
さ
ん
が
、
作
詞
：
谷

川
俊
太
郎
、
作
曲
：
武
満
徹
の

「
死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は
」

を
澄
ん
だ
声
で
5
番
ま
で
朗
読

し
6
番
を
ア
カ
ペ
ラ
で
歌
っ
た
。

何
か
ジ
ー
ン
と
く
る
も
の
が
あ

っ
た
の
で
、
後
日
歌
詞
を
送
っ

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
1
、

5
、
6
番
を
紹
介
す
る
。

楽
し
い
時
の
経
つ
の
は
早
く
、

ア
ッ
と
い
う
間
に
写
真
撮
影
を

し
て
解
散
す
る
時
間
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。昨
年
だ
っ
た
か「
ク

ラ
ス
会
を
ど
う
す
る
か
？
や
め

る
の
も
一
案
」
な
ど
話
題
に
な

っ
た
の
が
夢
の
よ
う
。
今
年
は

「
来
年
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
幹

事
さ
ん
頑
張
っ
て
！
」
の
エ
ー

ル
も
戴
き
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
あ

る
。
外
出
は
寿
命
を
延
ば
す
秘

薬
で
あ
り
、
今
回
欠
席
の
方
々

も
次
回
は
是
非
参
加
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は

利
便
性
が
あ
り
、
ユ
ッ
ク
リ
時

間
の
取
れ
る
場
所
選
び
な
ど
幹

事
一
同
、
鬼
を
笑
わ
せ
る
来
年

の
企
画
に
向
け
て
始
動
開
始
で

あ
る
。
請
う
ご
期
待
！
な
お
、

写
真
撮
影
前
に
北
村
ご
夫
妻
、

若
新
政
史
ご
夫
妻
が
退
出
し
た

の
で
、
残
念
な
が
ら
写
っ
て
い

な
い
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
谷
修
一
、
木
下
昌
、
楯

二
郎
、
大
津
裕
司
、
村
山
憲
太
、

長
山
忠
雄

二
列
目
：
大
木
夫
人
、
玉
置
夫

人
、
木
下
敏
子
、
大
木
勲
、
野

本（
故
人
）夫
人
、
栗
原
伸
夫
、

薗
部
和
子

三
列
目
：
寺
島
市
郎
、
浅
野
尚
、

佐
藤
裕
俊
、
三
木
亮
、
沖
田
正

彦
、
原（
故
人
）夫
人

最
後
列
：
藤
本
重
義
、
玉
置
哲

也
、
熊
田
正
義
、
宮
下
久
夫
、

加
藤
夫
人
、
鳥
羽
剛
、
香
西
㐮
、

加
藤
友
衛

 

（
木
下
敏
子
）

１．死んだ男の残したものは
 　　ひとりの妻とひとりの子ども
 　　他には何も残さなかった
　　墓石一つ残さなかった
５．死んだ彼らの残したものは
　　生きてるわたし
　　生きてるあなた
　　他には誰も残っていない
 　　他には誰も残っていない
６．死んだ歴史の残したものは
　　輝く今日とまたくる明日
　　他には何も残っていない
 　　他には何も残っていない

４
１
７
会（
昭
41
年
入
学
ま
た
は
昭
47 

 

年
卒
ク
ラ
ス
会
）開
催
の
お
知
ら
せ

日　
　

時
： 

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）1
月
22
日（
日
）

午
後
3
時
〜
午
後
6
時

場　
　

所
： 

ホ
テ
ル　

ザ
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン 

（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線　

海
浜
幕
張
駅　

下
車
）

　
　
　
　
　

2
階　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

参
加
費
： 

1
5
0
0
0
円（
宴
会
費
、
写
真
代
、
通
信

費
、
な
ど
1
名
分
）

 

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ
ン（
小
雨
・
小
雪
決
行
、
無
料
）

　
　

集
合
時
間
：
午
後
12
時
半

　
　

場　
　

所
：
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館

　
　
　
　
　
　
　

 （
医
学
部
前
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
1
〜
2

分
、
附
属
図
書
館
脇
）

　
　

内　
　

容
：
同
窓
会
館
内
展
示
パ
ネ
ル
の
見
学

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
ま
で
に
附
属
病
院
へ
移
動

し
、
見
学
お
よ
び
受
診
な
い
し
患
者
紹

介
案
内
の
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
2
時
に
附
属
病
院
前
よ
り
ホ
テ
ル

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
、
ホ
テ
ル　

ザ
・

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ

出
席
可
能
な
先
生
は
、以
下
の
口
座
に
参
加
費
1
5
0
0
0

円
を
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　

京
葉
銀
行
船
橋
駅
前
店

　
　

普
通
預
金　

口
座
番
号　

9
3
3
0
7
6
1

　
　

口
座
名　

鈴
木
信
夫

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

　
　

口
座
番
号 　

0
0
2
8
0
－
5
－
1
3
6
6
1
9

　
　

口
座
名　

鈴
木
信
夫

ま
た
、
参
加
費
送
金
済
み
連
絡
と
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ

ン
へ
の
参
加
の
有
無
を
長
尾
啓
一（
メ
ー
ル
：knagaoe@

gm
ail.com

）ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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獅
子
の
会（
昭
44
）

昭
和
44
年
卒
同
窓
会（
獅
子
の

会
）は
、
柏
崎
市
在
住
の
星
山
圭

鉱
が
幹
事
と
な
り
、
新
潟
県
長

岡
市
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
、
７
月
17
・
18
日
の
連
休
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
生
は
30

人
が
参
加
し
、
奥
様
同
伴
が
11

人
で
総
勢
41
人
の
盛
会
に
な
り

ま
し
た
。
14
人
の
ゴ
ル
フ
組
は

前
日
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
17
日

早
朝
に
柏
崎
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
向
か
い
ま
し
た
。
前
半
は

雨
降
り
で
後
半
は
回
復
と
い
う

梅
雨
明
け
前
の
天
候
で
し
た
が
、

日
本
海
や
佐
渡
島
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
と
皆
さ
ん
満

足
し
た
よ
う
で
す
。
午
後
４
時

に
は
長
岡
の
ホ
テ
ル
に
戻
り
、

６
時
に
は
み
ん
な
揃
っ
て
写
真

撮
影
。
当
地
で
は
一
人
幹
事
の

星
山
が
司
会
者
も
兼
ね
開
会
の

挨
拶
を
し
、
次
い
で
昨
年
長
野

松
代
町
で
の
同
窓
会
の
２
ヶ
月

後
に
急
逝
さ
れ
た
細
井
湧
一
君

と
伊
東
範
行
君
の
黙
祷
後
、
代

表
幹
事
の
西
島
浩
君
よ
り
こ
の

一
年
間
の
経
過
報
告
。
そ
の
後

角
田
洋
三
君
が
日
頃
は
シ
ャ
イ

な
の
だ
が
と
断
り
つ
つ
、
ユ
ニ

ー
ク
で
楽
し
い
角
田
節
を
披
露

後
「
チ
ー
ア
」
と
乾
杯
の
音
頭

を
と
り
ま
し
た
。
晩
餐
は
シ
ャ

ン
パ
ン
で
乾
杯
後
、
ス
ペ
イ
ン

ワ
イ
ン
と
共
に
、
オ
ー
ド
ブ
ル

バ
リ
エ（
佐
渡
銀
鮭
の
ス
モ
ー

ク
、
ア
サ
リ
の
マ
リ
ネ
、
フ
ォ

ア
グ
ラ
テ
リ
ー
ヌ
、
パ
ル
ム
産

生
ハ
ム
フ
ル
ー
ツ
、
オ
リ
ー
ブ
、

セ
ミ
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
）、
雪
室
熟

成
ポ
テ
ト
の
冷
製
ス
ー
プ
、
出

雲
崎
産
鮮
魚
の
ソ
テ
ー
香
草
風

味
、
牛
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
ト
リ
フ

ソ
ー
ス
、
佐
渡
ヨ
ー
グ
ル
ト
ジ

ェ
ラ
ー
ト
と
い
っ
た
新
潟
の
味

が
中
心
の
洋
食
フ
ル
コ
ー
ス
を

味
わ
い
ま
し
た
。

会
は
出
席
者
全
員
の
近
況
報

告
で
盛
り
上
が
り
、
公
職
を
リ

タ
イ
ヤ
し
た
者
、
診
療
所
を
継

続
、
閉
鎖
の
準
備
を
し
て
い
る

者
と
多
彩
で
し
た
が
、
地
域
医

療
に
ま
だ
ま
だ
貢
献
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
41
年
卒
ク
ラ
ス
会 

卒
後
50
周
年
を
開
催

昭
和
41
年
卒
の
42
名
が
平
成

28
年
10
月
29
日（
土
）に
千
葉
市

内
で
ク
ラ
ス
会
の
会
合
を
開
き

ま
し
た
。
14
年
前
に
徳
島
に
集

ま
っ
て
以
来
の
久
し
ぶ
り
で
す
。

今
回
は
、
卒
業
後
丁
度
50
年
目

と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
参
加
を
得
た
い
と
考
え
、

４
月
ご
ろ
か
ら
企
画
し
、
開
催

時
期
や
時
間
、
場
所
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
、
ク
ラ
ス
全
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
調
査
し
た

う
え
で
決
定
し
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
健
在
で
連
絡
の
つ
く
74

名
の
内
42
名（
57
％
）の
参
加
と

い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。
沖
縄
や
徳
島
か

ら
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
鄭
振
義
君

の
参
加
に
は
感
動
し
て
い
ま
す
。

卒
後
50
年
と
い
う
こ
と
は
、

最
も
若
く
し
て
入
学
し
た
者
で

も
今
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
と
い
う
、
本
格
的
な

高
齢
者
集
団
の
仲
間
に
な
っ
た

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
私
た
ち

の
ク
ラ
ス
は
、
入
学
の
年
に
60

年
安
保
闘
争
が
あ
り
、
卒
業
の

年
は
イ
ン
タ
ー
ン
闘
争
と
そ
れ

に
か
か
わ
る
国
家
試
験
ボ
イ
コ

ッ
ト
、
そ
の
２
年
後
に
は
学
園

紛
争
と
、
騒
乱
の
時
代
を
過
ご

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
は

高
度
成
長
の
波
の
中
、
急
速
な

医
療
需
要
の
増
大
に
少
な
い
戦

力
で
対
応
す
べ
く
、
厳
し
い
労

働
環
境
を
凌
い
で
き
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
41
年
卒
業
者
の

88
％
に
あ
た
る
74
名
が
健
在
で
、

そ
の
大
半
が
今
な
お
、
診
療
業

務
そ
の
他
に
現
役
で
従
事
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
健
康
状
態
が

許
さ
ず
、
参
加
を
望
み
な
が
ら

も
断
念
す
る
と
い
う
通
知
を
く

れ
た
仲
間
も
多
く
、
わ
が
身
の

状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、

老
い
を
悟
ら
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
の
会
の
企
画
中

に
、
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
が
２

名
あ
り
ま
す
。
４
月
に
は
「
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
便
り

が
あ
っ
た
後
の
こ
と
で
し
た
。

慎
ん
で
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

パ
ー
テ
ィ
ー
は
千
葉
ポ
ー
ト

タ
ワ
ー
の
脇
に
あ
る
、
イ
タ
リ

ア
料
理Porto Italiana

の
デ
ィ

ナ
ー
タ
イ
ム
を
借
り
切
っ
て
行

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ

て
、
時
間
の
都
合
の
つ
い
た
18

名
で
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
散
策

を
し
ま
し
た
。
50
年
前
と
全
く

変
わ
り
の
な
い
た
た
ず
ま
い
の

医
学
部
本
館
を
出
発
点
と
し
て
、

我
々
の
入
学
時
に
竣
工
し
た
85

周
年
記
念
講
堂（
学
園
紛
争
で
過

激
派
が
占
拠
し
て
、
一
時
は
荒

れ
放
題
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
、

立
派
に
修
復
さ
れ
て
、
当
日
は

東
医
体
の
運
営
会
議
が
開
か
れ

て
い
ま
し
た
）、
モ
ダ
ン
に
新
築

さ
れ
た
同
窓
会
館
、
図
書
館（
亥

鼻
分
館
）、
移
転
し
て
き
た
薬
学

部
の
高
層
ビ
ル
、
入
学
し
た
こ

ろ
は
我
々
の
背
丈
ほ
ど
し
か
な

い
若
木
だ
っ
た
連
絡
道
路
の
桜

の
大
木
を
見
て
、
附
属
病
院
の

新
し
い
外
来
棟
ま
で
、
一
時
間

を
か
け
て
ゆ
る
ゆ
る
と
歩
き
ま

し
た
。

Porto Italiana

で
の
パ
ー
テ

ィ
ー
は
、
料
理
の
出
し
方
に
不

手
際
が
あ
っ
た
も
の
の
、
会
場

が
借
り
切
り
と
あ
っ
て
、
気
楽

に
語
り
合
い
近
況
を
披
露
し
あ

っ
て
、
２
時
間
の
パ
ー
テ
ィ
ー

を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
、

卒
後
50
周
年
記
念
の
メ
ダ
ル（
写

真
）と
感
謝
状
が
参
加
者
全
員
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
合
間
に
、
近
い
う
ち
に

ま
た
開
き
た
い
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
が
、
思
い
は
同
じ
で
も
、

実
現
は
な
か
な
か
簡
単
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

パ
ー
テ
ィ
ー
の
初
め
に
参
加
者

全
員
で
合
意
し
た
こ
と
で
す
が
、

ク
ラ
ス
会
の
開
催
ご
と
に
出
た

余
剰
金
が
30
万
円
あ
ま
り
蓄
積

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
大
半

を
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
寄
付
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
同
窓
会

の
事
業
に
役
立
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
小
林
伸
行
、
茂
木
富
美

子
、
那
須
武

二
列
目
：
花
井
透
、
鄭
振
義
、

神
谷
努
、
平
澤
博
之
、
武
井
孝

達
、
三
枝
俊
夫
、
里
村
洋
一
、

金
元
良
人
、
関
根
務
、
真
栄
城

尚
志

三
列
目
：
桑
木
絧
一
、
天
羽
達

郎
、
内
藤
敬
一
、
飯
島
一
彦
、

田
中
文
隆
、
御
園
生
正
紀
、
平

野
彰
三
、
若
新
洋
子
、
鈴
木
豊
、

渡
辺
寛
、
佐
々
木
徳
秀
、
小
林

英
夫
、
柏
原
英
彦
、
中
村
宣
生
、

鎗
田
努
、
島
田
哲
男
、
竜
良
方
、

高

淳
一

最
後
列
：
大
塚
明
彦
、
岸
本
圭

司
、
溝
口
勝
、
福
田
淳
、
白
濱

龍
興
、
竹
島
徹
、
渡
辺
一
男
、

王
子
明
、
鈴
木
一
郎

 

（
里
村
洋
一
）
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授
を
退
任
）が
担
当
し
た
。
ま
た

幹
事
は
前
回
の
門
山
周
文
君
・

菅
井
桂
雄
君
か
ら
大
須
英
夫
・

小
野
和
則
・
小
野
元
子
が
引
き

受
け
、
次
回
の
井
坂
茂
夫
君
・

川
村
健
二
君
・
内
藤
仁
君
に
引

き
継
い
だ
。
２
年
後
の
再
開
を

期
し
て
解
散
と
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
皆
川
秀
夫
、
村
松
幸
男
、

小
松
健
祐
、
高
橋
和
久
、
菅
井

51
会（
昭
51
） 

卒
後
40
周
年
記
念
会

２
０
１
６
年
９
月
17
日（
土
）、

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル「
陽

光
」
に
お
い
て
、
１
９
７
６
年

３
月
卒
業
同
期
生
の
卒
後
40
周

年
記
念
会
を
開
催
し
た
。

１
９
７
０
年
入
学
の
同
期
生

の
中
に
は
様
々
な
道
を
歩
ん
で

来
た
者
が
お
り
、
年
長
者
と
年

少
者
と
で
は
10
歳
近
い
開
き
が

あ
っ
た
。
高
等
学
校
か
ら
ス
ム

ー
ス
に
入
学
し
た
も
の
は
少
な

く
、
大
半
が
こ
こ
１
年
の
間
に

退
職
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。

記
念
会
に
は
特
別
な
企
画
を

せ
ず
、
参
加
者
全
員
が
自
由
に

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
形
式
と
し
話

題
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
人
生

の
大
き
な
節
目
に
当
た
り
、
誰

も
が
こ
れ
ま
で
大
過
な
く
歩
む

こ
と
の
で
き
た
達
成
感
と
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る

期
待
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

記
念
会
は
２
時
間
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、
全
員
が
笑
顔
を
絶
や

す
こ
と
な
く
和
や
か
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
共
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
管
理
職
と
し
て
の
重

責
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
堵
感
が

に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
ま
た
今
後
の
処
し
方
を
熱

く
語
る
姿
は
、40
数
年
前
の「
ひ

か
り
輝
く
新
入
生
」
に
ど
こ
か

似
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。

当
初
お
よ
そ
１
０
０
名
で
あ

っ
た
仲
間
も
病
に
は
勝
て
ず
、

す
で
に
９
名
が
故
人
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
も
２
０
１
６
年
４

月
に
逝
去
し
た
白
幡
真
知
子
さ

ん（JohnsHopkins

大
学
生
理

学
教
授
）に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

な
お
、
開
会
の
乾
杯
は
佐
藤

兼
重
君（
千
葉
大
学
形
成
外
科
学

教
授
を
退
任
）、
閉
会
は
高
橋
和

久
君（
千
葉
大
学
整
形
外
科
学
教

「
バ
ン
カ
ラ
で
こ
だ
わ
り
の
な
い

明
朗
闊
達
な
ク
ラ
ス
で
あ
り
な

が
ら
、
人
間
的
な
優
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
て
い
い
。
私
た
ち
の

会
で
は
こ
う
い
う
風
に
は
な
ら

な
い
。
雰
囲
気
が
ま
っ
た
く
違

う
」
と
は
、
後
輩
女
医
さ
ん
２

人
の
感
想
で
す
。
ホ
テ
ル
内
に

あ
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
に
移
動

し
て
年
齢
相
応
の
曲
が
流
れ
る

中
、
一
年
経
っ
た
の
が
嘘
の
よ

う
に
、
和
や
か
で
楽
し
く
暖
か

い
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア

ー
で
は
、
晴
れ
て
蒸
し
暑
い
中
、

18
人
が
バ
ス
で
柏
崎
刈
羽
原
発

へ
出
発
。
原
発
が
如
何
に
事
故

防
止
へ
の
万
全
の
対
策
を
し
て

い
る
か
を
こ
れ
で
も
か
と
５
分

の
１
モ
デ
ル
で
流
暢
に
説
明
す

る
ガ
イ
ド
嬢
に
鋭
い
質
問
で
立

ち
往
生
さ
せ
る
場
面
も
あ
り
有

意
義
な
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
は
、
ホ
テ
ル
１
０
０

選
に
入
っ
た
柏
崎
の
「
岬
ひ
と

ひ
ら
」
で
昼
食
を
と
り
長
岡
へ

向
か
い
ま
し
た
。
駅
か
ら
近
い

河
井
継
之
助
記
念
館
、
山
本
五

十
六
記
念
館
を
散
策
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
は
第
２
回
目
の
台
湾
で

の
同
窓
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
内
海
夫
人
、
吉
井
田
美

子
、
高
橋
容
子
、
中
林
清
美
、

浅
野
武
秀
、
奥
村
康
、
角
田
洋

三
、
佐
藤
政
教
、
吉
井
與
志
彦
、

星
山
圭
鉱

二
列
目
：
東
山
都
紀
、
奥
村
夫

人
、
西
村
則
之
、
東
山
義
龍
、

橋
場
永
尚
、
中
川
邦
夫
、
渡
辺

孝
太
郎
、
土
川
秀
紀
、
間
山
素

行三
列
目
：
渡
辺
義
郎
、
吉
田
操
、

星
山
夫
人
、
浅
野
夫
人
、
吉
田

夫
人
、
堀
江
夫
人
、
堀
江
弘
、

西
島
浩

四
列
目
：
渡
辺（
孝
）夫
人
、
篠

原
夫
人
、
高
橋
秀
禎
、
佐
久
川

輝
章
、
内
海
武
彦
、
西
島
夫
人
、

中
川
夫
人
、
土
川
夫
人

最
後
列
：
篠
原
義
賢
、
田
沢
洋

一
、
山
本
夫
人
、
山
本
健
介
、

坂
本
建
彦

 

（
星
山
圭
鉱
）

桂
雄
、
佐
藤
兼
重
、
田
中
晶
子
、

蒔
田
順
子
、
伊
古
田
裕
子
、
小

野
元
子

二
列
目
：
大
須
英
夫
、
セ
レ
ス

タ
ー
・
ラ
マ
ド
ー
ザ
ー
、
中
村

千
里
、
門
山
周
文
、
田
中
健
、

檜
山
幸
孝
、
尾
世
川
正
明
、
柳

沢
孝
夫
、
縄
田
泰
史
、
小
野
純

一
、
小
野
和
則
、
丹
羽
公
一
郎

三
列
目
：
平
井
康
夫
、
大
山
欣

昭
、
坂
本
薫
、
寺
野
隆
、
山
本

俊
樹
、
塚
本
剛
、
武
田
憲
夫
、

児
島
孝
行
、
宮
本
茂
樹
、
川
村

健
二

最
後
列
：
蒔
田
国
伸
、
林
春
幸
、

井
坂
茂
夫
、
姫
野
雄
司
、
永
楽

清
人
、
内
藤
仁
、
篠
塚
正
彦
、

高
瀬
利
男
、
西
本
良
博

 

（
小
野
和
則
）

第
６
回
52
会
総
会
報
告

平
成
28
年
10
月
16
日（
日
）、

東
京
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル
東

京
・
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
「
プ

リ
マ
ベ
ー
ラ
」
に
お
い
て
第
６

回
52
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
52
会
は
学
年
横
断
の
会
で
、

忙
し
い
な
か
46
名
の
出
席
者
が

集
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の
懐
か
し

い
仲
間
と
の
活
発
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

冒
頭
、
残
念
な
が
ら
亡
く
な

ら
れ
た
北
澄
忠
雄
君
、
広
岡
昇

君
に
対
し
哀
悼
の
意
を
込
め
参

加
者
全
員
で
謹
ん
で
黙
祷
を
奉

げ
ま
し
た
。
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外
で
今
も
活
躍
す
る
方
、
組
織

の
運
営
に
苦
労
す
る
方
、
介
護

や
教
育
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る

方
、
そ
れ
ぞ
れ
に
転
機
が
近
づ

い
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

次
回
を
開
催
す
る
名
目
も
、
す

ぐ
に
見
つ
か
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん（
苦
笑
）。
今
回
も
有
志
が

同
ホ
テ
ル
内
の
二
次
会
に
移
動

し
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
な
く
な

っ
て
い
る
方
が
こ
の
記
事
を
読

ま
れ
た
ら
、
是
非
御
一
報
を
頂

そ
れ
か
ら
の
五
十
六 

そ
れ
か
ら
の
会（
昭
56
）

１
７
１
号（
２
０
１
６
年
１
月

号
）同
窓
会
報
に
、
卒
後
35
年
で

初
め
て
ク
ラ
ス
会
便
り
が
出
ま

し
た
が
、
一
年
で
ま
た
寄
稿
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

と
言
う
の
も
、
同
期
の
道
永
麻

里
さ
ん
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
し

「
麻
里
さ
ん
受
章
お
祝
い
を
肴
に

呑
も
う
会
」
開
催
の
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
た
め
で
す
。
平
成

28
年（
２
０
１
６
年
）７
月
２
日

（
土
）午
後
６
時
か
ら
、
急
な
メ

ー
ル
連
絡
だ
け
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
25
人
が
今
回
も
帝
国

ホ
テ
ル
に
集
ま
り
ま
し
た
。
麻

里
さ
ん
も
、
前
週
に
日
本
医
師

会
常
任
理
事
に
再
選
さ
れ
て
超

御
多
忙
の
中
を
駆
け
つ
け
て
く

れ
ま
し
た
。
た
だ
、
申
し
訳
な

か
っ
た
の
は
、「
呑
も
う
会
」
の

趣
旨
通
り
？
教
養
・
常
識
不
足

の
大
多
数
の
者
に
は
あ
り
が
た

み
が
分
ら
ず
、
御
本
人
が
遠
慮

が
ち
な
こ
と
も
あ
っ
て
、結
局
た

だ
の
宴
会
と
大
し
て
変
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
い
）。

今
回
も
メ
イ
ン
は
近
況
報
告

で
、
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
賀
陽

濟
さ
ん
の
夫
人
を
含
め
、
全
員

が
あ
れ
こ
れ
面
白
お
か
し
く
話

を
続
け
ま
し
た
。
56
卒
は
こ
の

年
度
ま
で
に
全
員
が
還
暦
を
迎

え
る
計
算
で
す
が
、
国
内
で
海

経
費
削
減
か
ら
、
こ
れ
ま
で

は
立
食
の
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で

し
た
が
、
今
回
、
互
い
が
お
ち

つ
い
て
話
せ
る
よ
う
ホ
テ
ル
と

交
渉
し
、
着
座
し
て
の
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
格
安
で
提
供
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
、
受
付
開
始

１
時
間
前
か
ら
待
機
さ
れ
て
い

た
深
谷
市
在
住
の
四
元
徹
志
君

に
お
願
い
し
、
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
恒
例
の
大
学
の
現
状
は
、

千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
医
工

学
セ
ン
タ
ー
長　

五
十
嵐
辰
男

君
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

大
学
病
院
の
外
来
診
療
棟
、
東

病
棟
の
立
派
な
こ
と
、
吹
き
抜

け
部
分
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
シ
ー

ン
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
驚
き
の

言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
Ｏ
Ｐ
室
が
改
装
さ
れ
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｏ
Ｒ
が
導
入
、
整

備
さ
れ
た
こ
と
は
大
学
の
さ
ら

な
る
発
展
を
期
待
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
挨
拶
、
近
況

報
告
は
会
を
重
ね
る
ご
と
に
自

ら
の
病
状
報
告
が
増
え
て
き
た

感
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

現
役
で
各
々
の
立
場
で
活
躍
し

て
い
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
高
度
最
先
端
医
療
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
大
学
そ
の
他

研
究
機
関
の
研
究
者
か
ら
、
中

核
病
院
で
外
科
医
と
し
て
現
役

で
活
躍
す
る
人
、
増
え
る
一
方

の
老
人
医
療
に
向
き
合
い
、
時

間
制
限
の
な
い
勤
務
を
続
け
る

人
、
過
疎
地
で
の
地
道
な
地
域

医
療
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人

な
ど
苦
労
話
は
つ
き
ま
せ
ん
。

定
年
間
近
で
も
悠
々
自
適
の
人

は
お
ら
ず
、
ま
だ
医
療
と
か
け

離
れ
た
生
活
を
送
る
に
は
早
そ

う
で
す
。

出
席
で
き
な
い
人
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

「
遠
方
の
た
め
翌
日
の
診
療
に

支
障
を
き
た
す
」「
専
門
医
制
度

の
あ
お
り
に
よ
る
人
手
不
足
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
獨
協
医

科
大
の
堀
雄
一
教
授
は
「
ま
だ

当
直
勤
務
を
こ
な
し
て
い
る
」

な
ど
日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の

暗
部
を
垣
間
見
る
よ
う
で
し
た
。

今
後
の
在
り
方
と
し
て
、
遠

方
の
た
め
出
席
が
か
な
わ
な
か

っ
た
と
の
意
見
か
ら
、
翌
日
の

仕
事
を
考
慮
し
た
日
程
に
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
開
催
を
３
年

毎
か
ら
２
年
に
短
縮
す
る
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
幹
事

会
で
検
討
す
る
予
定
で
す
。

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
一
次

会
だ
け
で
は
話
が
尽
き
ず
、
２

階
カ
フ
ェ
バ
ー
「
ト
ラ
ッ
ク
ス
」

に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
移
動
し
、

二
次
会
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り

近
く
座
り
、
会
話
も
昔
話
か
ら

孫
の
自
慢
話
に
花
が
咲
き
、
さ

ら
に
盛
り
上
が
っ
た
会
に
な
り

ま
し
た
。

会
を
終
え
て
み
て
、
み
な
さ

ん
確
実
に
年
を
重
ね
て
指
導
的

立
場
に
あ
り
、
貫
録
と
体
重
は

増
し
た
も
の
の
今
後
の
医
療
人

と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
る
年

に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
次
回
開
催

日
に
も
元
気
で
再
開
で
き
る
よ

う
互
い
に
健
康
に
留
意
し
て
医

療
に
励
む
こ
と
を
誓
い
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
香
村（
片
山
）玲
子
、
笠

井
み
さ
子
、
今
泉
照
恵
、
村
野

（
水
谷
）早
苗
、
鈴
木
孝
雄
、
古

川
斎
、
松
前
孝
幸
、
堀
部
和
夫
、

國
枝
寛
、
川
俣
泰
男
、
山
縣
正

庸二
列
目
：
兵
頭
明
夫
、
宮
尾
陽

一
、
湊
明
、
升
田
吉
雄
、
島
上

實
、
遠
藤
文
夫
、
奥
野（
石
井
）

妙
子
、
木
村
正
幸
、
水
谷
正
彦
、

石
橋
勇
貴
、
小
林
純
、
須
田
純

夫
、
香
村
衡
一
、
山
田
善
重
、

富
沢
正
昭
、
安
田
敏
行

三
列
目
：
川
田
崇
雄
、
後
藤
雅

博
、
椎
原
秀
茂
、
松
岡
明
、
岡

本
和
美
、
四
元
徹
志
、
寄
藤
和

彦
、
寺
井
勝
、
稲
田
晴
生
、
中

沢
肇
、
田
中
幹
雄
、
青
柳
栄
一
、

福
田
利
男
、
高
田
俊
一
、
五
十

嵐
辰
男
、
高
山
順
、
高
橋
敏
信
、

礒
辺
啓
二
郎
、
小
林
彰

 

（
文
責　

古
川　

斎
）
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昭
和
61
年
卒
同
窓
会

卒
後
30
年
の
節
目
の
同
窓
会

の
出
席
者
は
66
名
と
盛
況
で
、

ま
る
で
30
年
の
年
月
が
な
か
っ

た
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま

し
た
。
一
人
一
人
の
近
況
報
告

だ
け
で
１
時
間
半
近
く
を
要
し

た
の
も
あ
っ
て
、
ホ
テ
ル
ザ
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
の
３
時
間
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
近
隣
で
の
二
次

会
に
も
37
名
が
参
加
し
て
語
ら

い
、
次
回
同
窓
会
で
の
再
会
を

約
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら（
す
べ
て
旧
姓
）

前
列
：
高
谷
美
成
、
林
偉
明
、

新
本
和
英
、
ル
ブ
ラ
ン
カ
ト
リ

ー
ヌ
、
井
上
真
美
、
内
柴
三
佳
、

井
上
知
子
、
榎
本
哲
郎
、
花
崎

光
子
、
長
竹
直
美
、
与
那
覇
文

子
、
安
達
智
江
、
石
田
厚

二
列
目
：
坪
井
義
夫
、
川
島
辰

男
、
端
迫
清
、
稲
垣
智
一
、
石

井
浩
、
香
川
晃
太
郎
、
渡
辺
栄
、

林
和
彦
、
小
林
英
一
、
豊
口
透
、

小
室
裕
造
、

黒
澤
俊
介

三
列
目
：
渡

辺
隆
、
種
市

洋
、
村
松
俊

範
、
三
浦
信

之
、
渡
辺
啓

治
、
加
藤
直

也
、
神
谷
尚

志
、三
上
繁
、

長
谷
川
雅
彦
、

高
野
英
行
、

徳
山
芳
治
、

橋
本
敏
、
菊

地
浩
之
、
中

田
暁
、
清
水

宏
明
、
寺
内

隆
司
、
下
田

直
史

最
後
列
：
園

田
昌
毅
、
進

藤
寛
、
福
長

徹
、夏
木
豊
、

郷
地
英
二
、

村
上
康
二
、

芹
澤
徹
、

真
々
田
一
浩
、

畑
芳
春
、
西

脇
哲
二
、
佐

藤
晴
彦
、
貝

沼
修
、
古
関

明
彦
、
中
村

全
、
結
城
崇

夫
、
小
森
章

寿
、
吉
川
京
燦
、
小
田
健
司
、

沢
田
貴
志
、
村
上
尚
、
滝
澤
義

和
、
古
谷
雄
三
、
西
堀
知
行

 

（
林
偉
明
）

平
成
２
年
卒
同
窓
会

平
成
28
年
２
月
27
日（
土
）に

平
成
２
年
卒
業
生
の
同
窓
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

平
成
28
年
１
月
に
千
葉
大
学
大

学
院
医
学
研
究
院
薬
理
学
教
室

の
教
授
に
就
任
し
た
安
西
尚
彦

君
の
祝
賀
会
と
い
う
こ
と
で
、

千
葉
大
学
医
学
部
創
設
１
３
５

周
年
記
念
の
新
ゐ
の
は
な
同
窓

会
館
を
会
場
と
し
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
久
し
ぶ
り
に
母
校
を

訪
れ
た
と
い
う
人
も
多
く
、「
大

変
懐
か
し
い
」「
随
分
新
し
い
建

物
が
建
っ
て
変
わ
っ
た
な
あ
」

等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
一
次
会
36
名（
写
真
）と
、

二
次
会
か
ら
参
加
の
３
名（
神
戸

敏
行
、
鈴
木
啓
悦
、
丸
山
紀
史
）

を
合
わ
せ
て
計
39
名
で
、
大
変

楽
し
く
、
賑
や
か
に
旧
交
を
温

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
次
会
で
は
、
乾
杯
と
し
ば

し
の
歓
談
の
後
に
、
安
西
君
の

教
授
就
任
挨
拶
が
あ
り
、
代
表

数
名
か
ら
花
束
と
お
祝
い
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
に

と
っ
て
、
薬
理
学
と
い
え
ば
学

生
時
代
に
厳
し
い
教
え
を
い
た

だ
い
た
村
山
智
先
生
の
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、

自
分
た
ち
の
同
期
が
あ
の
村
山

先
生
と
同
じ
立
場
と
な
る
と
は

感
無
量
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
安
西
君
は
、

北
里
大
学
、
獨
協
医
科
大
学（
プ

ラ
ス
海
外
留
学
）と
他
施
設
で
の

研
究
生
活
で
主
に
ト
ラ
ン
ス
ポ

ー
タ
ー
に
関
す
る
業
績
を
築
き

上
げ
、
千
葉
に
戻
っ
て
来
て
く

れ
ま
し
た
。
千
葉
大
学
だ
け
で

な
く
外
の
世
界
を
知
っ
て
い
る

こ
と
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、
是

非
そ
の
経
験
を
母
校
で
の
研
究
、

教
育
に
活
か
し
て
、
更
に
活
躍

し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
後
、
指
名
形
式
で
そ
れ

ぞ
れ
の
近
況
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
皆
50
歳
を
過
ぎ
て
益
々
円

熟
味
を
増
し
て
お
り
、
仕
事
や

趣
味
、
家
族
、
健
康
の
話
な
ど

に
花
が
咲
き
ま
し
た
が
、
酔
い

が
ま
わ
る
に
つ
れ
後
半
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
の
は
、
や
は
り

（
毎
回
繰
り
返
さ
れ
る
）学
生
時

代
の
懐
か
し
い
馬
鹿
話
で
あ
り

ま
し
た
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
持

っ
て
来
て
く
れ
た
人
が
お
り
、

そ
の
中
の
写
真
と
同
じ
メ
ン
バ

ー
で
同
じ
ポ
ー
ズ
で
写
真
を
撮

っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
後
で
そ

の
写
真
を
見
比
べ
て
み
て
「
み

ん
な
意
外
と
変
わ
っ
て
い
な
い

な（
ま
だ
ま
だ
若
い
）」
と
感
じ

た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　

同
窓
会
に
ま
め
に
参
加
し
て

学
生
気
分
に
浸
る
こ
と
は
若
さ

を
保
つ
秘
訣
で
は
な
い
か
と
、

密
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
二
次
会
、
そ
し
て
有

志
で
焼
鳥
屋
で
の
三
次
会
と
深

夜
ま
で
語
り
合
い
、
再
会
を
約

束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
毎
年
同
窓
会
が
開
催
さ

れ
、
皆
で
ま
た
元
気
に
会
え
る

こ
と
を
切
に
願
い
つ
つ
、
本
会

の
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
中
川
晃
一
、
清
水
栄
司
、

国
府
田（
渡
辺
）桂
子
、
中
里（
青

山
）道
子
、
安
西
尚
彦
、
仲
野

（
柳
田
）敦
子
、
渋
谷
真
理
子
、

辻
博
勝

二
列
目
：
安
藤
総
一
郎
、
小
林

信
義
、
髙
柳
建
志
、
石
和
田
稔

彦
、
吉
富
秀
幸
、
村
越
直
人
、

勝
野
達
郎
、
小
風
暁
、
野
沢
聡

志三
列
目
：
田
内
利
幸
、
斎
藤
功
、

岡
本
和
久
、
大
渕
徹
、
浦
島
哲

郎
、
鵜
梶
実
、
老
沼
和
弘
、
杉

山
宏
、
荒
木
章
伸
、
根
本
俊
光

最
後
列
：
秋
本
政
秀
、
木
下
知

明
、
小
林
信
義
、
岡
田
吉
弘
、

内
野
福
生
、
尾
辻
瑞
人
、
鈴
木

敏
幸

左
上
別
枠
：
五
月
女
隆（
研
究
会

の
た
め
集
合
写
真
撮
影
前
に
退

席
）、
太
田
真（
写
真
撮
影
者
）

 

（
中
川
晃
一
）

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
瀧
口
正
樹
、
細
井
孝
之
、

道
永
幸
治
、
道
永（
竹
内
）麻
里
、

福
武
敏
夫
、
石
井
猛
、
縄
野
繁
、

江
澤
里
花
子

二
列
目
：
岡
陽
一
、
森
石
丈
二
、

細
井
夫
人
、
川
野
裕
、
福
井
博

行
、
吉
川
正
治
、
伊
丹
純
、
佐

藤
二
郎

三
列
目
：
松
本
俊
一
、
中
村
達

雄
、
中
澤
亨
、
賀
陽
夫
人
、
伊

藤
隆
、
松
本
夫
人
、
中
島
透
、

窪
澤
仁
、
川
副
泰
成

 

（
漱
石
Ｙ
Ｋ
）



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第174号   研修プログラム （16）

画
像
診
断（
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
形
態
・
機
能
診

断
）、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
低
侵
襲
治

療
、
そ
し
て
放
射
線
治
療（
高
精

度
外
部
照
射
線
治
療
、
小
線
源

治
療
お
よ
び
Ｒ
Ｉ
治
療
）の
３
分

野
を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
大
学
病
院
の
利
点
を
生

か
し
、
す
べ
て
の
分
野
で
最
新

の
診
療
機
器
と
若
く
て
優
秀
な

専
門
医
を
揃
え
、
診
療
・
研
究
・

教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
診

断
・
治
療
技
術
の
急
速
な
進
歩

で
全
国
的
に
ま
だ
ま
だ
専
門
医

は
不
足
し
、
売
り
手
市
場
で
す
。

留
学
、
産
・
育
休
等
で
一
定
期

間
離
職
し
て
も
、
素
早
く
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
る
点
も
特
長

で
す
。

画
像
診
断
医
の
研
修
目
標
は
、

全
身
す
べ
て
の
領
域
に
お
け
る

画
像
診
断
の
基
礎
知
識
を
身
に

つ
け
、
指
導
医
の
も
と
画
像
診

断
を
通
じ
て
患
者
の
病
態
を
把

握
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
放
射
線
科
で
研
修
す
る
こ

と
で
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ

Ｔ
な
ど
最
新
の
画
像
診
断
能
力

を
身
に
つ
け
、
常
に
ア
ッ
プ
デ

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

放
射
線
科
　

　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　

画
像
診
断
・
放
射
線
腫
瘍
学　

教
授　

宇　

野　
　
　

隆
（
昭
63
）

千
葉
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
　

　
　

病
院
長
・
千
葉
大
学
臨
床
教
授

　
　

平　

田　

豊　

明
（
昭
52
）

ー
ト
し
、
臨
床
に
お
け
る
問
題

解
決
に
画
像
診
断
を
自
在
に
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

読
影
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
、学
内
・

外
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
じ

て
、
自
然
と
論
理
的
思
考
力
、

プ
レ
ゼ
ン
力
が
養
わ
れ
ま
す
。

各
診
療
科
の
専
門
医
と
は
異
な

る
視
点
で
画
像
を
読
み
解
く
特

殊
な
力
が
培
わ
れ
、
誰
も
が
気

づ
か
な
い
よ
う
な
所
見
か
ら
思

わ
ぬ
疾
患
・
病
態
を
拾
い
上
げ
、

患
者
を
最
適
な
治
療
に
導
く
能

力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

放
射
線
治
療
医
の
研
修
目
標

は
、
臨
床
腫
瘍
学
、
が
ん
の
集

学
的
治
療
に
お
け
る
放
射
線
治

療
の
役
割
、
位
置
づ
け
を
理
解

し
、
が
ん
放
射
線
治
療
に
つ
い

て
基
本
か
ら
最
先
端
ま
で
学
ぶ

こ
と
で
す
。
放
射
線
治
療
医
と

し
て
研
修
す
る
こ
と
で
、
強
度

変
調
放
射
線
治
療（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）、

定
位
放
射
線
治
療
、
画
像
誘
導

小
線
源
治
療
と
い
っ
た
最
新
の

高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
践
す

る
能
力
、
そ
し
て
何
よ
り
、
目

の
前
の
が
ん
患
者
の
診
療
に
集

中
し
、
個
々
の
疾
患
と
対
峙
し

て
い
く
姿
勢
と
臨
床
力
が
身
に

つ
き
ま
す
。

千
葉
大
学
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
医
大
の
集
中
す
る
東
京

で
は
体
験
不
可
能
な
膨
大
な
臨

床
症
例
数
で
す
。
医
師
と
し
て

生
涯
で
珍
し
い
疾
患
を
数
多
く

経
験
で
き
る
こ
と
で
す
。
千
葉

大
学
で
は
画
像
診
断
の
指
導
医

は
中
枢
神
経
、
頭
頸
部
、
胸
・

腹
部
、
乳
腺
、
婦
人
科
領
域
等

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
揃
い
、

学
会
の
フ
ィ
ル
ム
イ
ン
タ
ー
プ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

の
優
勝
者
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
留
学
者

等
も
在
籍
し
ま
す
。
治
療
の
指

導
医
は
放
射
線
腫
瘍
学
会
を
リ

ー
ド
し
、
日
本
中
の
リ
ー
ダ
ー

達
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
子
宮

頸
癌
治
療
、
特
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像

誘
導
小
線
源
治
療
で
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。
若
手
医
師
は
診

断
部
門
で
は
北
米
放
射
線
学
会

（
Ｒ
Ｓ
Ｎ
Ａ
）、
治
療
部
門
で
は

米
国
放
射
線
腫
瘍
学
会（
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
）で
学
術
発
表
を
行
っ
て
い

ま
す
。
国
内
の
各
施
設
、
あ
る

い
は
Ｕ
ｔ
ａ
ｈ
大
学
の
蓑
島
教

授
等
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
も
相

談
可
能
で
す
。

初
期
研
修
医
の
先
生
方
は
、

選
択
科
と
し
て
放
射
線
科
研
修

が
可
能
で
す
。
卒
後
３
年
目
を

迎
え
る
先
生
方
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
「
放
射
線
科
専
攻
医

（
＝
従
来
の
後
期
研
修
医
）」
と

し
て
放
射
線
科
全
般
に
関
す
る

専
門
研
修
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

３
年
間
の
専
門
研
修
を
行
い
、

卒
後
６
年
目
に
日
本
医
学
放
射

線
学
会
に
よ
る
「
放
射
線
科
専

門
医
」
の
受
験
資
格
を
得
ま
す
。

そ
の
後
は
、
画
像
診
断
あ
る
い

は
放
射
線
治
療
の
専
門
研
修
を

２
年
間
行
い
、
卒
後
８
年
目
に

「
放
射
線
診
断
専
門
医
」
も
し
く

は
「
放
射
線
治
療
専
門
医
」
を

受
験
し
ま
す
。
詳
細
はHP

を
ご

参
照
下
さ
い（http

：//chibarad.
x0.com/

）。

千
葉
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ

ー
は
、
全
国
初
の
精
神
科
救
急

病
院
と
し
て
、
昭
和
60
年
、
千

葉
市
幕
張
の
埋
め
立
て
地
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
開
業
当
時
、

周
辺
に
は
建
造
物
は
も
と
よ
り

舗
装
道
路
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
で
は
県
内
で
最
も

活
気
の
あ
る
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
設
以
来
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

50
床
と
い
う
小
規
模
病
院
な
が

ら
、
重
症
の
精
神
病
性
障
害
を

主
体
に
年
間
お
よ
そ
４
０
０
件

の
入
院
を
受
け
入
れ
、
平
均
約

６
週
間
で
退
院
と
し
て
い
ま
す
。

退
院
患
者
の
お
よ
そ
７
割
が
自

宅
に
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
大
部

分
が
当
セ
ン
タ
ー
に
継
続
通
院

し
ま
す
。
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る

た
め
に
、
訪
問
看
護
や
デ
イ
ケ

ア
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
診
療
活
動
は
、
当

初
、
経
営
的
に
は
全
く
不
採
算

で
あ
っ
た
た
め
、（
当
時
は
財
政

状
態
の
よ
か
っ
た
）千
葉
県
で
し

か
や
れ
な
い
実
験
的
試
み
と
評

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
セ

ン
タ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
急
性

期
医
療
が
診
療
報
酬
上
で
評
価

さ
れ
る
に
従
っ
て
、
精
神
科
の

救
急
お
よ
び
急
性
期
病
棟
が

徐
々
に
増
加
し
、
現
在
で
は
全

国
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
精
神
科
の
平
均

在
院
日
数
は
こ
の
20
年
で
ほ
ぼ

半
減
し
、
在
院
患
者
数
も
13
％

な
が
ら
減
少
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
長
期
療
養
が
基
本
と
さ
れ

て
い
た
精
神
科
入
院
医
療
の
分

野
に
急
性
期
医
療
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
確
立
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
地

殻
変
動
の
起
点
に
な
っ
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

創
設
者
で
あ
る
計
見
一
雄
先
生

（
昭
39
）の
慧
眼
と
牽
引
力
、
二

代
目
病
院
長
・
浅
野
誠
先
生（
昭

48
）の
セ
ン
ス
の
よ
さ
に
よ
り
ま

す
。

精
神
科
に
は
、
国
と
県
が
運

営
費
用
を
折
半
す
る
独
自
の
救

急
医
療
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

患
者
の
同
意
に
よ
ら
な
い
医
療

行
為
を
行
う
た
め
に
、
様
々
な

法
手
続
き
が
必
要
の
た
め
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
千
葉
県
の
精

神
科
救
急
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、

電
話
情
報
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

と
も
に
、
最
終
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、

全
県
の
救
急
受
診
と
入
院
の
約

４
割
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

精
神
科
に
限

ら
ず
、
救
急
患

者
は
時
代
を
映

す
鏡
で
す
。
近

年
の
人
口
動
態

を
反
映
し
て
、

精
神
科
救
急
患

者
に
は
身
体
合

併
症
を
有
す
る

高
齢
者
が
目
立

っ
て
き
ま
し
た
。

身
体
救
急
の
分

野
で
も
、
認
知

症
や
う
つ
病
を

伴
う
高
齢
患
者

が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し

た
動
向
に
応
ず

る
た
め
に
、
２

０
２
１
年
、
当

セ
ン
タ
ー
は
県

救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
と
統
合
・

新
築
さ
れ
ま
す
。

県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
、
心

身
統
合
的
な
救
急
医
療
お
よ
び

災
害
医
療
の
拠
点
と
な
る
施
設

が
幕
張
地
区
に
出
現
す
る
予
定

で
す
。
医
師
と
し
て
の
研
鑽
を

深
め
な
が
ら
、
世
界
で
も
類
を

見
な
い
施
設
の
構
築
に
携
わ
る

同
志
を
求
め
ま
す
。

最
後
に
、
当
セ
ン
タ
ー
に
所

属
す
る
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
は

副
院
長
の
深
見
悟
郎（
平
７
）で

す
。
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松
戸
市
立
病
院
は
千
葉
県
北

西
部
、
東
京
、
埼
玉
に
接
し
た

常
磐
線
沿
線
に
あ
り
ま
す
。
６

１
３
床
の
３
次
救
急
、
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
、
地
域
周
産
期
セ

ン
タ
ー
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点

病
院
、
地
域
支
援
病
院
機
能
を

有
す
る
急
性
期
病
院
で
す
。
当

院
に
は
29
診
療
科
が
揃
っ
て
お

り
、
常
勤
医
１
０
２
名
の
体
制

で
す
。
内
科
も
一
般
的
な
も
の

だ
け
で
な
く
総
合
診
療
、
ア
レ

ル
ギ
ー
膠
原
病
、
血
液
、
化
学

療
法
内
科
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
小
児

科
、
小
児
外
科
、
新
生
児
科
の

み
な
ら
ず
、
小
児
心
臓
血
管
外

科
、
小
児
整
形
外
科
、
小
児
脳

神
経
外
科
が
あ
り
恵
ま
れ
た
環

境
で
す
。

松
戸
地
区
は
大
き
な
私
立
病

院
が
多
く
競
争
が
激
し
い
状
況

で
、
救
急
患
者
受
け
入
れ
は
年

間
３
０
０
０
件
程
度
で
す
が
、

県
境
に
あ
る
た
め
東
京
都
東
部
、

埼
玉
県
南
部
、
市
外
か
ら
３
次

救
急
患
者
も
多
数
搬
送
さ
れ
ま

す
。
当
直
体
制
は
研
修
医
の
一

般
当
直
、
内
科
系
、
外
科
系
、

小
児
科（
３
人
当
直
）、
新
生
児

科
、
産
婦
人
科
、
救
急
科
、
神

経
系
で
各
科
も
待
機
制
を
敷
い

て
い
ま
す
。

初
期
研
修
医
は
基
幹
型
14
名

（
１
学
年
）、
千
葉
大
学
と
の
協

力
型
４
名
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
応
募
し
て
く
れ
る
学
生
は

地
理
上
は
千
葉
で
も
、
東
葛
、

常
磐
線
沿
線
、
東
京
、
埼
玉
出

身
者
が
多
く
、
北
は
北
海
道
、

南
は
沖
縄
ま
で
幅
広
い
大
学
か

ら
受
験
し
て
く
れ
て
千
葉
大
学

が
多
数
派
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

研
修
医
か
ら
は
総
合
診
療
内
科
、

３
次
救
急
が
あ
る
た
め
幅
広
い

患
者
さ
ん
を
診
察
で
き
る
こ
と
、

小
児
科
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
人
気
の
よ
う
で
す
。
当

院
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

は
２
年
目
の
11
か
月
は
自
分
が

回
り
た
い
よ
う
に
組
め
る
自
由

度
が
高
い
こ
と
で
す
。
一
つ
の

科
を
長
く
回
る
こ
と
や
、
様
々

な
科
を
回
っ
て
進
路
を
決
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
研
修
医
当

直
は
３
人
体
制（
最
初
は
１
年
生

１
人
、
２
年
生
２
人
、
そ
の
後

１
年
生
２
人
、
２
年
生
１
人
）で

月
に
４
〜
５
回
の
当
直
を
多
数

の
当
直
上
級
医
に
相
談
し
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
病
院
で
し
た
が
、

２
０
１
７
年
12
月
に
現
在
地
か

ら
１
㎞
離
れ
た
千
駄
堀
に
６
０

０
床
の
新
病
院
が
開
院
し
ま
す
。

多
く
の
医
師
に
来
て
い
た
だ
け

る
よ
う
内
面
的
に
も
魅
力
あ
る

病
院
を
目
指
し
ま
す
。

最
後
に
常
勤
医
の
当
院
ゐ
の

は
な
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

内
科
：（
内
分
泌
、
代
謝
、
ア
レ

ル
ギ
ー
含
む
）：
木
村
亮（
昭
57
）、

田
代
淳（
昭
60
）、
時
永
耕
太
郎

（
昭
62
、
山
形
大
）、
海
辺
剛
志

（
名
古
屋
市
立
大
・
昭
63
）、
山

崎
健
也（
平
４
）、
松
木
彩
子（
平

20
）消
化
器
内
科
：
齋
藤
秀
一

（
平
元
）、
岡
部
真
一
郎（
平
２
）、

森
居
真
史（
平
６
）、
武

田
晋
一
郎（
平
21
院
）、

槇
田
智
生（
平
14
）、
西

川
貴
雄（
平
18
、
山
梨

大
）循
環
器
内
科
：
福
島

賢
一（
山
梨
医
大
・
平

14
）、
高
橋
秀
尚（
昭
和

大
・
平
14
）、
堀
泰
彦

（
平
21
院
）神
経
内
科
：

福
島
剛
志（
浜
松
医
大
・

平
12
）、
伊
藤
敬
志（
平

15
）、岩
井
雄
太（
平
18
）、

中
川
陽
子（
日
本
大
・
平

20
）化
学
療
法
内
科
：
五

月
女
隆（
平
２
）呼
吸
器

内
科
：
船
橋
秀
光（
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
大
・
平
６
）小

児
科
：
小
森
功
夫（
昭

57
）、鈴
木
一
広（
平
４
）、

松
本
真
輔（
平
16
）、
三

好
義
隆（
平
17
）、
岡
田

広（
平
18
）外
科
：
尾
形

章（
昭
60
）、
竹
内
男（
平

７
）、
金
子
高
明（
福
井

医
大
・
平
10
）、
三
浦
世

樹（
平
11
）、
神
谷
潤
一

郎（
平
15
）、
中
台
英
里（
平
18
）

整
形
外
科
：
品
田
良
之（
昭
58
）、

飯
田
哲（
昭
62
）、
河
本
泰
成（
福

井
医
大
・
平
２
）、
佐
野
栄（
福

井
医
大
・
平
７
）、
宮
下
智
大

（
平
11
）、
加
藤
啓（
平
16
）産
婦

人
科
：
藤
村
尚
代（
山
梨
医
大
・

平
８
）、
海
野
洋
一（
新
潟
大
・

平
９
）、
中
村
名
律
子（
平
20
）脳

神
経
外
科
：
田
巻
光
一（
鳥
取

大
・
平
４
）、
渡
邉
義
之（
日
本

医
大
・
平
15
）眼
科
：
阿
部
秀
樹

（
平
13
）、
熊
谷
健（
秋
田
大
・
平

11
）、
野
々
村
咲
子（
平
20
）耳
鼻

い
ん
こ
う
科
：
磯
山
恭
子（
平

10
）泌
尿
器
科
：
北
川
憲
一（
昭

60
）、
小
林
洋
二
郎（
平
２
）形
成

外
科
：
有
川
俊
輔（
平
16
）小
児

外
科
：
松
浦
玄（
平
11
）小
児
脳

神
経
外
科
：
宮
川
正（
浜
松
医

大
・
平
５
）新
生
児
科
：
喜
田
善

和（
昭
52
）麻
酔
科
：
萬
伸
子（
昭

54
）、
山
口
翠（
平
15
）、
長
谷
川

誠（
平
23
）

松
戸
市
立
病
院
　

病
院
長　

烏　

谷　

博　

英
（
昭
57
）

171013 ／千葉大学（医学）
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恩
師
の
武
田
敏
夫
先
生
が
去

る
９
月
12
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
念
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
が
亡

く
な
ら
れ
た
病
院
は
、
小
生
が

３
月
ま
で
勤
務
し
て
い
た
青
葉

病
院
で
あ
っ
た
た
め
、
病
院
長

の
山
本
恭
平
先
生
か
ら
朝
電
話

を
い
た
だ
き
驚
き
ま
し
た
。
武

田
先
生
は
日
頃
よ
り
、
酒
た
ば

こ
を
た
し
な
ま
ず
、
こ
げ
た
魚

も
た
べ
ず
節
制
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
長
生
き
し
て
ご
自
分
の

仕
事
を
達
成
さ
れ
た
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

武
田
先
生
は
婦
人
科
細
胞
診

の
開
拓
者
の
よ
う
な
先
生
で
、

全
国
的
に
も
ご
高
名
で
し
た
。

小
生
が
医
師
に
な
っ
て
細
胞
診

を
志
し
た
と
き
は
雲
の
上
の
よ

う
な
存
在
の
先
生
で
し
た
。
先

生
は
細
胞
診
の
み
な
ら
ず
、
千

葉
大
学
教
育
学
部
に
異
動
さ
れ

て
か
ら
は
性
教
育
の
研
究
で
多

数
の
仲
間
を
作
ら
れ
、
性
教
育

の
領
域
で
も
第
一
人
者
と
な
り
、

千
葉
県
性
感
染
症
研
究
会
に
も

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

私
は
婦
人
科
細
胞
診
の
仕
事

を
す
る
に
つ
け
、
武
田
先
生
の

指
導
を
受
け
、
学
会
発
表
の
際

に
は
毎
回
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、

い
つ
か
先
生
の
ご
指
導
を
受
け

な
く
て
も
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
先

生
は
大
学
時
代
、
英
語
の
弁
論

大
会
で
優
勝
さ
れ
た
そ
う
で
、

海
外
で
の
発
表
に
あ
た
っ
て
英

語
の
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

先
生
か
ら
は
、
細
胞
診
、
英
語

の
み
な
ら
ず
、
人
生
の
教
え
を

受
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

過
日
先
生
が
還
暦
を
迎
え
ら

れ
た
と
き
、
私
た
ち
が
お
祝
い

を
し
た
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、「
会
を
開
催
す
る
の
は
い
い

で
す
よ
、
で
も
私
は
出
席
し
ま

せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
先
生
は
他
人
の

た
め
に
は
つ
く
し
ま
す
が
、
自

分
の
た
め
に
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
ち
な
み
に
小
生
が
、
去
る

４
月
青
葉
病
院
を
辞
す
る
と
き

歓
送
会
を
お
受
け
し
た
く
な
い

と
申
し
上
げ
た
ら
、
残
さ
れ
た

人
の
た
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い

と
言
わ
れ
お
受
け
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

先
生
は
車
を
運
転
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
、
千
葉
大
医
学
部
正

門
近
く
で
タ
ク
シ
ー
を
ひ
ろ
う

た
め
道
路
に
出
て
き
て
危
険
だ

な
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
お
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
か
な
わ
ぬ
夢
と
な
り
ま
し

た
。
先
生
の
お
通
夜
に
多
数
の

参
列
者
が
来
ら
れ
、
あ
ら
た
め

て
先
生
の
偉
大
さ
を
感
じ
取
り

ま
し
た
。

先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

武
田
敏
夫
先
生
を
偲
ん
で

　

岩　

崎　

秀　

昭
（
昭
51
）

追　

悼

大
学
の
医
局
気
付
で
Ａ
4
版

の
封
書
が
届
い
て
い
た
。
差
出

人
は
茅
ヶ
崎
市
在
住
の
方
で
、

筆
者
と
面
識
は
無
い
。
開
封
す

る
と
、
ワ
ー
プ
ロ
で
打
っ
た
35

ペ
ー
ジ
程
の
冊
子
と
手
紙
が
入

っ
て
い
た
。
手
紙
に
よ
る
と
、

地
方
公
務
員
を
定
年
退
職
さ
れ

た
後
、
御
兄
弟
で
相
談
さ
れ
て

家
系
調
査
を
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
で
あ
る
。

同
封
さ
れ
た
冊
子
に
は
『
市

東
融
仙
と
コ
レ
ラ
病
新
論
』
と

題
さ
れ
て
お
り
、
母
方
の
高
祖

父
で
医
師
だ
っ
た
市し

東と
う

伊
左
衛

門（
融ゆ

う

仙せ
ん

）氏
と
そ
の
御
一
族
に

つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

融
仙
氏
は
文
化
14
年（
１
８
１

７
）現
在
の
東
金
市
川
場
で
出

生
、
こ
の
地
で
開
業
さ
れ
た
。

コ
レ
ラ
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、

明
治
15
年（
１
８
８
２
）東
京
で

コ
レ
ラ
が
流
行
っ
た
当
時
上
京

し
て
い
て
、
検
疫
局
長
土
方
久

元
に
宛
て
て
「
虎コ

列レ

刺ラ

病
ニ
付

建
白
書
」
を
提
出
し
た
。
同
16

年（
１
８
８
３
）に
は
『
コ
レ
ラ

病
新
論
』
を
著
し
て
東
京
で
出

版
し
た
が
、
そ
の
翌
明
治
17
年

11
月
に
没
し
た
。

同
封
さ
れ
た
手
紙
に
よ
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
拙
稿
「
江

戸
の
病
と
信
仰
」「
千
葉
大
学
医

学
部
前
史
」
等
を
ご
覧
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
一
つ
「
東
金
の

老
湖
先
生
」
事
吉
井
宗
元
も
同

時
代
に
東
金
で
医
業
に
携
わ
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
医
学
史
の

専
門
家
と
し
て
、
融
仙
氏
の
活

動
に
つ
い
て
ご
存
知
の
事
が
あ

れ
ば
御
教
示
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
と
い
う
依
頼
で
あ
っ

た
。冊

子
の
内
容
か
ら
、
東
金
市

で
編
纂
し
た
『
東
金
市
史
』
も

読
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
既
刊
の
書
物
に
は
記
述
が

無
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
一

つ
だ
け
心
当
た
り
が
あ
っ
た
。

千
葉
県
の
公
文
書
『
医
術
営
業

仮
鑑
札
交
付
人
名
表
明
治
九
年
』

と
い
う
名
簿
で
あ
る
。
こ
の
名

簿
の
「
鑑
札
番
号
四
一
七　

小

区
郡
名
四　

村
町
名
川
場　

市

東
伊
左
衛
門
」
と
あ
る
の
が
融

仙
氏
で
あ
る
。
こ
の
鑑
札
は
従

来
の
開
業
医
を
対
象
に
、
県
が

郡
ご
と
に
設
け
た
洋
式
医
学
の

講
習
所
で
受
講
し
、
正
式
の
開

業
許
可
が
出
さ
れ
る
ま
で
用
い

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
第
八
大
区（
山
辺
郡
）の
東
金

町
に
設
け
ら
れ
た
講
習
所
で
受

講
さ
れ
、
正
式
の
開
業
許
可
証

を
取
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
コ
レ
ラ
病
新
論
』
に
つ
い
て

は
、
亥
鼻
分
館
か
ら
刊
行
さ
れ

た
「
古
医
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
目
録
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な

い
。
明
治
初
期
千
葉
県
の
医
師

が
著
し
た
コ
レ
ラ
に
関
す
る
書

物
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

希
少
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
ら
の
事
を
記
し
て
返
事
を
差

し
上
げ
た
。

明
治
10
年（
１
８
７
７
）
東

京
・
横
浜
で
コ
レ
ラ
が
発
生
し

た
。
９
月
に
入
る
と
千
葉
県
で

も
平へ

い

郡
、
天あ

ま

羽は

郡
、
周す

准え

郡
、

望も

陀た

郡
で
発
症
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
印
旛
郡
、
葛
飾
郡
で
も

流
行
が
見
ら
れ
た
。
公
立
千
葉

病
院
の
医
師
に
は
禁
足
令
が
出

さ
れ
て
帰
省
が
禁
止
さ
れ
た
。

コ
レ
ラ
の
対
応
に
あ
た
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
ま
た
千
葉
病
院
の

医
学
校
も
休
校
と
な
り
、
各
郡

に
設
置
さ
れ
た
医
学
講
習
所
も

一
時
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

医
学
校
の
第
一
回
県
費
生
の
卒

業
も
延
期
さ
れ
た
。

こ
の
流
行
時
鴨
川
で
は
、
医

師
が
コ
レ
ラ
で
死
亡
し
た
患
者

の
「
肝
を
ひ
き
」「
井
戸
に
毒
を

投
げ
込
ん
だ
」
と
い
う
風
説
が

流
さ
れ
、
官
命
に
よ
り
同
所
で

防
疫
に
あ
た
っ
て
い
た
医
師
沼

野
玄
昌
が
、
誤
解
か
ら
地
元
民

の
暴
行
に
あ
い
、
逃
れ
よ
う
と

し
て
鴨
川
に
飛
び
込
ん
で
溺
死

す
る
と
い
う
悲
劇
が
お
こ
っ
て

い
る
。
加
わ
っ
た
暴
徒
十
数
名

が
逮
捕
さ
れ
、
千
葉
町
寒
川
の

監
獄
で
懲
役
刑
に
服
し
た
が
、

東
金
の
市
東
融
仙

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

雑
文
雑
談

獄
死
す
る
者
や
出
所
後
発
狂
す

る
者
も
出
た
と
い
う
。

こ
の
一
件
に
は
伏
線
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
橋
本
錘
爾
氏

の
『
沼
野
玄
昌
の
生
涯
』（
中
外

醫
事
新
報
１
２
７
０
號
）に
よ
る

と
、
こ
の
前
年
玄
昌
は
居
住
地

の
鍛
冶
職
人
に
金
を
渡
し
て
、

埋
葬
さ
れ
た
遺
体
を
発
掘
さ
せ

て
人
体
の
骨
格
標
本
を
作
製
し

た
。
玄
昌
は
長
狭
郡
の
医
学
講

習
所
で
講
師
を
務
め
た
際
に
こ

れ
を
供
覧
し
た
と
い
う
。
こ
の

件
で
玄
昌
は
千
葉
町
の
監
獄
に

収
監
さ
れ
た
が
、
結
局
無
罪
と

な
り
、
か
え
っ
て
職
務
に
熱
心

で
あ
る
と
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
。

「
遺
体
発
掘
事
件
」
と
い
う
。

千
葉
県
で
は
明
治
12
年（
１
８

７
９
）に
も
コ
レ
ラ
が
流
行
し

た
。
検
見
川
町
で
最
初
の
患
者

が
発
生
し
た
後
、
県
内
全
域
で

流
行
し
た
。
こ
の
時
の
流
行
で

は
、
県
内
の
罹
患
者
数
一
〇
七

五
人
、
死
者
六
九
五
人
を
数
え

た
。
県
の
記
録
に
は
現
れ
て
こ

な
い
が
当
時
玄
昌
氏
、
融
仙
氏

と
同
様
に
、
県
内
で
コ
レ
ラ
の

防
疫
・
診
療
に
携
わ
っ
た
医
師

が
多
く
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

同窓会員のご逝去に際し、弔文の掲載を

ご希望される方は、同窓会本部へ原稿を

お送り下さい。

お
詫
び
と
訂
正

１
７
３
号

31
頁

長な
が

敬お
き 

→ 

長お
さ

敬ひ
ろ

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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1
6
年
国
際
交
流
・
学
生
留
学
報
告

　

医
学
教
育
研
究
室　

医
学
部
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

　

山
内　

か
づ
代
（
平
11
）

病
院
と
街
角
の
あ
い
だ

　

─
米
国
救
急
医
療
の
現
場
か
ら
─

千
葉
大
学
医
学
部
6
年　

難
波　

俊
文

学
　
生
　
教
　
育

今
年
度
よ
り
タ
ー
ム
制
に
基
づ

く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り

ギ
ャ
ッ
プ
タ
ー
ム
が
導
入
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
の
取
組
を
更
に
推
進
し
、

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
次
世

代
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
益
々
の
充
実

化
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
医
学
部
で
は
海
外
協

定
校
と
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー

ク
シ
ッ
プ
交
換
留
学
（
千
葉
大

学
臨
床
実
習
と
の
単
位
互
換
が

可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
研
究
留

学
、
臨
床
見
学
、
サ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
を
構
築
し
、
千
葉
大

学
と
の
協
定
校
で
あ
る
米
国
・

イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
シ
カ
ゴ
校
、

ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大

学
、
韓
国
・
イ
ン
ジ
ェ
大
学
、

ド
イ
ツ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
医

学
部
附
属
病
院
シ
ャ
リ
テ
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
、
中
国
・
天

津
中
医
薬
大
学
、
タ
イ
・
マ
ヒ

ド
ン
大
学
医
学
部
附
属
シ
リ
ラ

ー
病
院
の
ほ
か
、
卒
業
生
の
主

宰
す
る
ユ
タ
大
学（
放
射
線
科
）、

ト
ロ
ン
ト
大
学（
呼
吸
器
外
科
）、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ア

ー
バ
イ
ン
校
（
移
植
外
科
）、
ボ

す
。
医
学
部
で
は
、
１
年
次
か

ら
医
学
部
在
学
中
の
留
学
を
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
含
め
た
英
語

客
観
試
験
の
実
施
と
対
策
、
実

践
に
即
し
た
英
語
に
よ
る
医
療

面
接
演
習
や
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応

能
力
の
修
得
を
必
修
授
業
に
位

置
づ
け
、臨
床
留
学
希
望
者（
４

〜
５
年
次
）
を
対
象
と
し
た
選

択
授
業
「
医
学
英
語
・
ア
ド
バ

ン
ス
ト
」
で
は
海
外
の
臨
床
実

習
参
加
を
目
標
と
し
た
模
擬
患

者
に
対
す
る
英
語
医
療
面
接
、

身
体
診
察
演
習
、
症
例
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
集
中
的

２
０
１
６
年
の
４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
、
幸
運
に
も
米
国

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る

Thomas Jefferson University

（
Ｔ
Ｊ
Ｕ
）
のEm

ergency 
Department

で
４
週
間
の
実
習

の
機
会
を
頂
い
た
。
同
科
で
は

い
わ
ゆ
る
「
北
米
型
Ｅ
Ｒ
」
形

式
で
、
年
間
11
万
人
超
の
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

実
習
で
は
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

か
ら
救
急
搬
送
ま
で
、
１
４
３

例
の
症
例
の
診
察
を
経
験
・
見

学
し
た
。
胸
痛
や
頭
痛
と
言
っ

た
様
々
な
主
訴
や
病
歴
に
対
す

る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
な
診
断
、

ト
リ
ア
ー
ジ
を
何
度
も
経
験
し

た
こ
と
で
、
注
意
し
て
問
診
・

診
察
す
べ
き
徴
候
、
い
わ
ゆ
る

red flags

を
自
然
と
身
に
付
け

ら
れ
た
。
一
方
で
、
現
地
の
医

学
生
が
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
ス
コ

ア
リ
ン
グ
を
使
い
こ
な
し
て
患

者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
適
切
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

た
点
に
衝
撃
を
受
け
た
。

ま
た
、
病
棟
と
ス
ト
リ
ー
ト

の
間
に
位
置
す
る
救
急
外
来
と

言
う
特
殊
な
環
境
に
身
を
置
い

た
こ
と
で
、
社
会
に
お
け
る
病

院
、
医
療
の
立
ち
位
置
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ

た
。
近
年
、
日
本
で
も
北
米
型

ス
ト
ン
小
児
病
院
（
脳
神
経
画

像
研
究
）
等
と
交
流
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
28
年
度
は
新
た
に

マ
ラ
ヤ
大
学
、
東
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
大
学
の
学
生
も
臨
床
実
習
生

と
し
て
受
け
入
れ
、
派
遣
32
名
、

受
入
９
名
の
交
換
留
学
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
（
11
月
現
在
）。

医
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
も

IFM
SA

（
国
際
医
学
生
連
盟
）、

AM
SA

（
ア
ジ
ア
医
学
生
連
盟
）

に
加
盟
の
学
生
が
主
体
と
な
り

学
生
国
際
会
議
へ
の
参
加
や
臨

床
実
習
を
中
心
と
し
た
積
極
的

な
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
イ
ン
ジ
ェ
大

学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、

ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大

学
の
教
育
に
携
わ
る
医
師
を
招

聘
し
医
学
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
、
多
数
の
医
師
・
教
員
・
学

生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
学
部
留
学
を
推
進
す
る
中
で

「
高
い
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
お
よ
び
「
英
語
に
よ

る
医
学
知
識
の
理
解
」
の
必
要

性
は
高
く
、客
観
試
験（TOEFL, 

USM
LE step1

等
）
を
確
実
に

ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
各
国
医
学

部
留
学
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま

に
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
し
た
本
学
学

生
は
派
遣
先
大
学
か
ら
の
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
医
学
・
医

療
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
お
よ
び
準
備
教
育
の
た
め
同

窓
会
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
千

葉
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一

翼
を
担
う
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

さ
ら
な
る
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

Ｅ
Ｒ
を
採
用
す
る
病
院
も
増
え

つ
つ
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
病
院

も
留
学
前
に
複
数
見
学
し
た
が
、

日
米
の
Ｅ
Ｒ
の
大
き
な
違
い
と

し
て
、
入
院
へ
の
敷
居
の
高
さ

が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

Ｔ
Ｊ
Ｕ
の
Ｅ
Ｒ
で
は
緊
急
疾
患

の
除
外
に
極
め
て
重
き
を
置
い

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
逆

に
重
篤
疾
患
の
可
能
性
が
あ
っ

て
も
緊
急
性
が
無
い
と
判
断
す

れ
ば
患
者
を
帰
宅
さ
せ
る
事
が

多
か
っ
た
。
日
本
の
Ｅ
Ｒ
も
目

的
や
理
念
は
同
じ
だ
が
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
は
明
ら
か
に
異
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
米

国
の
Ｅ
Ｒ
はEm

ergency 
M

e
d

ica
l 

Treatm
ent 

and A
ctive 

Labor A
ct

（EM
TALA

）

に
よ
っ
て
患
者

の
診
療
を
行
う

義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
た
め
、

医
療
保
険
の
関

係
で
一
般
の
外

来
に
掛
か
れ
な

い
貧
困
層
の
患

者
も
多
く
訪
れ

て
お
り
、
病
棟

や
一
般
外
来
の

実
習
で
は
恐
ら
く
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
、
本
当
の
「
ア
メ
リ
カ
」

を
体
感
出
来
た
と
思
う
。

筆
者
個
人
の
人
生
に
対
す
る

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、

Ｅ
Ｒ
と
言
う
絶
え
ず
多
く
の
患

者
が
訪
れ
て
は
去
っ
て
ゆ
く
環

境
に
曝
露
し
た
こ
と
で
、
逆
に
、

自
分
は
病
棟
や
外
来
で
時
間
を

掛
け
て
患
者
と
付
き
合
っ
て
い

く
仕
事
を
し
た
い
と
気
付
く
こ

と
が
出
来
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を

頂
け
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
実
現

の
た
め
に
尽
力
し
て
下
さ
っ
た

Ｔ
Ｊ
Ｕ
お
よ
び
千
葉
大
学
の
皆

様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
示
し
、

結
び
の
言
葉
と
し
た
い
。

トーマスジェファーソン大学Dr. Spandorfer招聘セミナーにて

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第174号   学 生教育 （20）

学
知
識
で
も
勉
強
不
足
を
痛
感

す
る
こ
と
も
多
く
、
特
に
リ
ス

ニ
ン
グ
力
の
不
足
に
は
悔
し
い

思
い
を
幾
度
と
な
く
し
て
き
た
。

と
も
あ
れ
、
様
々
な
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
囲
ま
れ
て
40
数
例
の

様
々
な
症
例
を
診
察
さ
せ
て
頂

い
た
経
験
は
、
私
に
と
っ
て
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
宝
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
今
回
の
留
学
に
ご

尽
力
下
さ
っ
た
イ
リ
ノ
イ
大
学
、

千
葉
大
学
医
学
教
育
研
究
室
の

先
生
方
、
学
務
係
の
皆
様
、
そ

し
て
留
学
を
許
し
て
く
れ
た
部

活
の
メ
ン
バ
ー
に
心
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
た
い
。
人
種

の
る
つ
ぼ
の
中
で
再
確
認
し
た

私
は
２
０
１
６
年
５
月
の
１

か
月
間
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学

外
科
系
集
中
治
療
室
に
て
臨
床

実
習
を
す
る
機
会
を
頂
い
た
。

イ
リ
ノ
イ
留
学
に
は
大
学
入
学

前
か
ら
興
味
が
あ
り
、
是
非
こ

の
機
会
に
米
国
の
医
学
生
と
同

じ
よ
う
に
実
習
を
行
い
、
将
来

の
糧
に
し
よ
う
と
心
に
決
め
た
。

外
科
系
集
中
治
療
室
で
の
実

習
は
朝
早
く
、
患
者
さ
ん
の
問

診
、
診
察
、
指
導
医
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ジ
デ
ン

ト
の
病
棟
管
理
の
手
伝
い
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
。

実
習
生
活
を
送
る
上
で
一
番
印

象
的
だ
っ
た
の
は
指
導
医
が
毎

週
変
わ
り
、
治
療
方
針
や
考
え

方
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
。
若
手
医
師
に
と
っ

て
は
様
々
な
指
導
医
の
知
識
、

考
え
方
を
吸
収
で
き
る
良
い
機

会
と
な
る
一
方
、
絶
対
的
な
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
指
導
医
に
は
自

分
を
客
観
的
に
評
価
し
つ
つ
、

自
己
研
鑽
に
臨
む
姿
勢
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
た
。
他
に
も

レ
ジ
デ
ン
ト
の
患
者
さ
ん
へ
の

説
明
能
力
の
高
さ
、
医
学
生
が

細
か
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
立
て

患
者
の
治
療
方
針
に
影
響
す
る

実
習
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

等
、
日
本
と
の
違
い
に
驚
く
こ

と
も
度
々
だ
っ
た
。

ペ
ニ
シ
ロ
ー
シ
ス
や
ヒ
ス
ト
プ

ラ
ズ
マ
症
な
ど
、
日
本
で
は
馴

染
み
の
な
い
も
の
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

タ
イ
で
は
翻
訳
さ
れ
て
い
な

い
教
科
書
も
多
く
医
師
は
原
本

を
使
っ
て
勉
強
し
て
い
る
た
め
、

日
本
の
医
師
よ
り
ず
っ
と
英
語

が
堪
能
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
ア
ジ
ア
の
中
で
は
医
療
先

進
国
で
あ
り
医
療
内
容
も
充
実

し
て
い
ま
し
た
が
、
貧
困
層
と

富
裕
層
の
差
は
印
象
的
で
し
た
。

シ
リ
ラ
ー
ト
病
院
の
敷
地
内
に

は
も
う
一
つPrivate Hospital

が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
富
裕
層
が

受
診
す
る
病
院
で
建
物
も
新
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
実
習

し
て
い
た
国
立
の
方
の
古
い
病

院
は
貧
困
層
や
他
病
院
か
ら
さ

じ
を
投
げ
ら
れ
た
患
者
が
多
く

受
診
す
る
と
の
こ
と
で
、
人
で

ご
っ
た
返
し
な
か
な
か
壮
観
で

し
た
。
背
部
痛
を
訴
え
る
女
性

を
診
た
先
生
に
「
彼
女
は
き
ち

ん
と
保
険
に
入
れ
な
い
く
ら
い

貧
し
い
の
で
治
療
が
限
ら
れ
る
」

と
説
明
さ
れ
た
際
は
貧
し
く
て

私
は
２
０
１
６
年
４
月
11
日

か
ら
22
日
の
２
週
間
、
マ
ヒ
ド

ン
大
学
熱
帯
医
学
・
感
染
症
科

へ
留
学
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。マ

ヒ
ド
ン
大
学
は
特
に
熱
帯

医
学
・
感
染
症
の
分
野
に
お
い

て
世
界
的
に
有
名
で
あ
り
、
ア

ジ
ア
の
医
療
と
感
染
症
の
両
方

に
興
味
が
あ
る
私
に
は
と
て
も

魅
力
的
で
し
た
。

実
習
内
容
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
重
症

患
者
ラ
ウ
ン
ド
、
フ
ェ
ロ
ー
が

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
症
例
を
皆

で
検
討
す
るM

icrobiology 
round

、
論
文
抄
読
会
、
症
例

報
告
、
そ
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
外
来
で

し
た
。
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
妊

婦
外
来
と
テ
ィ
ー
ン
外
来
が
あ

っ
た
こ
と
で
す
。
テ
ィ
ー
ン
外

来
に
は
か
な
り
多
く
の
ゲ
イ
が

来
院
し
、
お
国
柄
を
感
じ
ま
し

た
。
先
生
は
必
ず
私
に
患
者
の

感
染
発
覚
時
期
・
合
併
症
・
治

療
開
始
時
期
と
当
時
の
Ｃ
Ｄ
4

セ
ル
カ
ウ
ン
ト
・
使
っ
た
薬
剤
・

カ
ウ
ン
ト
の
推
移
を
説
明
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
合
併
症
で
は

受
け
持
た
せ
て
頂
い
た
患
者

さ
ん
へ
の
応
対
に
も
、
大
変
思

い
出
深
い
も
の
が
あ
る
。
特
に

輸
血
不
能
の
宗
教
の
ア
フ
リ
カ

系
の
患
者
さ
ん
だ
。
心
配
そ
う

な
家
族
の
方
が
見
守
る
中
、
問

診
、
身
体
診
察
を
繰
り
返
し
た

毎
日
は
自
分
に
と
っ
て
も
緊
張

の
日
々
で
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

退
室
時
に
家
族
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
頂
き
、
言
い
よ
う
の
な
い

充
実
感
が
湧
き
出
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
一
方
、
英
語
で
も
医

も
充
実
し
た
医
療
を
受
け
ら
れ

る
日
本
と
の
違
い
を
痛
感
し
ま

し
た
。

滞
在
中
に
は
タ
イ
の
正
月
に

あ
た
る
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
水
か
け
祭
り

で
、
街
を
歩
く
と
誰
し
も
が
手

当
た
り
次
第
に
水
鉄
砲
で
水
を

か
け
て
く
る
と
い
う
想
像
を
超

え
た
祭
り
で
し
た
。タ
イ
の
人
々

の
温
か
さ
、
朗
ら
か
さ
に
触
れ

る
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
充
実

し
た
滞
在
を
す
る
こ
と
が
で
き

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
留
学
に
際
し
、
医
学

教
育
研
究
室
山
内
先
生
、
学
務

の
吉
原
様
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
国

際
交
流
課
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、

JASSO

の
海
外
留
学
支
援
制
度

よ
り
奨
学
金
を
助
成
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
し
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

イ
リ
ノ
イ
大
学
外
科
系
集
中
治
療
室

千
葉
大
学
医
学
部
6
年　

西
織　

浩
信

タ
イ
王
立
マ
ヒ
ド
ン
大
学
附
属

シ
リ
ラ
ー
ト
病
院
で
の
臨
床
実
習
留
学
報
告

千
葉
大
学
医
学
部
6
年　

中
川　

優

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
、
一
人
の
医
療
者
と
し

て
人
種
、
信
条
を
越
え
て
一
人

の
患
者
さ
ん
に
向
き
合
っ
た
こ

と
。
米
国
で
の
貴
重
な
経
験
の

数
々
を
糧
に
し
て
、
今
後
も
一

層
精
進
し
た
い
と
思
う
。

写真右が筆者

写真後列右から4番目が筆者
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第
2
回
全
国
医
学
生
Ｃ
Ｐ
Ｒ
選
手
権
大
会

シ
ム
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
お
さ
か
2
0
1
6

写真右から、医学部 6 年生の難波俊文さん、
坂本真季子さん、鈴木崇浩さんが医療面接優
勝。総合 2 位の成績を収めました。

日
本
医
学
教
育
学
会
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
の
理
解
と
普
及
を
は
か
る
こ
と
及
び
医
学

生
の
臨
床
能
力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の

大
学
医
学
部
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
が
、
臨
床
実

習
で
の
学
習
の
成
果
を
３
人
１
チ
ー
ム
で
力
試

し
す
る
企
画
。

救
急
医
学
会
が
、
全
国
の
医
学
部
学

生
の
心
肺
蘇
生
法（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）　

技
能

向
上
を
目
指
し
た
企
画
で
、
地
区
予

選
を
経
て
決
勝
へ
と
競
う
大
会
。
全

国
の
医
学
生
が
集
ま
っ
て
切
磋
琢
磨

す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
心
肺

蘇
生
に
つ
い
て
考
え
、
医
学
生
自
身

が
各
地
域
で
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ
普
及
の
担
い

手
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

写真右から、医学部 5 年生の中川友貴さん、山地柚帆さ
ん、宮原杏奈さん、武内幹人さん、看護学部 2 年生の叶
雅子さんが、全国医学生CPR選手権関東大会で総合受賞
の成績を収めました。

「
こ
れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
使
う
も
の
で
す
よ
。」

と
見
せ
ら
れ
た
の
は
、
直
径
が

４
〜
５
㎜
の
穴
が
数
多
く
あ
け

ら
れ
て
い
る
細
長
い
テ
ー
プ
で

し
た
。
ま
る
で
、
手
動
オ
ル
ゴ

ー
ル
の
楽
譜
テ
ー
プ
の
よ
う
で

し
た
。
約
半
世
紀
前
の
こ
と
で

す
。
筆
者
が
医
学
生
の
時
、
工

学
部
に
在
籍
の
友
人
に
よ
り
披

露
さ
れ
た
の
で
す
。
爾
来
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
け
る
二
進
法

は
、
他
の
情
報
媒
体
を
凌
駕
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
闊
歩
す
る
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
百
科
事
典
、
地
図

帳
、
乗
り
物
時
刻
表
を
凌
駕
す

る
の
み
な
ら
ず
、
電
子
新
聞
、

テ
レ
ビ
電
話
、
写
真
・
ビ
デ
オ

機
、
等
々
の
機
能
を
手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ
に
収
納
す
る
日
常
生
活

で
す
。
筆
者
に
お
い
て
は
、
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
型
や
ノ
ー
ト
型
の

パ
ソ
コ
ン
を
殆
ど
使
用
し
な
い

状
態
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活

用
で
す
。
重
量
が
１
㎏
以
下
の

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
万

能
と
い
う
方
も
い
る
状
況
で
す
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
潮
流

の
中
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に

お
い
て
は
、
10
年
前
に
オ
ン
ラ

イ
ン
会
報
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
開
設
数
年
前
の
こ
と
で
す
。

「
先
生
、
紙
媒
体
の
ゐ
の
は
な
同

窓
会
報
は
見
ま
せ
ん
よ
。
パ
ソ

コ
ン
の
生
活
で
す
よ
。
是
非
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
く

だ
さ
い
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
た

の
で
す
。
そ
こ
で
、
２
〜
３
年

間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
開
設

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
最
重

要
な
課
題
は
、
中
身
を
ど
う
す

る
か
で
し
た
。
試
行
錯
誤
の
末
、

よ
う
や
く
現
状
に
た
ど
り
つ
い

て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
医
学
・
医
療

と
し
て
の
情
報
サ
イ
ト
の
役
割

以
外
に
も
、
会
員
諸
氏
の
み
な

ら
ず
、
一
般
の
方
々
に
も
配
慮

し
つ
つ
、
動
画
主
体
と
し
て
の

情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
３
年
ほ
ど
以
前

に
掲
載
し
て
あ
る
番
組
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
閲
覧
で
き
ま

せ
ん
が
、
徐
々
に
、
利
便
性
を

高
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

動
画
主
体
で
す
の
で
、
例
え

ば
、
著
書
の
紹
介
で
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
番
組
と
し
て
お
り
ま

す
。
著
書
へ
の
想
い
を
、
出
版

後
の
感
想
も
含
め
て
、
著
者
に

語
っ
て
も
ら
う
と
い
う
趣
向
で

す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
で
の

著
書
紹
介
と
は
、
一
味
違
え
た

紹
介
欄
で
す
。
病
院
・
医
院
・

診
療
所
の
紹
介
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
は
違
う
側
面
か
ら
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
交
え
、

医
療
活
動
の
理
念
を
紹
介
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

千
葉
日
報
記
事
と
し
て
の
紹
介

も
連
動
さ
せ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
番
組
制
作
に
あ
た
っ

て
は
、充
分
な
準
備
期
間
と
種
々

の
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す（
表

参
照
）。

で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ（Internet of 

Things

）や
Ａ
Ｉ（Artificial 

Intelligence

）の
時
代
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
報
の
今
後
に
つ
い
て

で
す
。
さ
し
あ
た
り
、
現
在
の

形
式
の
も
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
適
正
検

索
さ
れ
る
仕
組
み
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ

ン
検
索
結
果

の
ラ
ン
ク
が

ト
ッ
プ
で
あ

る
現
状
か
ら

下
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま

す
。
検
索
し

に
く
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
の

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
て
、
新
た
な
施
策
を

必
須
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

担
当
者
の
高
齢
化
も
あ
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
終
了
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の

上
で
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
に
よ
る
理
念
の
基
、
若
い
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
に
よ
る
斬
新
な

規
格
の
サ
イ
ト
が
編
み
出
さ
れ

る
こ
と
が
希
求
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
冒
頭
記
し
た
半
世
紀

前
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に
、

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学

で
は
、「
Ｍ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
よ

り
身
近
に
す
る
た
め
の
活
動
が

開
始
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
現
在
、「
先
進
技
術
を

身
近
に
す
る
」
と
の
理
念
で
、

新
た
な
探
求
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会

も
し
か
り
、
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
案
内
は
30
・

31
面
に
掲
載
）

病院・医院・診療所の紹介番組作製手順の概要
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

対象先の選定（原則、複数の推薦）
対象先へ打診（1. のステップから半年〜1年後）
対象先との打ち合わせ
録画取材
編集
校正（必要な場合、再録画あり）
最終編集
編集DVDの送付（ホームページ作製会社などへ）
オンライン会報掲載確認（必要な場合、再編集）
オンライン会報公開
千葉日報記事原稿作製
記事原稿の対象先と千葉日報社への送付
千葉日報記事の校正
千葉日報掲載

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
の
開
設
10
年
を
経
て

　

─
希
求
さ
れ
る
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
─

ゐ
の
は
な
同
窓
会　

副
会
長
　
鈴　

木　

信　

夫
（
昭
47
）

オンライン会報に
アクセスするQR
コード
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広
報
局
長 

山
田
い
づ
み

書
記
局
長 

岡
田　

晃
宏

同
副
局
長 

平
山　

悠
仁

渉
外
局
長 

糸
山　

頌
理

安
全
対
策
局
長 

黒
田　

裕
太

同
副
局
長 

篠
崎　

勇
志

保
険
傷
病
対
策
局
長

 

山
本
衣
里
奈

同
副
局
長 

大
嶋
幸
太
郎

競
技
企
画
局
長 

宇
津
野　

瞳

同
副
局
長 

田
鎖　
　

遥

式
典
企
画
局
長 

安
藤　

樹
史

同
副
局
長 

森
木　

麻
衣

エ
ン
ト
リ
ー
局
長 

大
沼　
　

愛

同
副
局
長 

助
崎
あ
き
ら

評
議
委
員
長 

武
久　

佳
央

副
評
議
委
員
長 

森
川　

真
衣

会
計
監
査
委
員 

池
澤　

奏
那

会
計
監
査
委
員 

高
橋　

達
郎

千
葉
大
学
は
第
59
回
東
医
体

の
代
表
主
管
校
と
な
り
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
報
１
６
９
号
に
て

ご
報
告
、
資
金
援
助
の
お
願
い

を
い
た
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
同
窓
会
様
よ
り
多
大
な
る

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
を
、
運
営
本
部
の
会
計

を
統
括
す
る
者
と
し
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
の
活

動
報
告
よ
り
1
年
が
す
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
夏
季
競
技
開
催

に
向
け
た
準
備
会
合
で
あ
る
第

１
回
の
定
例
会
議
、
総
合
開
会

式
の
開
催（
写
真
は
平
成
28
年
７

月
に
行
わ
れ
た
総
合
開
会
式
の

様
子
で
す
）、
ま
た
夏
季
競
技
開

催
期
間（
８
月
１
日
〜
14
日
）の

日
直
業
務
等
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
夏
季

競
技
に
お
い
て
は
大
き
な
事
故

も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
現
在
は
夏
季
大

会
の
報
告
や
運
営
に
お
け
る

様
々
な
問
題
を
話
し
合
う
第
２

回
の
定
例
会
議
の
開
催
に
向
け

準
備
中
で
す
。

私
た
ち
は
東
医
体
に
参
加
す

る
選
手
の
皆
さ
ん
の
「
縁
の
下

の
力
持
ち
」
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
で
も
そ
の
縁
の
下
に
は

さ
ら
な
る
「
縁
の
下
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
先
輩
方
が
千
葉

と
い
う
地
に
培
っ
て
き
た
「
地

縁
」
だ
と
思
い
ま
す
。
後
援
申

請
の
場
面
に
お
い
て
、
外
部
で

の
会
議
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
、「
千
葉
大
医
学
部
の
学
生

だ
か
ら
」
と
先
方
様
に
は
大
変

骨
を
折
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
輩
方
が
脈
々
と
受
け

継
ぎ
、
高
め
て
き
た
「
千
葉
大

ブ
ラ
ン
ド
」
の
力
で
あ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。
加
え
て
、「
千
葉

大
医
学
部
生
」
と
い
う
そ
の
名

に
恥
じ
ぬ
医
学
生
で
あ
ら
ね
ば
、

と
自
分
た
ち
の
背
負
う
責
任
の

重
さ
、
そ
し
て
伝
統
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
一
年
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

２
年
前
の
秋
か
ら
始
ま
っ
た

運
営
業
務
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
各
々

勉
学
や
部
活
動
を
抱
え
な
が
ら

で
は
あ
り
ま
す
が
、
次
代
に
し

っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
に
、
選
手
の
方
々
に
素
晴

ら
し
い
大
会
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て

同
窓
会
の
皆
様
に
応
援
し
た
甲

斐
が
あ
っ
た
と
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
精
一
杯
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
温

か
い
ご
支
援
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

運
営
本
部
の
メ
ン
バ
ー

運
営
本
部
長 

中
村　

俊
介

副
運
営
本
部
長 

川
西　

朗
弥

総
務
局
長 

宮
﨑　

柊
子

同
副
局
長 

西
川　

侑
成

財
務
局
長 

高
倉　

大
暉

同
副
局
長 

宇
佐
美
滉
太

 

大
澤　

健
太

学
内
情
報

優勝 準優勝 第3位 千葉大学医学部順位
硬式野球 千葉大学 東京医科大学 聖マリアンナ医科大学 優勝
準硬式野球 旭川医科大学 弘前大学 群馬大学 2回戦敗退
硬式テニス（男子） 北里大学 信州大学 東京大学 1回戦敗退
硬式テニス（女子） 横浜市立大学 慶応義塾大学 杏林大学 ベスト16
ソフトテニス（男子） 群馬大学 福島県立医科大学 弘前大学 予選リーグ5位
ソフトテニス（女子） 秋田大学 弘前大学 旭川医科大学 予選リーグ3位
卓球（男子） 東北大学 筑波大学 昭和大学 予選リーグ3位
卓球（女子） 順天堂大学 秋田大学 自治医科大学 予選リーグ4位
バレーボール（男子） 信州大学 旭川医科大学 順天堂大学 予選リーグ3位
バドミントン（男子） 旭川医科大学 山形大学 福島県立医科大学、筑波大学 2回戦敗退
バドミントン（女子） 札幌医科大学 秋田大学 岩手医科大学、福島県立医科大学 ベスト8
サッカー 千葉大学 順天堂大学 新潟大学 優勝
バスケットボール（男子） 群馬大学 新潟大学 北海道大学 3回戦敗退
バスケットボール（女子） 昭和大学 山形大学 弘前大学 ベスト8
剣道 秋田大学 聖マリアンナ医科大学 群馬大学 予選リーグ3位
空手（男子） 慶應義塾大学 獨協医科大学 札幌医科大学、自治医科大学 1回戦敗退
弓道 秋田大学 信州大学 東北大学 入賞ならず
水泳（男子） 東北大学 東京大学 慶應義塾大学 入賞ならず
水泳（女子） 東京医科大学 順天堂大学 東京女子医科大学 入賞ならず
ヨット 慶應義塾大学 東北大学 千葉大学 第3位
ゴルフ（男子） 北海道大学 慶應義塾大学 杏林大学 第9位
ゴルフ（女子） 慶應義塾大学 杏林大学 北海道大学 第7位
ラグビー 信州大学 東北大学 弘前大学 1回戦敗退

第59回　東日本医科学生総合体育大会　夏期競技結果総合ポイント
第1位 第2位 第3位 千葉大学医学部順位

慶応義塾大学 秋田大学 旭川医科大学 15位/36大学

陸上  男子800メートル準決勝進出：中村優太
ソフトテニス   男子ベスト32：花山聡紀・井上史也ペア 

女子ベスト8：小澤優・田尻有希ペア
バドミントン（女子）　 シングルス 

ベスト8：斎木彩絵　ベスト32：平高明音

ダブルス  ベスト32：斎木彩絵・加賀美聡子ペア　ベスト32：平高明音・大山真由ペア
弓道  第7位：渡辺祥伍
水泳（女子）  50m背泳ぎ第7位：吉岡桜子
ヨット  男子第3位：石原慶・林亮佑　女子第2位：中島理子・凌将登
ゴルフ  男子第12位：坂本陽介　女子第12位：村瀬摩希子

第59回　東日本医科学生総合体育大会　夏季競技結果

第
59
回
東
日
本
医
科
学
生

総
合
体
育
大
会
運
営
本
部　

活
動
報
告

　
　
　

第
59
回
東
医
体
千
葉
大
学
医
学
部
運
営
本
部

財
務
局
局
長　

高
倉　

大
暉

選手宣誓　医学部3年ラグビー部　篠崎勇志

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援
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優勝　硬式野球部
多くのOBの方の支援と皆様の声援
で優勝することができました。
来年も優勝し、連覇を達成できる
よう努力していく次第ですので、ご
支援ご声援のほどよろしくお願い
します。

第 3位　ヨット部
私達ヨット部は、江ノ島で行われた東医体で、
昨年に引き続き団体戦第3位となりました。
優勝を目指して練習してきた分、悔しさもあり
ますが、また一年チーム一丸となって練習に励
みます。
ご声援ありがとうございました。

優勝　サッカー部
昨年の 2回戦負けの悔しさを忘れずに日々の練習を積み重ねた結果優勝することができました。
来年もまた結果を残せるように部員一同精進していきたいと思います。

ご寄付のお願いと寄付金の税額控除のお知らせ
　猪之鼻奨学会は、大正4年（1915年）に創立されて以来、多くの方々からの善意の寄付金により奨学事業を実施してきております。
　平成24年 4 月 1 日「公益財団法人」として、新たにスタートした猪之鼻奨学会は、「定款」に謳いますよう、医学及び薬学の研究
を奨励することを目的として、研究事績の優秀な者に研究費の補助、そして学資の欠乏を告げた学生に学資の貸与を行ないます。 
これらの事業を遂行するために、どうか皆さまのご支援・ご協力を宜しくお願い申し上げます。
　一口5,000円ですが、ご都合により何口でも結構です。ご寄附にご賛同いただける方は下記口座にお振込みください。
　なお、「特定公益増進法人化にともなう寄付金の税額控除」に関しては、公益財団法人へ移行したことにより、本会が税制上の優
遇措置の対象となる特定公益増進法人となりました。従って、個人によるご寄付の場合、所得の40％を上限として、ご寄付金額か
ら2千円を差し引いた金額が、その年の課税所得から控除されます。法人によるご寄付の場合、一般の寄付金とは別枠で、特別損金
算入限度額まで、損金の額に算入することが認められます。
　今後とも、皆様方の一層のご指導ご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人猪之鼻奨学会　理事・評議員一同

ゆうちょ銀行 
口座番号　　00180-3-59844 
口 座 名　　公益財団法人猪之鼻奨学会 

（お問い合わせ先） 
Tel＆Fax 043-226-2059 
E­mail：ishougakukai@chiba­u.jp
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2
0
1
6
年
度
亥
鼻
祭
実
行
委
員
長

医
学
部
4
年　

宇
津
野　

瞳

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
報
告

写真パネル展示

ハッピーアワーの様子

２
０
１
６
年
11
月
５
日（
土
）亥
鼻
祭
初
日
を
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館

に
お
い
て
旧
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
真
パ
ネ
ル
の

展
示
、
各
支
部
会
誌
、
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
完

成
記
念
講
演
ビ
デ
オ
等
の
展
示
・
配
布
を
行
っ
た
。

午
後
１
時
か
ら
２
時
の
間
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
医
学
部
学
生
、
若
手
同
窓

会
会
員
、
亥
鼻
祭
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
の
Ｏ
Ｂ
達

で
同
窓
会
館
が
賑
わ
い
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
11
月
５
日（
土
）、

11
月
６
日（
日
）の
二
日
間
に
亘

り
ま
し
て
、
２
０
１
６
年
度
亥

鼻
祭
を
無
事
開
催
で
き
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
は
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

約
２
０
０
０
名
の
来
場
者
の

方
々
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
亥
鼻
祭
の
テ
ー
マ

は 

“One for all, all for one

”

と
い
た
し
ま
し
た
。
直
訳
す
る

と
、「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め

に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
学
生
間

の
結
束
は
も
と
よ
り
、
よ
り
一

層
地
域
に
根
差
し
た
学
園
祭
と

な
る
よ
う
に
、
と
の
意
味
を
込

め
ま
し
た
。

当
日
の
様
子
に
つ
い
て
で
す

が
、
記
念
講
堂
前
広
場
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
の
演
奏
や
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
出
し
物
、

部
活
ご
と
の
出
店
テ
ン
ト
で
賑

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
看
護
棟

内
で
は
今
年
も
様
々
な
企
画
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
一
番
人

気
の
身
体
ふ
し
ぎ
発
見
と
い
う

企
画
で
は
、
超
音
波
検
査
を
実

際
に
使
っ
た
実
演
や
、
ス
パ
イ

ロ
メ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
呼
吸
機

能
測
定
、
生
の
動
物
の
臓
器
を

使
っ
た
循
環
器
系
の
説
明
な
ど

を
行
い
、
よ
り
現
実
に
即
し
た

医
療
現
場
を
お
客
様
に
親
し
ん

で
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。
看
護

ノ
ス
ス
メ
企
画
で
は
看
護
学
部

の
学
生
が
日
頃
の
勉
強
の
成
果

を
ま
と
め
、
来
場
者
の
方
々
に

看
護
の
現
場
に
つ
い
て
解
説
し

て
お
り
ま
し
た
。
薬
学
部
棟
で

は
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
を
学
べ
る
応
急
救

護
体
験
ブ
ー
ス
や
、
卒
業
生
の

方
々
に
よ
る
若
手
医
療
職
の
生

の
話
を
聞
け
る
ブ
ー
ス
が
開
か

れ
て
お
り
ま
し
た
。
ど
の
企
画

も
来
場
者
で
賑
わ
い
、
日
頃
の

感
謝
を
伝
え
る
場
所
と
し
て
盛

況
し
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
の
新

規
団
体
と
し
て
、
千
葉
大
学
附

属
病
院
の
整
形
外
科（
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
周
知
活
動

の
た
め
身
体
ふ
し
ぎ
発
見
と
合

同
出
展
）、
臨
床
試
験
ア
ラ
イ
ア

ン
ス（
医
薬
品
・
医
療
機
器
開
発

に
関
す
る
啓
蒙
活
動
の
一
環
と

し
て
ブ
ー
ス
出
展
と
講
演
会
）、

な
の
は
な
お
で
か
け
く
ら
ぶ（
障

害
児
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

旨
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
）、
の
三
団

体
が
亥
鼻
祭
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
の
良
い
と
こ
ろ
は

残
し
つ
つ
、
よ
り
進
化
し
た
亥

鼻
祭
を
開
催
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
新
た
な
企
画
を
積

極
的
に
募
集
し
、
ま
す
ま
す
亥

鼻
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
亥
鼻
祭
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

同
窓
会
の
方
々
を
は
じ
め
、
地

域
の
方
々
や
保
護
者
の
方
々
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。学

生
が
日
頃
の
学
習
や
活
動

の
成
果
を
お
見
せ
し
、
皆
様
と

の
出
会
い
や
関
わ
り
を
築
く
こ

と
の
で
き
る
場
を
亥
鼻
生
全
員

で
創
り
上
げ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
の
で
、
来
年
度
も
ぜ
ひ
亥
鼻

祭
へ
お
越
し
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

亥
　
鼻
　
祭

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援
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永
き
不
在
の
後
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
、
昔
を
偲
ぶ
縁
は
殆
ど

無
く
、
僅
か
に
水
道
塔
が
遠
き

日
の
事
共
の
追
憶
を
誘
う
の
み
。

み
ん
な
、
み
ん
な
懐
か
し
い
。

若
か
り
し
日
の
仲
間
が
入
れ
替

わ
り
立
ち
替
わ
り
脳
裏
を
去
来

す
る
。

高
校
同
期
の
海
宝
雄
一
君
の

話
を
し
よ
う
。
私
共
の
高
校
は

埼
玉
県
春
日
部
高
校
。
海
宝
君

は
大
企
業
に
勤
め
て
い
た
が
、

家
業
の
病
院
を
継
ぐ
た
め
千
葉

大
学
医
学
部
に
見
事
入
学
。
な

ん
と
私
の
14
年
後
輩
に
な
っ
た
。

卒
後
直
ち
に
第
二
外
科
に
入
局
。

そ
こ
は
御
父
君
海
宝
仁
氏（
大

14
）が
研
鑽
を
積
ま
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
更
に
更
に
、
ご
長
男

海
宝
雄
人
氏（
福
島
県
医
大
・
平

６
）も
第
二
外
科
に
入
局
。
現
在

海
宝
病
院
を
継
承
。
雄
一
君
は

病
を
得
て
静
養
中
。
高
齢
で
も

あ
り
歩
行
は
い
さ
さ
か
覚
束
な

い
が
一
応
元
気
。

私
達
の
頃
は
未
だ
旧
制
高
校

に
在
っ
た
教
養
主
義
の
余
韻
が

残
っ
て
い
た
様
で
、
先
輩
達
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
勿
論
シ
ャ
ン
ソ

ン
、
タ
ン
ゴ
、
ジ
ャ
ズ
等
の
レ

コ
ー
ド
を
蒐
集
し
た
り
、
不
味

い
コ
ー
ヒ
ー
を
啜
り
な
が
ら
、

ド
イ
ツ
・
リ
ー
ト
や
イ
タ
リ
ア
・

オ
ペ
ラ
を
ガ
ナ
ッ
た
り
し
た
。

や
が
て
私
達
の
世
代
に
な
る
と

殆
ど
の
学
生
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
た
。
そ
の

内
コ
ー
ラ
ス
・
ブ
ー
ム
で
誰
も

が
ロ
シ
ア
民
謡
を
歌
っ
た
。
何

故
ロ
シ
ア
民
謡
を
？
や
は
り
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
影
響
か
？
そ
の

間
「
１
、
２
、
３
。
１
、
２
、

３
。」
と
脚
を
ド
タ
ド
タ
踏
み
鳴

ら
し
て
ダ
ン
ス
を
憶
え
、
夏
は

水
泳
、
ヨ
ッ
ト
、
登
山
。
冬
は

ス
キ
ー
。
一
年
中
テ
ニ
ス
、
囲

碁
、
麻
雀
に
明
け
暮
れ
る
。
麻

雀
と
言
え
ば
第
一
学
生
寮
で
は
、

試
験
前
に
な
る
と
決
ま
っ
て
御

開
帳
と
な
る
。
選
り
に
も
選
っ

て
そ
ん
な
時
に
な
ぜ
で
し
ょ
う

ね
。
大
ら
か
な
時
代
で
し
た
。

と
も
あ
れ
、
近
頃
の
学
生
達
は

秋
の
夜
長
を
ど
う
過
ご
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

医
者
も
需
要
と
供
給
の
経
済

原
理
に
よ
っ
て
、
減
ら
さ
れ
た

り
水
増
し
さ
れ
た
り
。
先
の
大

戦
で
国
内
の
医
者
が
軍
医
と
し

て
召
集
さ
れ
、
医
者
不
足
を
補

う
た
め
医
学
専
門
学
校
を
創
り
、

女
子
医
専
、
更
に
歯
科
医
を
教

育
し
て
医
師
と
す
る
。
や
が
て

終
戦
と
な
れ
ば
戦
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
き
た
軍
医
も
加
わ
り
、

職
に
あ
ぶ
れ
る
医
者
が
巷
に
満

ち
溢
れ
る
と
言
う
て
ん
や
わ
ん

や
の
大
騒
ぎ
。
医
専
を
新
設
大

学
に
編
成
替
え
。
国
民
皆
保
険

制
度
の
確
立
と
共
に
、
医
者
不

足
が
叫
ば
れ
「
一
県
一
医
大
構

想
」
の
掛
け
声
の
下
、
国
立
、

私
立
の
「
新
設
医
大
」
が
雨
後

の
筍
の
様
に
設
立
さ
れ
る
。
当

然
医
師
過
剰
が
起
こ
る
。
そ
こ

で
、
医
学
部
定
員
を
減
ら
す
。

卒
後
研
修
制
度
を
変
革
し
た
こ

と
か
ら
、
優
れ
た
全
人
教
育
を

担
っ
て
い
た
医
局
制
度
が
揺
ら

ぎ
、
若
手
医
師
の
都
市
遊
民
化

と
医
師
偏
在
化
で
今
度
は
医
者

不
足
。
そ
し
て
、
そ
の
土
地
に

定
着
す
る
事
を
条
件
に
、
特
別

枠
で
入
学
さ
せ
る
等
も
含
め
て

医
学
部
定
員
を
増
や
す
。
そ
れ

で
も
足
り
な
い
と
言
い
募
っ
て
、

ま
た
ぞ
ろ
医
学
部
を
新
設
。
そ

ん
な
に
医
者
を
作
っ
て
一
体
ど

う
す
る
つ
も
り
な
の
か
ね
？
医

療
費
が
膨
張
し
続
け
て
い
る
と

言
う
の
に
。

私
の
終
生
唯
一
の
誇
り
は
名

門
千
葉
大
学
医
学
部
に
学
ん
だ

事
だ
。
実
の
と
こ
ろ
は
浪
人
す

る
の
が
怖
か
っ
た
か
ら
千
葉
大

に
逃
げ
込
ん
だ
の
だ
が
。
こ
こ

に
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
く

て
、
ド
ク
タ
ー
・
コ
ー
ス
は
東

京
女
子
医
大
心
臓
血
圧
研
究
所

へ
。
こ
こ
か
ら
も
逃
げ
て
永
い

逃
避
行
の
末
に
、
東
海
道
三
島

の
宿
に
細
や
か
な
循
環
器
科
内

随
　
想

50
数
年
ぶ
り
の
ホ
ー
ム
・
カ
ミ
ン
グ（
完
）

　

新
堀　
　

茂
（
昭
38
）

医
学
部
１
階
の
階
段
を
あ
が

る
と
直
ぐ
の
踊
り
場
に
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
像
が
あ
る
。
筆
者
の

学
生
時
代
か
ら
現
存
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、
当
時
の
記
憶
は
皆

無
で
あ
る
。
コ
ス
島
は
医
学
の

父
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
誕
生
の
地
で
、

ま
た
「
医
学
の
神
」
ア
ス
ク
レ

ピ
オ
ス
の
神
殿（
ア
ス
ク
レ
ピ
エ

イ
オ
ン
）の
地
で
も
あ
り
、
医
師

で
あ
れ
ば
是
非
一
度
は
訪
れ
た

い
所
で
あ
る
。
筆
者
は
２
０
０

７
年
５
月
の
暑
い
盛
り
に
日
本

公
私
病
院
連
盟
主
催
「
ギ
リ
シ

ア
の
医
跡
を
巡
る
旅
」
に
同
行

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際

見
た
コ
ス
島
ア
ス
ク
レ
ピ
エ
イ

オ
ン
の
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓

い
』
の
儀
式
は
、
思
い
返
す
度

に
感
動
を
新
た
に
し
て
い
る
。

現
代
の
コ
ス
島
は
観
光
リ
ゾ

ー
ト
地
に
様
変
わ
り
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
本
来
は
古
代

医
術
の
首
座
を
占
め
た
島
で
あ

る
。
コ
ス
島
の
ア
ス
ク
レ
ピ
エ

イ
オ
ン
は
、
コ
ス
市
近
郊
で
島

の
丘
陵
地
帯
の
は
じ
ま
る
あ
た

り
で
、
鉱
泉
か
ら
も
さ
ほ
ど
離

れ
て
お
ら
ず
温
暖
で
健
康
に
良

い
高
台
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ

の
地
の
地
質
調
査

に
よ
る
と
、
破
砕

状
石
灰
礫
岩（
ブ

レ
ッ
シ
ア
）
が
ド

ロ
マ
イ
ト
化
し
て

お
り
、
湧
き
出
す

鉱
泉
が
ミ
ョ
ウ
バ

ン
や
石
膏
に
富
む

こ
と
が
分
か
っ
た
。

ミ
ョ
ウ
バ
ン
や
石

膏
の
主
成
分
は
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
で
あ

り
、
こ
の
泉
の
水

を
飲
め
ば
胃
腸
病

や
高
血
圧
に
効
果
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

コ
ス
島
市
内
中
心
部
の
広
場

の
一
角
に
コ
ス
考
古
学
博
物
館

が
あ
る
。
古
代
の
石
像
が
主
た

る
展
示
品
で
あ
る
が
、
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
彫
像
は
館
内
の
一
番

奥
に
あ
り
必
見
に
値
す
る
。
右

腕
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
ア
ス

ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
を
持
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
は
健
康
と
病
気
を
自

然
現
象
と
し
て
客
観
的
に
と
ら

え
、
医
術
を
魔
術
か
ら
切
り
離

し
た
。
病
気
は
体
を
構
成
す
る

４
体
液
の
不
均
衡
で
お
こ
り
、

健
康
と
な
ろ
う
と
す
る
自
然
の

力（physics

）が
あ
る
と
す
る
四

体
液
説
を
提
唱
し
た
。
プ
ロ
グ

ノ
ー
シ
ス
を
重
視
し
た
が
、
特

別
な
医
術
が
な
い
当
時
で
は
、

自
然
治
癒
で
き
る
か
ど
う
か
の

見
極
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
直
る
見
込
み
が
な
い
の
は
診
な

い
」
と
は
現
代
で
は
言
い
に
く

い
が
、〝
医
師
の
診
た
て
〟
は
尊

重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。「vita 

brevis, ars longa, occasio 
praeceps, experientia fallax, 
judicium diffi  cile

」
は
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
言
で
あ
る
。

こ
の
博
物
館
か
ら
徒
歩
で
数

分
の
と
こ
ろ
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
の
木（
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
樹
）が

あ
る（
写
真
）。
こ
の
樹
の
下
で

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
弟
子
た
ち
に

医
学
を
講
じ
た
。
日
本
で
は
こ

の
樹
の
若
木
を
医
学
者
が
持
ち

帰
り
病
院
中
庭
に
植
樹
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
、
ゐ
の
は
な
の
附

属
病
院
に
も
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
確
か
め
た
こ
と
は
な
い
。
な

お
２
０
１
６
年
11
月
実
施
の
ギ

リ
シ
ア
本
土
の
医
学
史
巡
り
に

関
し
て
は
、
次
号
ゐ
の
は
な
同

窓
会
会
報
に
報
告
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

会
員
か
ら

欧
州
医
学
史
巡
り

　

│
ギ
リ
シ
ア（
コ
ス
島
）│

　

杉
田　

克
生
（
昭
54
）

ヒポクラテスの木（プラタナスの樹）

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
。
30
年

後
の
一
昨
年
無
事
閉
院
し
て
リ

タ
イ
ア
ー
。
私
は
医
者
に
な
っ

て
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
想
う
。

特
に
千
葉
大
学
医
学
部
で
学
ん

だ
こ
と
を
最
高
の
選
択
だ
っ
た

と
。
小
市
民
的
で
、
医
学
者
は

育
っ
た
か
否
か
は
知
ら
ず
、
最

良
の
臨
床
家
を
輩
出
さ
せ
た
と

考
え
る
。
私
は
授
業
に
殆
ど
出

な
か
っ
た
し
、
た
っ
た
６
年
の

付
き
合
い
だ
け
だ
っ
た
が
、
今

で
も
心
の
故
郷
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
て
皆
様
に
お
別
れ
を
。
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第41回　ゐのはな美術展　出品作品
氏　　名 卒業年 作　　　品

1 島田　哲男 昭41 ①眠る　②眠る　③島原港（にほん丸船上より）

2 榎本　貴夫 昭47 ①鳴子温泉峡　②月宵─寳峯湖・中国─

3 石井　邦夫 昭26 ①鳥　②少女

4 吉田　克彦 平4 ①ミルフォード・サウンド

5 伊藤　　進 昭26 ①公園の一樹　②独活と椎茸　③静物・花・パン　④野菜

6 野口　眞利 昭40 ①マルセーユ　②Café Van GOGH　③モンマルトル　
④教会　⑤レストラン

7 吉川　広和 昭40 ①静物　②静物　③静物

8 川村　孝子 昭36 ①石膏像（ニヨベ）　②石膏像（トルソー）　
③ミケランジェロ「聖家族」模写

9 宮下　久夫 昭38 ①安曇野　②善光寺

10 橋本　英明 昭45 ①百合の乱舞　②三歳の七五三　
③法悦するマグダラのマリア（カラバッジョ模写）

� （順不同）

�28年度収入
　同窓会賛助金
　会員出品料�12名
　不出品料2名

合　計

200,000
300,000
10,000
510,000

�28年度支出
　会場費
　案内状・郵便・通信費等
　受付・搬入出経費

合　計

420,000
31,000
77,000
528,000

28年度会計報告

第
41
回
ゐ
の
は
な
美
術
展
開
催

�

橋
本　

英
明
（
昭
45
）

第
41
回
目
の
美
術
展
が
終
了

し
ま
し
た（
10
月
３
日
〜
９
日
）。

天
候
不
順
や
連
休
も
あ
り
ま
し

た
が
、
例
年
通
り
１
０
０
名
ほ

ど
の
来
館
者
が
あ
り
好
評
で
し

た
。
出
品
者
は
10
名
。
島
田
哲

男（
昭
41
）、
榎
本
貴
夫（
昭
47
）、

石
井
邦
夫（
昭
26
）、
吉
田
克
彦

（
平
４
）、
伊
藤
進（
昭
26
）、
野

口
眞
利（
昭
40
）、
吉
川
広
和（
昭

40
）、
川
村
孝
子（
昭
36
）、
宮
下

久
夫（
昭
38
）、
橋
本
英
明（
昭

45
）。当会

の
喫
緊
の
問
題
点
は
、

会
員
の
年
齢
が
総
じ
て
高
く
な

り
、
出
品
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
で
す
。
世
の
中
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
み
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
な
ど
犯
罪
の
形
態
も
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
書
画
歌
琴
な
ど
ア

ナ
ロ
グ
分
野
は
、
総
じ
て
若
い

世
代
に
は
人
気
が
な
い
よ
う
で

す
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
と
こ
ろ

若
い
会
員
の
参
加
が
あ
り
、
頼

も
し
い
か
ぎ
り
。
ゐ
の
は
な
美

術
展
の
特
徴
は
、
作
品
の
出
来

栄
え
よ
り
、
そ
の
展
示
会
場
に

あ
り
ま
す
。
役
者
が
地
方
で
の

公
演
よ
り
国
立
劇
場
で
や
り
た

い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、
絵

画
で
も
額
縁
や
展
示
場
所
が
価

値
を
高
め
て
く
れ
る
の
で
す
。

会
場
は
例
年
同
じ
で
、
銀
座
通

り
５
丁
目
交
差
点
か
ら
入
っ
た

銀
座
の
ど
真
ん
中
で
す
。
み
ゆ

き
通
り
に
面
し
て
お
り
、
真
向

い
は
旧
松
坂
屋
で
す
。
そ
こ
に

来
年
４
月
新
た
な
ビ
ル
が
開
業

予
定
で
す
。
ビ
ル
は
「GINZA  

SIX

」
と
命
名
さ
れ
、
ブ
ラ
ン

ド
シ
ョ
ッ
プ
が
２
４
０
店
舗
入

る
そ
う
で
す
。
ゐ
の
は
な
美
術

展
は
同
窓
会
か
ら
協
賛
を
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
当
会
は
母
校

の
江
戸
屋
敷
と
し
て
の
役
目
も

果
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
東
京
に
隣
接
し
な
が
ら
も
、

千
葉
の
袋
小
路
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
、
流
通
を
悪
く
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
都
心
に
は
、

宮
崎
館
や
、
熊
本
館
な
ど
出
先

機
関
が
地
方
大
名
屋
敷
の
様
に

集
ま
り
、
ま
た
丸
ビ
ル
の
中
に

も
地
方
の
寺
社
や
、
私
大
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
千
葉
県
の
空
の
玄

関
は
成
田
、
海
は
木
更
津
、
陸

の
玄
関
は
『
銀
座
』
で
す
。「
ゐ

の
は
な
美
術
展
」
は
、
小
さ
な

東
京
の
玄
関
、
間
口
を
大
き
く

す
る
に
は
、
多
く
の
来
場
者
が

必
要
で
す
。
皆
様
方
も
買
い
物

が
て
ら
、
展
示
会
場
に
お
立
ち

寄
り
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
次
回
、
第
42
回
美
術
展

は
、
平
成
29
年
9
月
25
日（
月
）

〜
10
月
1
日（
日
）の
予
定
で
す
。

入
会
希
望
の
方
は
橋
本
ま
で
。

幹
事

宮
下
久
夫（
昭
38
）、
野
口
眞
利

（
昭
40
）、
島
田
哲
男（
昭
41
）、

橋
本
英
明（
昭
45
）

神奈川ゐのはな会
平成28年　27号

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援
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千
葉
大
学
医
学
部
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
歴
史
は
大

正
時
代
に
遡
る
と
先
輩
達
か
ら

伺
っ
て
お
り
、
千
葉
大
学
医
学

部
の
教
員
や
附
属
病
院
の
医
師

に
も
Ｏ
Ｂ
達
が
数
多
く
お
ら
れ

ま
す
。
現
在
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
23

名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
12
名
の
合

計
35
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
火
曜
日
に
18
時
半
か
ら

西
千
葉
体
育
館
、
木
曜
日
は
18

時
か
ら
、
土
曜
日
は
10
時
半
か

ら
亥
鼻
体
育
館
で
行
っ
て
お
り
、

合
計
週
に
３
日
間
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
週
末
に
練
習
試
合
や

大
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

５
月
頃
開
催
さ
れ
る
関
東
の

医
歯
薬
系
大
学
で
行
う
春
大
会
、

７
月
に
関
東
近
辺
の
国
立
大
学

６
校
で
行
っ
て
い
る
関
甲
信
大

会（
定
期
戦
）、
８
月
の
東
日
本

医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
、
10

月
に
行
う
秋
大
会
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
６
年
度
は
春

大
会
、
東
医
体
と
も
に
３
回
戦

敗
退
、
関
甲
信
大
会
は
準
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
筑
波
大
学
医
学
部
と
浜
松
医

科
大
学
と
は
当
部
の
Ｏ
Ｂ
が
教

授
で
着
任
し
た
こ
と
か
ら
定
期

戦
が
始
ま
り
、
現
在
も
続
い
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
大
会
と
は
別

に
、
毎
年
12
月
の
納
会
、
３
月

の
卒
業
生
部
員
の
た
め
の
追
い

出
し
コ
ン
パ
、
５
月
の
新
入
部

員
の
た
め
の
新
歓
コ
ン
パ
で
は
、

Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
に
ご
足
労
頂
き
、

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
と
現
役
部
員
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
楽
し
く
試
合
を

行
い
、
Ｏ
Ｂ
と
も
親
し
く
交
流

し
て
お
り
ま
す
。
部
員
の
中
に

は
小
学
校
か
ら
バ
ス
ケ
を
し
て

い
る
人
も
い
れ
ば
、
大
学
で
バ

ス
ケ
を
始
め
た
人
も
い
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
は
、
医
学
部
、

薬
学
部
、
看
護
学
部
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
お
り
、

学
部
、
学
年
の
垣
根
を
超
え
、

試
合
に
勝
ち
、
大
会
で
良
い
成

績
を
残
せ
る
よ
う
に
日
々
一
丸

と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
温

か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
役
員

主
将　

足
立　

広
祐（
医
４
）

副
将　

池
間　

俊
輔（
医
３
）

渉
外　

山
内　

麻
央（
医
３
）

会
計　

大
橋　

拓
也（
医
４
）

医
看
薬
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
１
９
９
７
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
私
が
入
部
し
た
当
初

は
医
学
部
と
看
護
学
部
の
部
員

し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２

０
１
５
年
か
ら
は
薬
学
部
の
勧

誘
も
始
め
、
現
在
は
医
学
部
、

看
護
学
部
、
薬
学
部
の
３
学
部

あ
わ
せ
て
25
人
の
部
員
が
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
基
本
的
に
、
月
曜
、

水
曜
の
夜
と
土
曜
の
朝
の
週
３

回
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

医
学
部
4
年　

主
将　

足
立　

広
祐

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

で
行
っ
て
い
ま
す
。
日
曜
日
に

大
会
に
出
場
し
た
り
、
他
大
学

と
練
習
試
合
を
組
ん
だ
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
中
学
校

か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て

い
る
部
員
が
い
る
一
方
で
、
大

学
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め

た
部
員
も
お
り
、
部
員
同
士
で

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
い
な
が
ら

日
々
切
磋
琢
磨
し
て
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
練
習
量

は
週
３
回
な
の
で
多
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
集
中
し
て
練
習
を
し
、

学
生
の
本
分
で
あ
る
学
業
に
も

き
ち
ん
と
取
り
組
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
練
習
後
な
ど
に

自
主
的
に
練
習
す
る
部
員
も
お

り
、
部
活
動
と
学
業
ど
ち
ら
も

両
立
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
で
す
。

１
年
間
で
出
場
す
る
大
会
は
、

医
科
リ
ー
グ
と
医
歯
薬
リ
ー
グ

で
す
。
春
季
と
秋
季
に
そ
れ
ぞ

れ
年
２
回
開
催
さ
れ
る
た
め
、

年
に
４
回
大
会
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
現
在
医
学
部
の
部
員
数

が
少
な
く
、
医
科
リ
ー
グ
に
は

オ
ー
プ
ン
参
加
し
て
い
る
た
め
、

医
歯
薬
リ
ー
グ
を
中
心
に
チ
ー

ム
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
の
秋
季
大
会
、
今
年
度

の
春
季
大
会
で
は
い
ず
れ
も
準

優
勝
と
い
う
結
果
で
着
実
に
力

を
つ
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
秋

季
は
創
部
初
と
な
る
優
勝
を
目

指
し
、
現
在
練
習
を
積
ん
で
い

ま
す
。

こ
う
し
て
日
々
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
の
ご
支

援
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
役
員

主
将　

亀
田　
　

静

主
務　

栗
原　

菜
摘

会
計　

町
田　

彩
乃

医
看
薬
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

医
学
部
3
年　

主
将　

亀
田　

静平成28年度秋季医科リーグ

平成28年7月18日関甲信大会準優勝
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１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）卒

業
組
は
入
学
時
が
60
年
安
保
で

イ
ン
タ
ー
ン
終
了
後
の
国
家
試

験
を
ク
ラ
ス
の
大
半
が
ボ
イ
コ

ッ
ト
し
た
学
年
で
あ
る（
そ
の
経

過
の
一
端
は
こ
の
本
の
１
１
７

〜
１
１
９
頁
で
触
れ
て
い
る
）。

秋
の
国
家
試
験
を
経
て
そ
れ
ぞ

れ
の
道
へ
進
ん
だ
わ
け
だ
が
、

政
治
の
季
節
を
体
験
し
た
私
に

は
医
療
と
社
会
と
の
関
連
が
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
活
動
な
ど
を
通
し
て

知
っ
た
民
医
連（
民
主
医
療
機
関

連
合
会
）が
全
国
で
展
開
し
て
い

る
医
療
運
動
に
共
感
を
持
っ
た
。

そ
れ
は
普
通
の
新
卒
医
師
が
た

ど
る
道
と
は
違
う
も
の
だ
が
、

そ
の
理
念
と
実
践
に
は
ロ
マ
ン

が
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
50
年
、
め
で
た
く

後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
節
目
に

中
山
恒
明
先
生
が
昭
和
40
年

１
月
に
東
京
女
子
医
科
大
学
に

客
員
教
授
と
し
て
移
ら
れ
、
そ

こ
で
消
化
器
病
に
特
化
し
た
診

療
施
設
と
し
て
の
消
化
器
病
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
、
そ
の
中
で

医
学
部
卒
業
後
の
本
格
的
臨
床

医
療
研
修
と
し
て
の
医
療
練
士

制
度
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
私

は
卒
業
後
11
名
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
一
緒
に
外
科
医
療
練
士
研

修
生
の
３
期
生
と
し
て
消
化
器

病
セ
ン
タ
ー
に
入
局
し
ま
し
た
。

当
時
す
で
に
１
期
生
と
し
て
２

名
、
２
期
生
と
し
て
５
名
の
先

輩
が
入
局
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
中
山
先

生
と
同
時
に
第
二
外
科
よ
り
羽

生
富
士
夫
先
生
が
時
限
助
手
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
引
き

続
い
て
遠
藤
光
夫
、
小
林
誠
一

郎
、
岩
塚
迪
雄
、
浜
野
恭
一
、

御
子
柴
幸
男
、
鈴
木
博
孝
、
山

田
明
義
、
鈴
木
茂
、
中
村
光
司
、

そ
の
他
総
勢
23
名
の
先
輩
が
所

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

自
ら
の
軌
跡
を
ま
と
め
て
お
き

た
い
と
思
っ
た
。
民
医
連
の
理

念
と
実
践
は
後
輩
た
ち
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
が
、
50
年
前
と

比
べ
れ
ば
、
医
療
を
患
者
の
立

場
に
立
っ
て
創
り
上
げ
て
い
こ

う
と
す
る
医
療
界
全
体
の
動
き

は
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で
は
公

立
、
私
立
を
問
わ
ず
努
力
工
夫

が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
で
、
医
学

の
進
歩
に
裏
付
け
ら
れ
た
良
い

医
療（
介
護
）が
国
民
に
提
供
さ

れ
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
様
々

な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
論
を
待

た
な
い
が
、
国
民
皆
保
険
の
崩

壊
だ
け
は
許
さ
れ
な
い
。
今
こ

そ
医
療
者
に
は
患
者
・
国
民
と

手
を
結
ん
で
医
療
の
現
場
を
守

り
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の

発
言
と
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。町

の
片
隅
で
の
一
臨
床
医
の

実
績
を
ま
と
め
て
み
た
の
も
こ

ん
な
思
い
か
ら
で
あ
る
。

属
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
内
科
医

と
し
て
名
尾
良
憲
先
生
を
筆
頭

に
、
小
幡
裕
、
林
直
諒
、
久
満

董
樹
が
所
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
開
院
後
は
多
く
の
第
二
外

科
同
門
の
先
生
方
に
外
部
よ
り

大
き
な
支
援
を
頂
き
セ
ン
タ
ー

は
す
ぐ
に
満
床
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
初
の
医
局
員

は
大
部
分
千
葉
大
学
出
身
者
で

あ
り
ま
し
た
が
数
年
後
に
は
当

時
日
本
の
80
医
科
大
学
の
内
79

医
科
大
学
の
出
身
者
が
医
療
練

士
研
修
生
と
し
て
所
属
す
る
と

い
う
他
の
施
設
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
混
成
部
隊
の
様
相

を
呈
し
て
来
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
様
々
な
大
学
の
出
身
者
で

中
山
先
生
の
目
指
し
た
理
想
の

医
療
施
設
を
作
り
上
げ
る
に
は
、

医
療
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

が
同
じ
方
向
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
中
山
先

生
は
何
度
も
折
に
ふ
れ
セ
ン
タ

ー
に
於
け
る
医
療
の
あ
り
方
、

患
者
さ
ん
と
の
対
応
、
医
療
安

全
、
そ
の
他
単
に
診
療
技
術
だ

け
で
は
な
く
様
々
な
医
療
全
般

の
事
項
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
、

医
局
員
が
共
通
認
識
を
も
っ
て

花
井　

透（
昭
41
）
著

患
者
の
立
場
に
立
つ

良
い
医
療
を
求
め
て

　

│
臨
床
医
の
軌
跡
Ⅰ
│

光
陽
出
版
社花

井　

透
（
昭
41
）

高
崎　

健（
昭
42
）
日
本
医
療
学
会
編

鬼
手
仏
心

　

│
世
紀
の
外
科
医
・
中
山
恒
明
の
教
書
│

日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
開
発　

定
価
２
₀
₀
₀
円
（
税
別
）　

高
崎　

健
（
昭
42
）

臨
床
に
当
た
る
よ
う
に
と
考
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の

様
々
な
お
話
を
今
回
本
書
に
書

き
留
め
ま
し
た
。

私
た
ち
が
多
く
の
先
輩
か
ら

教
え
て
い
た
だ
い
た
事
柄
を
含

め
、
中
山
流
の
医
療
の
方
法
、

考
え
方
を
中
山
教
書（
バ
イ
ブ

ル
）と
し
て
今
後
に
書
き
継
い
で

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
是
非
御
一
読
頂

き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

千葉大学ゐのはな同窓会会員の皆様へ

「会員総合補償制度」 のご案内
保険期間：平成２８年３月１日午後４時～平成２９年３月１日午後４時（中途加入随時受付）

４つの安心 で、先生方を しっかりサポート
万一の

医療事故
を補償

働けなくなった時の

収入
を補償

万一の

がん･病気
を補償

日常生活のケガ
を補償

地震によるケガも補償！

団体割引適用

この広告は勤務医師賠償責任保険、フルガード保険特約付帯普通傷害保険、所得補償保険、団体長期障害所得補償保険、がん保険(1年契約用)、医療保険(1年契約用)の
概要についてご紹介したものです。保険の内容はパンフレットでご確認ください。また、ご加入に当たっては、必ず重要事項説明をよくお読みください。詳細は団体代
表者の方にお渡ししてあります保険約款および協定書によりますが、ご不明な点は取扱代理店または引受保険会社へお尋ねください。 2016年7月 16-T15302

※パンフレット等資料のご請求やお申込みは、下記取扱代理店まで電話またはメールにてご連絡ください。

（担当課）医療・福祉法人部法人第一課
Tel: 03-3515-4143（平日9:00～17:00）

【引受保険会社】

【お問合せ先・取扱代理店】

PIONEER 株式会社パイオニア
Tel: 0120-36-8442 （平日8:30～17:45）
http://www.pioneerltd.com/
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オンライン会報案内 
http://www.inohana.jp/online/index.html

　オンライン会報は、開設以来10年以上を経ており、掲載動画数は288番組（2016年10月末現在）となっております。番組制
作にあたりご協力いただいた方々は、以下の通りです。なお、氏名一覧も含めて、オンライン会報総合索引を作成中ですの
でお待ちください。今後も多くの方々の参加により、種々の情報を提供しますので、ご協力の程、お願い致します。

氏名 カテゴリー 掲載日
あ行
赤星健二 インタビュー 2012.8.15
秋葉哲生 同窓会員経営病院紹介 2013.6.2
秋葉哲生 生涯学習講座 2013.10.28
秋葉哲生 インタビュー 2011.4.27
浅野克則 都道府県医師対策 2009.11.16
浅野　誠 同窓会員経営病院紹介 2014.11.27
旭　俊臣 生涯学習講座 2012.5.7
東　昌広 インタビュー 2015.6.30
安達惠美子 生涯学習講座 2011.9.8
五十嵐辰男 生涯学習講座 2015.10.22
五十嵐辰男 インタビュー 2012.8.15
五十嵐辰男 キャンパス便り 2016.8.9
猪狩英俊 生涯学習講座 2011.11.14
生坂政臣 生涯学習講座 2012.8.28
生坂政臣 生涯学習講座 2015.6.15
池田黎太郎 生涯学習講座 2012.12.19
池田黎太郎 インタビュー 2012.3.21
井坂茂夫 病院紹介 2012.2.21
井坂茂夫 病院紹介 2010.3.10
石井正人 生涯学習講座 2012.10.3
石井正人 オンライン書庫 2012.10.3
石川詔雄 病院紹介 2011.7.13
石川みゆき 病院紹介 2011.4.27
石出猛史 インタビュー 2011.4.27
石和田稔彦 インタビュー 2013.12.24
伊丹　純 インタビュー 2012.10.22
伊藤賢司 生涯学習講座 2013.11.11
伊藤賢司 インタビュー 2013.11.11
伊藤公一 生涯学習講座 2013.10.28
伊藤達雄 病院紹介 2010.9.10
伊藤晴夫 生涯学習講座 2010.8.6
伊藤晴夫 インタビュー 2016.6.27
伊藤晴夫 インタビュー 2012.8.15
伊藤晴夫 インタビュー 2012.4.25
伊藤晴夫 インタビュー 2008.5.23
伊藤晴夫 国際交流 2012.8.15
伊藤晴夫 国際交流 2012.6.19
伊藤晴夫 オンライン書庫 2016.6.20
伊藤晴夫 オンライン書庫 2014.7.30
伊藤晴夫 同窓会 2015.1.5
伊藤晴夫 同窓会 2014.4.22
伊藤晴夫 同窓会 2013.3.12
伊藤晴夫 同窓会 2011.3.18
伊藤　博 病院紹介 2009.6.19
伊藤雅昭 生涯学習講座 2013.7.29
稲葉憲之 病院紹介 2011.7.13

オンライン会報氏名索引

氏名 カテゴリー 掲載日
稲葉憲之 生涯学習講座 2015.10.30
井原鉄二郎 生涯学習講座 2015.6.15
岩倉弘毅 同窓会員経営病院紹介 2010.12.27
岩倉孝雄 同窓会員経営病院紹介 2010.12.27
岩永光巨 キャンパス便り 2013.3.12
岩破一博 生涯学習講座 2015.10.22
上田源次郎 病院紹介 2014.11.4
上田源次郎 同窓会 2014.11.14
植田　健 生涯学習講座 2011.6.24
氏　建人 求人 2014.10.16
宇野　隆 生涯学習講座 2015.6.15
梅田　開 キャンパス便り 2015.10.26
潤間励子 キャンパス便り 2010.12.27
海野広道 求人 2013.8.7
遠藤英樹 都道府県医師対策 2010.11.12
大岩孝司 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
大岩孝司 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
大岩孝司 オンライン書庫 2014.12.4
大久保和明 病院紹介 2010.12.27
大島伸一 生涯学習講座 2012.8.15
大場敏明 同窓会員経営病院紹介 2013.10.28
大場敏明 同窓会員経営病院紹介 2008.1.11
大森裕子 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
小笠原真澄 都道府県医師対策 2010.11.12
岡田順子 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
岡田美帆 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
岡野光夫 生涯学習講座 2013.10.28
岡本和久 病院紹介 2010.7.27
小川富雄 生涯学習講座 2012.6.19
奥井勝二 生涯学習講座 2010.6.4
奥川忠博 インタビュー 2008.1.11
奥村滋夫 インタビュー 2009.12.17
小澤　俊　 病院紹介 2009.1.8
織田成人 生涯学習講座 2014.9.1
織田成人 生涯学習講座 2013.3.12
織田成人 生涯学習講座 2009.3.3
小野亮平 キャンパス便り 2013.10.15
小畑吉弘 インタビュー 2015.6.30
小俣政男 病院紹介 2011.4.27 
か行
加濃正明 生涯学習講座 2012.7.24
神山一郎 同窓会員経営病院紹介 2011.2.4
亀井克彦 キャンパス便り 2012.1.10
亀田隆明 病院紹介 2010.5.7
川平　洋 生涯学習講座 2013.3.12
紀　仲秋 国際交流 2012.11.13
菊地紀夫 求人 2013.8.7

氏名 カテゴリー 掲載日
菊地紀夫 同窓会 2013.8.19
喜多和子 生涯学習講座 2011.12.6
北川定謙 インタビュー 2016.5.20
北田光一 生涯学習講座 2012.3.21
木村定雄 生涯学習講座 2014.3.7
金　　弘 病院紹介 2009.1.8
熊谷信夫 都道府県医師対策 2009.11.16
久米田茂喜 都道府県医師対策 2009.11.16
栗生　明 インタビュー 2010.1.22
栗生　明 キャンパス便り 2010.8.20
黒木春郎 同窓会員経営病院紹介 2013.12.4
桑島昭文 都道府県医師対策 2009.11.16
桑原　聡 キャンパス便り 2012.8.15
河内文雄 同窓会員経営病院紹介 2013.10.28
河内文雄 生涯学習講座 2014.7.25
河野陽一 病院紹介 2009.7.8
河野陽一 生涯学習講座 2013.4.8
小林欣夫 生涯学習講座 2012.8.28
小松寛治 病院紹介 2011.4.27
小松尚也 病院紹介 2015.5.7
近藤昭彦 生涯学習講座 2012.6.19
近藤福雄 インタビュー 2015.11.12
今野　宏 生涯学習講座 2011.2.15
さ行
齊藤　崇 都道府県医師対策 2010.11.12
斎藤孝喜 病院紹介 2011.4.27
齋藤豊一 生涯学習講座 2013.7.29
斉藤　博 都道府県医師対策 2009.11.16
佐伯直勝 生涯学習講座 2013.7.29
三枝一雄 同窓会員経営病院紹介 2013.5.10
三枝奈芳紀 同窓会員経営病院紹介 2013.5.10
早乙女勇 オンライン書庫
堺　常雄 インタビュー 2016.6.20
迫田直治 病院紹介 2009.7.3
佐藤壹三 同窓会員経営病院紹介 2013.7.29
佐藤壹三 生涯学習講座 2013.7.29
佐藤一男 国際交流 2012.6.19
佐藤兼重 生涯学習講座 2012.6.19
佐藤武幸 生涯学習講座 2009.5.15
佐藤武幸 同窓会員経営病院紹介 2015.5.20
佐藤武幸 インタビュー 2014.2.27
篠塚　規 生涯学習講座 2012.6.19
篠宮正樹 生涯学習講 2013.3.12
篠宮正樹 オンライン書庫 2012.9.27
篠宮正樹 生涯学習講座 2014.7.25
下山直人 インタビュー 2013.6.25
東海林　豊 求人 2014.10.16
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氏名 カテゴリー 掲載日
東海林　誠 都道府県医師対策 2010.11.12
生水真紀夫 生涯学習講座 2013.11.11
生水真紀夫 生涯学習講座 2011.8.15
生水真紀夫 インタビュー 2011.8.15
生水真紀夫 生涯学習講座 2016.8.9
白澤卓二 生涯学習講座 2012.10.22
白澤　浩 生涯学習講座 2014.3.31
白鳥敬子 インタビュー 2010.7.23
菅野　勇 病院紹介 2009.7.16
菅谷　滋 生涯学習講座 2012.10.3
菅谷　茂 生涯学習講座 2012.6.19
菅谷　茂 キャンパス便り 2012.1.10
杉岡充爾 同窓会員経営病院紹介 2014.12.16
杉田克生 生涯学習講座 2010.7.27
杉田克生 生涯学習講座 2015.6.15
杉田克生 同窓会 2014.11.14
杉田克生 国際交流 2014.12.26
杉田克生 国際交流 2013.11.27
鈴木啓悦 生涯学習講座 2010.7.27
鈴木喜代子 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
鈴木喜代子 オンライン書庫 2014.12.4
鈴木信夫 生涯学習講座 2012.6.19
鈴木信夫 生涯学習講座 2012.6.19
鈴木信夫 生涯学習講座 2011.12.16
鈴木信夫 オンライン書庫 2012.1.10
鈴木信夫 キャンパス便り 2012.4.25
鈴木信夫 生涯学習講座 2015.2.17
鈴木信夫 インタビュー 2015.6.30
鈴木弘樹 キャンパス便り 2010.8.20
鈴木洋文 病院紹介 2011.7.13
鈴木　守 インタビュー 2008.5.23
鈴木　守 インタビュー 2015.8.21
鈴木良一 同窓会員経営病院紹介 2013.5.10
諏訪敏一 病院紹介 2009.6.19
諏訪敏一 生涯学習講座 2010.6.4
関根裕司 インタビュー 2014.11.14
相馬孝博 生涯学習講座 2013.10.28
た行
高岡昇太 生涯学習講座 2013.11.11
高木　剛 生涯学習講座 2013.3.12
高田俊彦 生涯学習講座 2012.8.28
高橋和久 生涯学習講座 2013.10.1
高橋和久 生涯学習講座 2016.3.22
高橋　誠 求人 2015.08.21
高橋　誠 病院紹介 2009.5.27
高林克日己 キャンパス便り 2012.8.15
高林克日己 生涯学習講座 2015.4.17
高原善治 病院紹介 2009.10.27
高見澤裕吉 生涯学習講座 2016.8.9
滝口裕一 生涯学習講座 2009.12.2
橘　正道 インタビュー 2011.4.27
橘　正道 生涯学習講座 2015.9.15
巽浩一郎 生涯学習講座 2011.11.14
田中宏一 生涯学習講座 2011.8.15
田中健史 生涯学習講座 2011.12.6
田邊政裕 インタビュー 2011.12.6
田邊政裕 生涯学習講座 2014.3.17

氏名 カテゴリー 掲載日
千見寺ひろみ 生涯学習講座 2015.10.22
千葉彌幸 生涯学習講座 2011.9.8
Zhang Sho Feng 国際交流 2012.8.15
円谷　彰 生涯学習講座 2013.10.28
出沢　明 生涯学習講座 2011.11.2
寺澤捷年 生涯学習講座 2009.7.3
堂垂伸治 同窓会員経営病院紹介 2013.12.4
徳久剛史 生涯学習講座 2014.7.25
徳久剛史 キャンパス便り 2014.7.25
年森清隆 生涯学習講座 2015.4.17
栃木直文 インタビュー 2008.1.11
鳥海　宏 都道府県医師対策 2009.11.16
な行
内藤　威 都道府県医師対策 2009.11.16
永井蓉子 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
長尾啓一 キャンパス便り 2010.12.27
中尾洋平 病院紹介 2010.7.27
中郡聡夫 インタビュー 2010.12.27
中島伸之 生涯学習講座 2010.6.4
中田瑛浩 病院紹介 2009.7.3
中田　暁 キャンパス便り 2010.12.27
永田慎一 都道府県医師対策 2010.11.12
永野俊雄 生涯学習講座 2012.7.24
中野義澄 同窓会員経営病院紹介 2013.7.29
中野義澄 同窓会 2013.8.19
中村正明 都道府県医師対策 2010.11.12
中村眞人 生涯学習講座 2013.11.11
中谷晴昭 生涯学習講座 2015.4.17
中山俊憲 キャンパス便り 2015.10.22
並木隆雄 生涯学習講座 2013.10.28
縄野　繁 生涯学習講座 2013.10.28
西野　卓 生涯学習講座 2012.4.25
野村知弘 同窓会員経営病院紹介 2014.7.25
野村文夫 生涯学習講座 2015.4.17
野本正嗣 同窓会 2014.11.14
は行
長谷　理 インタビュー 2009.12.17
長谷川敏彦 インタビュー 2010.12.27
畠山順子 生涯学習講座 2015.10.22
服部孝道 同窓会員経営病院紹介 2012.8.15
原田順和 都道府県医師対策 2009.11.16
原野和芳 病院紹介 2009.7.3
樋口誠太郎 インタビュー 2011.4.27
平澤博之 生涯学習講座 2014.9.1
平田豊明 生涯学習講座 2015.1.16
平野智久 同窓会員経営病院紹介 2015.6.17
平林直次 生涯学習講座 2015.1.16
廣島健三 生涯学習講座 2014.7.30
深尾　立 病院紹介 2009.10.27
福岡裕晃 キャンパス便り 2013.3.12
福田誠二 インタビュー 2011.12.6
福永知義 インタビュー 2009.12.17
藤川文子 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
藤谷　登 クラス会・他大学等 2011.2.23
藤森宗徳 生涯学習講座 2011.9.8
古瀬直子 生涯学習講座 2012.7.21
古田多真美 同窓会員経営病院紹介 2013.7.29

氏名 カテゴリー 掲載日
本間　順 都道府県医師対策 2009.11.16
ま行
前田尚武 都道府県医師対策 2009.11.16
牧野裕子 同窓会員経営病院紹介 2011.11.14
町田　基 キャンパス便り 2010.12.27
松井宣夫 インタビュー 2012.1.10
松永正訓 オンライン書庫 2016.3.22
松原久裕 生涯学習講座 2012.11.13
松本　 同窓会 2012.1.18
松村　凱 キャンパス便り 2014.10.24
三浦信之 同窓会員経営病院紹介 2012.11.13
三浦信之 同窓会員経営病院紹介 2008.9.11
三浦正義 キャンパス便り 2013.10.1
三浦正義 同窓会員経営病院紹介 2013.12.24
溝口史剛 生涯学習講座 2013.11.11
三束武司 インタビュー 2015.8.28
宮崎　勝 病院紹介 2011.8.26
宮崎　勝 生涯学習講座 2010.6.4
宮崎　勝 生涯学習講座 2009.3.3
Mei Dong 国際交流 2012.6.19
本山直樹 生涯学習講座 2010.2.2
森　順子 同窓会員経営病院紹介 2010.12.27
森　千里 キャンパス便り 2012.10.22
森田（石井）弘之 同窓会員経営病院紹介 2011.8.26
森　照男 同窓会員経営病院紹介 2010.12.27
守屋秀繁 インタビュー 2012.2.21
森山紀之 インタビュー 2008.1.11
や行
八木久子 求人 2013.8.7
矢島鉄也 インタビュー 2012.11.13
安田敏行 同窓会員経営病院紹介 2014.7.25
山内保則 求人 2013.8.7
山浦　晶 生涯学習講座 2013.7.29
山岡賢二 国際交流 2012.6.19
山下洋一郎 生涯学習講座 2010.9.6
山田慎一 同窓会員経営病院紹介 2013.12.24
山本修一 生涯学習講座 2011.9.8
山本修一 キャンパス便り 2015.10.22
山森秀夫 病院紹介 2009.7.16
横須賀收 生涯学習講座 2011.5.10
横須賀收 生涯学習講座 2016.5.20
横手幸太郎 生涯学習講座 2012.8.28
横手幸太郎 キャンパス便り 2012.8.15
横手幸太郎 生涯学習講座 2014.3.31
吉田英生 生涯学習講座 2010.11.16
吉田政高 生涯学習講座 2011.12.6
吉田政高 国際交流 2012.6.19
吉野一郎 生涯学習講座 2011.8.15
吉原俊雄 病院紹介 2009.5.14
わ行
渡辺和明 病院紹介 2012.2.21
渡辺　武 インタビュー 2012.4.25
渡邉　哲 キャンパス便り 2012.1.10
済陽高穂 生涯学習講座 2011.12.6
済陽高穂 生涯学習講座 2009.7.3
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２
０
１
７
年
の
新
年
号
と
な
り
ま
す
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
報
１
７
４
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号

は
済
陽
高
穂
会
長
の
年
頭
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
大
塚

将
之
先
生
、
田
中
知
明
先
生
、
青
江
知
彦
先
生
、
吉

原
俊
雄
先
生
の
教
授
就
任
の
ご
挨
拶
、
横
須
賀
收
先

生
、
星
岡
明
先
生
の
病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
お
め

で
た
い
記
事
が
冒
頭
を
飾
っ
て
お
り
ま
す
。
猪
之
鼻

奨
学
会
便
り
に
続
き
脳
神
経
外
科
学
佐
伯
直
勝
教
授

の
最
終
講
義
、
平
澤
博
之
先
生
の
主
催
さ
れ
た
世
界

Ｓ
ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
学
会
、
学
内
人
事
異
動
に
関
す
る
記
事

が
続
き
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
本
誌
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
ま
す
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
関
連
記
事
が
９
頁
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
秋
葉
哲
生
先
生
の
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
会
長
就

任
挨
拶
に
始
ま
り
、
各
地
ゐ
の
は
な
会
だ
よ
り
と
ク

ラ
ス
会
の
欄
で
す
。
い
つ
も
な
が
ら
、
出
席
さ
れ
た

方
ば
か
り
で
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
ご
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
々
に
も
楽
し
め
る
記
事
と
思
い
ま
す
。
他

の
学
年
の
先
生
方
の
消
息
を
懐
か
し
さ
と
と
も
に
知

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
た
ち
の
学
年
も
負
け
ず
に
頑

張
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

更
に
、
学
内
は
放
射
線
科
の
宇
野
隆
教
授
、
学
外
は

千
葉
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
の
平
田
豊
明
院
長
、

松
戸
市
立
病
院
の
烏
谷
博
英
院
長
に
よ
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
後
研
修

に
関
連
す
る
記
事
は
病
院
紹
介
と
と
も
に
、
同
窓
会

報
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
学
生
教
育
の
欄
で

は
国
際
交
流
に
関
す
る
記
事
が
相
次
ぎ
、（
40
年
以
上

前
の
）私
の
学
生
時
代
と
比
べ
ま
さ
に
今
昔
の
感
が
い

た
し
ま
す
。
同
時
に
、
将
来
を
担
う
医
学
生
・
医
師

た
ち
の
活
躍
は
期
待
と
と
も
に
頼
も
し
く
も
思
わ
れ

ま
す
。

　

か
つ
て
は
編
集
委
員
の
出
席
が
10
名
に
満
た
な
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
号
の
編
集
会
議
は
、
新
た

に
巽
浩
一
郎
先
生（
呼
吸
器
内
科
学
）、
桑
原
聡
先
生

（
神
経
内
科
学
）、
松
宮
護
郎
先
生（
心
臓
血
管
外
科

学
）、
横
手
幸
太
郎
先
生（
細
胞
治
療
内
科
学
）の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
17
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
事
務
局
の
方
々
の
事
前
の
丁

寧
な
校
正
の
お
か
げ
で
、
字
句
の
チ
ェ
ッ
ク
に
あ
ま

り
手
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
内
容
の
吟
味
を
中

心
と
し
た
活
発
な
議
論
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
が
伊
藤
晴
夫
先
生（
前
同
窓
会
長
）の
お
誘
い
に

よ
り
本
会
報
の
編
集
委
員
と
な
り
ま
し
た
10
年
前
に

比
べ
ま
す
と
、
内
容
の
充
実
と
と
も
に
頁
数
も
増
え

た
紙
面
は
皆
様
の
ご
納
得
が
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

報
に
つ
き
ま
し
て
は
鈴
木
信
夫
先
生（
元
編
集
委
員

長
）の
年
余
に
わ
た
る
ご
努
力
の
結
果
で
あ
り
、
現
在

の
充
実
ぶ
り
は
目
を
見
張
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
編
集
会
議
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時

に
、「
こ
れ
か
ら
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス（
電
子
版
）の
時
代

だ
」
と
発
言
し
、
青
木
謹
先
生
に
「
僕
ら
の
世
代
は

活
字
と
紙
で
届
か
な
い
と
だ
め
だ
よ
」
と
た
し
な
め

ら
れ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
活
字
紙

面
と
電
子
版
の
両
方
で
の
更
な
る
充
実
と
発
展
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
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千葉医学雑誌92巻5号　2016年10月
最終講義

　肝疾患診療のこれまで・これから 横須賀　收

症　　例

　腹腔鏡下多発大腸癌同時切除術後に腸閉塞を契機に発見された原発性小腸癌の1例

佐藤嘉治　小笠原　猛　志田　崇　野村　悟

高原善博　宇野秀彦　小松悌介　高橋　誠

　食道アカラシア術後再発に対して腹腔鏡下根治術を施行した1例

　碓井彰大　阿久津泰典　河野世章　上里昌也　村上健太郎　太田拓実　羽成直行

　加野将之　松本泰典　高橋理彦　水藤　広　大塚亮太　松原久裕

第八回千葉医学会奨励賞

　抗がん剤創製研究の歴史とプロセス─探索から開発まで─ 大野吉史

学　　会

　第1314回千葉医学会例会・第5回臨床研修報告会

　第1325回千葉医学会例会・平成27年度細胞治療内科学例会

OAP要旨

　 ケーブル併用ロッキングプレートによる大腿骨ステム周囲骨折に対する骨接合術

の術後成績

三浦道明　中村順一　大塚　誠　中嶋隆行　竹下宗徳　輪湖　靖

　宮本周一　蓮江文男　藤由崇之　樋渡　龍　高橋和久　大鳥精司

折田純久　鈴木崇根　田中　正

編集後記 白澤　浩

CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper

Original Paper

　 Clinical and radiological results of osteosynthesis for Vancouver type B and type 

C periprosthetic femoral fractures with locking plates and cables

Michiaki Miura, Junichi Nakamura, Makoto Otsuka, Takayuki Nakajima

Munenori Takeshita, Yasushi Wako, Shuichi Miyamoto, Fumio Hasue

Takayuki Fujiyoshi, Ryo Hiwatari, Kazuhisa Takahashi, Seiji Ohtori

Sumihisa Orita, Takane Suzuki and Tadashi Tanaka

千葉医学雑誌92巻6号　2016年12月
第八回千葉医学会奨励賞

　治療抵抗性前立腺癌における機能性RNA分子ネットワークの解明 五島悠介

学　　会

　第1315回千葉医学会例会・第36回歯科口腔外科例会

　 第1321回千葉医学会例会・総合安全衛生管理機構研究発表ブログラム（第4回桜美会）

　 第1330回千葉医学会例会・平成27年度第15回千葉大学大学院医学研究院

　呼吸器病態外科学教室例会

研究報告書

　平成27年度猪之鼻奨学会研究補助金による研究報告書

OAP要旨

　カーボンナノチューブ強化チタン合金の摩耗特性

　鈴木昌彦　逢坂優太　中村順一　杉本智広　大鳥精司

エッセイ

　「編集後記」について 髙野光司

編集後記  　瀧口正樹

CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper

Original Paper

　Wear characteristics of carbon nanotube reinforced titanium alloys

 Masahiko Suzuki, Yuta Ousaka, Junichi Nakamura 
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